

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ひどい雨だ。

　私は空を見上げた。硝子ガラス張りの温室の屋根にも雨が止めどなく流れている。

「お嬢様、またここにおられましたか」

　背後からそう声を掛けられた。

「そう言うな。慈めぐみ。私が自由にできるものなど、ここにしかないのだから」

　黒髪の少女がふわりと膝をついた。

「私がいます。お嬢様。慈がいます、私の全部はお嬢様の思うままに」

「ふっ。そんなことを言っていたら、お祖じ父い様さまに怒られよう」

　そんなことは、と言おうとして、黒髪の少女は黙った。ただ、頭を下げた。申し訳なさそうに。

　私は微笑ほほえむと、雨を受け止め続ける屋根を見た。これはこれで、趣があるような気もする。

「気にしないでいい。しかし、そうだな。そろそろお小遣いも貯たまったところだ。男の一人でも買ってみようか。こんな私でも……」

「お嬢様」

「冗談ではないぞ。まあ、報告したければ報告すればいい。それより、何用だ？　次の予定まで四〇分ほどの時間があるはずだが」

「はい。それで、なのですが警察の方より連絡がありました。正体不明の化物が向かっており、現在迎撃中であると」

　私は表情に困った。

「映画の撮影……なのか」

「現実だと思われます。私設防衛隊が既に陣地を構築開始しています」

「いつだ」

「六分前です」

「得体の知れない話だな。私自らの目で見たい。ついてこい」

「はい。屋敷の屋根のほうに席をご用意しております」

「やっぱり、映画の話ではないのか？」

「いいえ。お嬢様なら必ずそうおっしゃるという確信があっただけです」

　私は顔をしかめながら、屋敷の階段を上がった。家にエレベーターはあるのだが、配膳用のものだ。

　雨あま合がつ羽ぱを着せられて梯子はしごを登って屋根に上がる。屋根には銃座が組まれており、大きな銃が配置されていた。

　男たちが頭を下げるのを、片手を上げて制した。

「自らの仕事を全うせよ」

　そう言って、渡されたオペラグラスを手に取る。やっぱり映画ではないかと思いつつ私は観賞を開始する。

　警官隊が突破され、見た事もない六脚二腕の化物が姿を見せる。私を殺すには随分と手の込んだことだ。だが悪くはない。毒や交通事故よりずっと面白い。

　少し微笑ほほえんでいると、警官隊の後ろから徒手空拳の少年が姿を見せた。近所の中学生の制服だった。

　あまりの違和感に、な、なんじゃあと素っ頓狂な声を上げてしまった。少年の格かつ好こうが普通すぎて、急に映画の撮影に見えなくなった。いや、最初からカメラなどなかったのだが。




　徒手空拳の少年は、徒手空拳にもかかわらず、ひどく落ち着いて戦闘姿勢を取った。私の胸が躍るのが分かった。

　少年はたった一人で、見た事もないような化物と対たい峙じしている。

「あれはなんだ。あれはなんだ。慈めぐみ！」

「分かりません。この世の生物とはとても……」

「違う、そうではない、少年の方だ！」

「近所の中学生だと思われます」

「それがなんで化物と戦っている。いや、警官は何をしている！」

「集団で発砲したようですが、効かなかったようです」

「少年を何な故ぜ止めぬと言っている！」

「やけに気にされますね？」

　慈めぐみは私の隣で、不思議そうな顔をした。ダメだこいつは。いや、ダメなのは私の方か？

「無謀な……！」

　だが少年は己の行為を無謀と思っていないようだった。私にはそれが、ひどく神話的な光景に見えた。雨の音すらも聞こえないくらいに私はその風景を見るのに集中していた。

　あの少年。服装というガワを外して見れば、これ以上の適任もいない、そんな振る舞いをしている。

　瞬間、少年は化物に跳び蹴りをしてみせた。見事な跳躍と胆力だった。

　だが、効かぬ。一撃、二撃。意味がない！

「何を考えている。少年……！」

　だが少年は自らが世界の王であるかのように堂々としていた。戦意はいささかも衰えることなく、その目に射すくめられてみたいとすら思った。

「効かぬ事が分かって戦っているのか？　何故だ。何故そんなことをする……」

　私は唐突に答えに気付いた気がした。あの少年は背後の家を守っているようだ。自分の家か？　いや、あの家に中学生の男の子は居なかったはず。

「慈、支援射撃を開始せよ。責任は私が持つ」

「いえ、でも屋敷を攻撃しようとしているようには……」

「構わん。撃て」

　近くだと耳を痛めるほどの発砲音を聞きながら、私は少年の横顔を脳裏に刻みつけた。

　私に欲しいものが、できた。
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　小学生の頃、俺はバカだった。今もそうだが、今よりずっとバカだった。他に言いようがない。

　俺はもう子供を産むには歳としを取り過ぎていた母に言ったものだ。妹が欲しい。

　なんで弟ではなく妹だったのかは覚えてない。くだらない思いつきだったんだろう。それよりずっと、母さんが悲しそうな顔をしたのが印象に残っていた。正直そればかりを覚えている。

　それでもまあ、小学生の頃は幸せだった。バカはバカなりに楽しく過ごしていた。自分が母さんを悲しませた事すら忘れてたくらいだ。

　ところがそれが一変する。大学で研究室を持っていた親父おやじが、妹ができたぞとか言ってＰＣを持って帰ってきたのだった。それが妹だ。

　妹は、実存しない人間だ。ただ、実存はしないが存在はする。

　妹は親父の研究で生まれたネットベイビーだった。クラウド上に医学的なシミュレーションをした人体を構成する全部を構築するという考えで作られたプログラムだ。

　胃も、血管も、脳も、全部コンピューターシミュレーションされたフルセット、それが瑞みず穂ほ。人体実験なんかしないでもこれがあれば新薬だろうとなんだろうとテストできる。そういう考えで作られた存在だった。

　要素研究としては部品部品は既にあった。網膜や胃は既にシミュレーションされていたし、脳神経も一部ではやられていた。親父の研究はそれを全部繋つなげてフルセットにしたところに売りがあった。人間をクラウド上に発生させたのだ。

　これが、社会の耳目を集めた。いや、集めすぎた。最悪なくらいに集めまくった。マスコミは倫理がどうとか言い出して、それを鵜う呑のみにした社会のバカどもも同じ事を言い出した。あげくには国が動いた。

　親父は社会の悪みたいな言われ方をして、大学教授から失業者になった。

　家族である俺も学校や道端で色々言われることになったが、重要なのはそんなことじゃなかった。

　元々は俺が悪かったんだ。俺が妹が欲しいなんて何にも考えないで言ったせいで、母さんは悲しみ、それを親父はどうにかしようとしてしまった。マスコミがさも真実そうに書いた科研費を得ようとかそういうものじゃなかった、なかったんだ。

　それで俺たちは、家も追い出されて引っ越すことになった。親父は何もかもやる気を無くして今も家の置物だ。母さんは妹を生かそうとして必死に働いている。

　そう。

　親父おやじは失業したが、妹は殺されたり消去されたりはしなかった。社会が可哀かわい想そうと言い出したからだ。妹は人権を持った人間として扱われる事になって、俺たちの元に残った。これまた俺に懐いていたから、というのが理由だ。つまりは全部俺が悪い。

　国はコンピューター、ネットやクラウド上にフルセットの人間を存在させることを禁止した。妹のあとに続くネットベイビーは存在を許されなくなった。

　それから四年。我が家は今、妹の維持費に四苦八苦している。妹を存在させ続けるために必要な計算リソースは莫ばく大だいで、その極一部を負担という形でも、年間一〇〇〇万円を超える負債が我が家に積み上がった。これがいつまでもだ。社会は俺たちのことなんか忘れてまた新しい悪役を叩たたいて喜んでいる。

　母さんは毎日、夜も寝れずに仕事の毎日だ。そりゃ俺だって仕事しようという気になる。全部の原因なんだから。




　ため息をつく。仕事前だというのにろくでもない気分だ。

　こういう時にはどうすればいいか。全ては心の問題だ。老師は良いことを言う。

　今日も雨が降っていた。夏の熱い雨だ。とはいえそれでも雨は雨。気温は下がり、少しは過ごしやすくなる。湿度が高いのが珠たまに傷だが。

　俺はワゴン車の中で目を瞑つぶり、屋根を叩く雨音を聞きながら自分の心を制御していた。

　心ってヤツは大切だ。限界ギリギリを狙うなら、なおのこと重要だ。

　今から始める気の乗らない仕事を、これから一〇分で楽しくて心の底からやりたい仕事と思わないといけない。そうでなければ、務まらない。

　俺は今の気持ちを脱ぎ捨てることをイメージして、海に飛び込む。冷たい、深い。勇気を持って足を蹴り、光も届かぬ海の底を目指す。

　息が苦しくなってくる。頭上の光を目指して浮上する。息をつく。

　これもそう、全ては心の話。それでも心は、静かになった。冷たい息苦しさに比べれば、これから先の仕事だってどうって事はない。そう、ゼロに戻した。

　ここから気分を上に持っていく。報酬を貰もらったあとの事を考える。母さんはどういう顔をするだろう。まずは驚いて、話はそこからだ。妹はただ喜ぶだろう。私も活躍したと自慢げに語るに違いない。

　そう思うと、楽しくなってきた。心の中が暖かくなる。

　俺は目を開いて中学生の制服に袖を通した。高校生になったというのにまたこれを着るのかという気にはなったが、仕事をやりたくないとはもう思わなかった。

　中学生の匂いという身も蓋もない名前の香水を身体からだに吹きかける。俺には分からないが無意識に作用するものらしい。

　目の前にいる男が頷うなずいた。

「タックネームを割り当てた。君はこれからプリンセスプロテクションゼロワンになる。ゼロツーがサポートオペレーター、略称はＰＰ01、ＰＰ02。最終確認になるが新しい名前や経歴は頭に入れたか」

「問題ない」

　自分の声が幾分乾いている。

「ペンは持ったか。靴に反発材は入っているか。ストッキングとコンドームは？」

「大丈夫だ」

　まるで母親だなと、目の前の黒服金髪を見て思う。にこりともしないおっさんだが、言ってることは家族と同じだ。だいたいプリンセスプロテクションってなんだよ。妹のセンスなんだろうが、なんというか。

　俺の思いを置き去りにして黒服は言った。

「ここで笑えるのならいい人材ということだ。目標を守れ、ＰＰ01」

「ＰＰ01、了解した」

　安いビニール傘を受け取り、ワゴン車のスライドドアを開けて外に出る。雨の音が変わる。暑くて、湿度が高くて、足元のコンクリートの坂を、雨水が流れている。

　軽い足取りを心がけて歩く。足の動きは心に直結する。軽い足取りで歩けば心も軽くなるものだ。

　俺は歩いて坂を登る。目標は数分でここを通る。今日は雨だからマイナス二分というところだろう。少し早めに家を出るはずだ。

「ＰＰ01、目標が見えた。接触を始める」

「了解したＰＰ01」

　イヤホンマイクを外してさらに歩く、楽しげに。靴が濡ぬれても構わない。むしろそっちの方がいい。長い距離を歩いたように見える。

　目標とすれ違う。写真より少し可愛かわいいのは、驚くべきことのように思えた。写真の時点でかなり美人だったからだ。この雨で髪が乱れることを考えれば、これは大したことだ。

　一〇歩歩いて、振り返る。近寄りだす。

「ちょっとちょっと。どこ行こうとしているの、学校こっちだろ」

　俺が言うと、変な顔をされた。え、という顔だった。

「何言ってるの？」

「何って、学校……」

　俺は少し考える。俺が接触しても怖がっている様子はない。つまり、まだ彼女は差し迫った脅威を感じていないわけだ。感じているなら無視するか、逃げるだろう。その場合はシナリオ２へ移行する。

「もしかして、イッチュウってこっち？」

「イチチュウはそう」

　目標は俺の顔を見る。

「もしかして転校生？」

「げ、なんで分かるの？」

　目標は楽しげに笑った。少し湿ってウェーブの掛かった髪だって、可愛かわいい感じに見えた。

「学校の発音が違うしね。こっちよ。案内してあげる」

「ありがとう。実は駅から結構歩いてた」

「え、反対じゃん」

　彼女はころころと笑った。後輩のくせに生意気だと思ったが、こっちは変装しているんだからしょうがない。

　それにしてもカワイイというのは得だなと、笑顔を見て思った。あまり怒る気になれない。

「恥ずかしいんだ？」

「はぁ？　違うし、遅刻するから早く連れて行ってよ」

　俺はそんなことを言いながら脚を速めた。目標は楽しそうについてきた。

「楽しそうだけど、祭りかなんかあるの？」

「祭りってなに」

「夏祭りには早いよな」

「え、どこ生まれなの？」

「山やま口ぐちだけど」

「山口かぁ」

　口から流れ出る嘘うそを鵜う呑のみにした様子で、目標は小難しい顔をして見せた。俺が不思議そうな顔をすると、彼女は歯を見せて笑った。

「なんかいいね。田舎って感じで」

「そんな田舎じゃない。コンビニとかあるし」

「そういう言い方が田舎っぽいと思うなあ。ところで何年生なの？」

「二年」

「じゃあ私が先輩だね。先輩と言うように」

　目標はそんなこと言って上機嫌そうに歩いた。速度を上げて俺の前を歩き出す。

　俺は苦笑してついて行くことにした。どの辺がベースラインなのか考えながら。





　＊






　護衛って仕事は奥が深い。あるいは複雑にできている。そもそもどう側そばで立っていればいいのかというレベルで正解が複数ある。バカではできないと指導教官も言っていたが、これは嘘うそでも何でもないらしい。

　目立つ護衛は威圧効果があるし、抑止にも繋つながる。一方でそれを嫌がる警護対象もいる。柔らかい印象を与えたい女優や政治家、活動家、枚挙にいとまがない。そういう人相手の護衛は、地味に目立たない方がいい。

　一方で目立った護衛をしないと格かつ好こうつかない人たちもいる。企業の重役に国の重要な地位に就く政治家、マフィアの親玉に差し迫った脅威を感じる人間、そういう人のそばでは体格のいい上に姿勢がきっちりした護衛がいた方がいいに決まっている。

　俺の場合はどうかと言えば、その年齢を生かした警護ってやつだ。つまり、目立たない方。

　一〇代の護衛目標にそっとついて回る同じ一〇代の護衛。なんだけど、中坊の真ま似ねをさせられるなんてなぁ。

　はぁ。これを老師に言ったら、大笑いされて、たかが二年じゃないかとか言っていた。歳とし取り過ぎるとそういう感覚が分からなくなるんだな。二年も戻ったらただのガキだぜ。

「じゃあね、後輩くん」

「はい。先輩。ありがとうございました」

　頭を下げて職員室に向かって歩く。時間はまだ数分ある。人の居ない場所に移動してイヤホンマイクをつける。さっきからＰＰ02にコールされていた。

〝お兄にい、何黄昏たそがれているの？〟

〝どうやって分かった？〟

〝微妙なバイタルサインの変化、あと女の勘ね〟

〝ププっ。女の勘って似合ってないなあ〟

〝一週間くらい口きかないから〟

　このやりとりは〇・五秒というところ。普通にはチュッとかチャッと聞こえる音が途切れた。俺はイヤホンマイクを外してポケットに入れると、職員室に行って通り一遍の説明を受けて担任教師と名乗る人物に連れられて教室に案内された。

　二年三組ってところだ。公立だけあって成績順というわけでもないらしい。

　教室に入る。紹介される。後ろの方の席の目標と目が合う。ものすごく、気まずそうな顔だ。気まずいならそんな嘘つかなきゃいいのにと思うが、まあ、そこがガキのガキらしいところだ。

　俺は元気よく挨拶して、急きゆう遽きよ作られたであろう一番後ろの隅っこの席に座った。窓際じゃなくてゴミ箱の近くだ。その横には目標がいる。

「よろしく先輩」

　笑いながら言ったら、わたわたしていた。正直、かわいいと思ってしまったが、目標に感情移入してはいけないと繰り返し教えられている。そう、心を残して次の仕事に行くことは難しいからな。まして今回は俺のテストだ。

　何食わぬ顔で教科書を開いていたら、横から素早く手紙が投げ込まれた。消しゴムを包む形で綺き麗れいなメモ用紙に書かれていた。

〝いじわる、ばーか〟

　ばーかのあとに書かれた顔が大層脱力系だった。横を見たら怒ったジェスチャーをしていた。なんだこのカワイイ生き物。

　変顔で反撃しながら、心の中で考えた。俺は女にカワイイなんて思うようなヤツじゃないぞ、なんでだろ。

　少し考えて妹に似てるんだと思いつき、微妙な気分になった。気付きたくない事実だった。あんなウザいのが増えたら多分俺は死ぬ。

　浮つく心を抑えながら、授業を聞く。微妙に汗が出る。意外に忘れている事が多くて俺大丈夫かという気になった。

　目につくのは、小さな発光。ペンに仕込んである着信表示器だ。妹マイナーからの連絡だ。

　退屈そうなふりをしながら頬ほお杖づえをつき、イヤホンマイクを隠して声を聞く。

〝なんで追いかけて来ないの？〟

　半泣きだった。まったく妹は面倒臭い。
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〝一週間は口をきかないと言ってたのは……〟

〝知らない。そんな人知らない〟

〝だよなあ〟

　以上のやりとりは〇・一秒という感じだ。俺の言葉は他人からは舌打ちに聞こえるかも知れない。音は押さえてあるから大丈夫と思いたい。

〝で、お兄にいちゃんは授業中なわけだが、なんかあるのか？〟

〝妹の機嫌以上に重要な都合はない！〟

〝言い切ったな〟

〝うん〟

　褒めて褒めてという感じなのが、俺には理解出来ない。我が妹ながら何言ってんだこいつ感があるな。

　こういうのに慣れているから嘘うそつき美少女にも魅力を感じてしまうんだろう。

〝なあ。一つ聞きたいんだけど。バレバレの嘘をつくヤツは何を考えていると思う？〟

〝えっ、……バカだから何も考えてないと思うけど〟

〝そういう話が聞きたいわけじゃねえんだよなあ〟

〝はー？　それが可愛かわいい妹にものを頼む態度ってわけ？〟

〝自分でカワイイというのはどうかと思うぞ〟

〝客観的事実、客観的事実。大事なので二回言いましたっ〟

〝あーはいはい。んで、真面目な理由としては？〟

〝相手が中学生であることを考えると、バカで何も考えてない一択です〟

〝マジか。いやまて、お前も中学生だろ〟

〝大学卒業してますが何か？　通信教育だけど〟

〝また知らないうちに妙なことを……。こっち見られてる。切るぞ〟

〝夜に妹の相手を要求する！〟

〝仕事がなければな〟

　いじわるーという俺にだけはそう聞こえる声をよそに、俺はイヤホンマイクを隠した。目標は俺に興味津しん々しんという感じだ。このシナリオは想定してなかったな。できればつかず離れず、ついて回りたかったのだが。

　俺は授業に集中しろとジェスチャーを送った。

　向こうはそっちがでしょとジェスチャーを返してきた。

　そして二人して先生に怒られた。まあ、そうだよな。まったくついてない。中坊たちに笑われてしまった。




　授業が終わった瞬間に、俺は教科書を片付けながら目標にクレームを入れた。仕事し辛づらいと素直には言えないので、別の事を言った。

「あのな、なんなんだよ」

　目標は髪を揺らしてそっぽ向いた。かわいくない仕草がカワイイってどういうことだ。

「授業中の態度が悪いのを注意したに決まってるでしょ」

「いや、意外に真面目に聞いてた」

「意外ってなに。普段はもっとひどいの？　舌打ちとかして」

「知らない。そんな人は知らない」

　この話しやすさ。目標は随分と男子からも人気があるんだろう。美人だしな。しかし、難しいぞ。俺は誰から目標を守ればいいのか。同級生とかまで範囲に入っているなら、相当難しい事になる。

　俺は頭を掻かいた。データが欲しい。テストだから仕方ないが彼女のデータが欲しすぎる。それがないと守るに守れない。護衛はつらいぜ。

「何その態度！　悪いのはそっちでしょ!?」

「あ、すまん。聞いてなかった。何？」

　目標はひるんだ上に傷ついた顔をしている。その表情は予想外だ。俺はちょっとびっくりした。演技し損ねた、ともいう。

「だから、ごめんて」

「次からはちゃんと授業受ける事ね」

　目標は胸を張って言う。はいはいと返して、周囲を見た。随分と目立ってしまっている。クラスメイトの格かつ好こうの噂うわさの的になってそうな雰囲気だ。

　護衛としてはとても良くない。

　ため息一つ。簡単だと思ったが、難しい試験になるかもしれない。

　とりあえず基本に返ってベースラインをどこにするかを決めよう。全てはそこからだ。目標を知るのはその後だな。





　＊






　目立たない方の護衛の仕事は、まず空気に馴な染じむことからはじまる。空気に溶け込み、居ることに違和感を感じさせない。そうしないと護衛がまず最初に攻撃されて無力化されてしまう。一方で影が薄けりゃ、いざというとき、護衛対象が言う事を聞いてくれなくなる。え、誰それ？　というやつだ。

　当然居るが、影は薄くない。そんな立ち位置を最初に取らないと、仕事がしづらくなる。

　これ、日本じゃ空気と言えば一発なんだが、俺の就職先含めて外資と海外じゃ空気なんて言葉はない。だからベースラインという言葉を使う。海外の要員と仕事するとき困るってんで俺も用語については空気と言わないように徹底して躾しつけられてしまっている。

　ベースライン、ベースライン。大事なので二回言いました。

　一旦彼女から離れて廊下に出る。口くち喧げん嘩かに辟へき易えきした演技で肩を回す。参ったなあという感じを出す。

　演技しながらベースラインを見極める。同じ学生ってだけじゃベースラインに位置することはできない。例えば服装の乱れや、校則の軽んじ方、歩き方。教室移動の時のタイミング、そういうところにも気を使わないと、普通に居るって感じにはなれない。長く観察すれば違和感に気付いてしまう。

　転校生ということで最初目立つのはしょうがないが、今後を考えて素早くベースラインまで持っていきたいもんだ。

　そのためには、まずは観察が必要だ。そう思っていたら数名の女の子が近づいて来た。互いを俺の方へ押し出すように寄ってくる。仲がいいというか、なんというか。

「田た中なか君は谷や城じようさんと知り合いなの？」

　俺の偽名と目標の名字を口にして、一人の女の子が言った。興味津しん々しんといった様子だ。気が強そうで、校則から少し外れてポニーテールにしている。それでも文句は言われてない様子だから、そういうベースラインなんだろう。

「いや、今日初めて会ったんだけど」

「そうなんだ」

　急に面白くなさそうにポニーテールは言った。

「え、なんで面白くなさそうなの」

「なんでって、ねえ？」

　女の子たちは楽しそうに笑うと離れていった。接触の意図が分からないなと思っていたら、今度は男の子たちが寄ってきた。こっちは気楽で気さくな感じだ。寄るなガキどもと言えないのが残念だ。

「谷城の隣なんか良いいよなー、お前」

「ゴミ箱の一番近くだけどな」

　そう言ったら、それもそうかと納得された。こいつら嫌いじゃない。

「どんなやりとりしてたんだ？」

　一人、飛び抜けて背の高いヤツが言った。俺より高いのはムカツクが、ハゲなんで許す。野球部員だろう。俺の方にちらちら敵意めいたものを向けてくる。

「どんなやりとりしてたんだよ」

　それが気になる様子。その他の男の子たちはおやおや、あるいは、あらあらという様子だ。目標にご執心なのは周囲に知られているという訳だな。こういう人物はそんなに脅威にならない。行き過ぎた行為に走る前に周囲が気付くからだ。

「どんなやりとりって、谷や城じようと？」

「呼び捨てにすんな！」

「呼び捨てで十分だろ。聞いてくれよ。授業だるくて肘ついてたら真面目に授業受けろとか言い出したんだぜ」

「え、そうなのか？」

　野球部員はちょっとびっくりした様子。それを見て、俺もびっくりして見せた。

「そうなのかって、どういうこと？」

「谷城さんが他人に注意なんてあんまりしたことないんだよ。僕が知る限りはないかな」

　野球部員の近くにいた眼鏡めがねの子がそう言った。こいつは解説君と呼ぼう。解説君は得意げに笑って解説を始める。

「僕が思うに、君はよっぽどの態度だったんじゃないかな」

「マジか。ここ、校則とか厳しいの？」

「運動部意外は普通じゃね？」

「サッカー部は緩いよ」

「水泳部は厳しい」

　部活が盛んなのか、続々人が集まって訴えだした。あっという間に男に囲まれる。気安くていいが、目標の様子が窺うかがいにくい。こっちをちらりと見たあとはすました顔で本を読んでいる様子。仲良く誰かと話をしている感じはなかった。

　そのまま観察を続けていたいが、男の子たちに引きずり込まれて友達付き合いすることになった。ベースライン確保にいいと言えばいいが、ちょっとウザい。まあ、すぐ慣れて落ち着くかな。

　横目で目標を確認しながら、授業を数える。二、三、四と数える内に昼になり、俺は昼飯に誘われた。もちろん、野郎どもとだ。男の子というよりも野郎どもだな。年下と思うと微妙だが、気安い連中ばっかりだった。

　俺を警戒していた野球部のハゲも、今は気さくにバカ話している。基本イイヤツらしいが、目標に片思いしているらしい。とは言っても別にデートに誘ったりとかはしてなさそうだ。まあ、そりゃそうか。高校一年だってそんなことはやったためしがない。俺の事だけど。

　話す内容はだいたいアニメとスマホアプリだった。途中で一回、野球部が目標の方を見た。思い詰めた目、というよりは自分に気付いて欲しそうな、そんな目だった。それで俺は、こいつへの警戒を一段階落とした。

　あんな顔をするヤツが目標の身の安全を脅かすとは思えない。

　んじゃ、誰だろう。学校の外、なら楽でいいんだが。要するに行き帰りと家にいる間、守っていればいい。

　そう思っていたら、解説君が眼鏡めがねを光らせて顔を近づけてきた。

「近い近い」

「そこは我慢してくれよ。僕だって好きでやってるわけじゃない。ひそひそ話だ」

「おー、ひそひそ話、面白そう」

　俺も昼飯代わりのパンを置いて、顔を近づけた。

「谷や城じよう祥しよう子こさんには近づかない方がいい」

「隣の席だよ」

「そういう意味じゃなく。花はな菱びしくんの機嫌が悪くなる」

　花菱は野球部のハゲの名前らしい。俺は頷うなずいた。

「そうみたいだな」

「ああ、それでサッカー部の先輩と大おお喧げん嘩かしたんだよ」

「え、そうなの。どうなった？」

「そりゃもう、すぐ先生が飛んで来て大目玉さ」

「だよねえ」

「とはいえ、その先輩、最近学校来てないんだ」

　俺が驚いた顔をすると、解説君はしてやったりという顔をした。

「ホントの話だよ。注意したがいい」

　俺が何度か頷くと、解説君は笑って最近流行のラノベの話を始めた。俺も、すぐ興味を失った感じで話に付き合った。

　昼食は終わり、午後の授業になる。妹からたびたびコールは来るが、また目立つ訳にもいかない。妹の機嫌がどんどん悪くなることを想像しながら、ため息が出そうになった。ああ、勉強がはかどる。

　中学二年の勉強もたまにはいいな。受験のために結構勉強したはずなのに、結構忘れてる。やばい。大学なんかに行くつもりはないけれど、頭が良くないと稼げないのは確かだ。意外に金が掛かるんだ。

　横からまた消しゴムが飛んで来た。またも手紙らしい。目標は成績大丈夫なのか。他人事ながら心配になる。

〝真面目に勉強しろって白しろ田たくんか誰かに怒られた？〟

　白田……。解説君のことかな。俺はちらりと目標を見た。目標は俺を心配している様子だ。教科書で顔の下半分を隠しているが、目には心配してる光がある。

　それで返事を書くことにした。仲が良すぎるのも何だが、悪いのも護衛の邪魔になる。

〝やべえ、こっちの学校の方が勉強進んでる。がんばらないと〟

　そう書いて送った。読んだ彼女の目尻が優しく下がったのが見えた。最初変な嘘うそをついたのはよく分からないが、心優しい、いい娘こな気がする。

　そんな娘こがなんで襲われる？　俺のテストだから本番じゃないって可能性はあるのか？

　少し考えて、それはないなと考えた。うちの会社に甘い部分は、ない。テストと言えば実戦だし、現実と違うのは目標が金払っているかどうかだけだ。

　心して掛かろう。どんな相手が目標でも護衛するのが仕事だが、この娘が不幸になるのは避けたい。

　決意を新たにしていたら、また俺のところに消しゴムが来た。おしゃべりなヤツだ。これをおしゃべりと言っていいのかは分からないが。

〝ため息なんかついて、大人かなんかの真ま似ねのつもり？　言っておくけど、全然、カッコよくないし〟

〝大人っていうのはテストすらない曖昧なものだ。そんなの真似てどうすんだ〟

〝何、格かつ好こつけた態度！〟

〝勉強難しいと言ってる奴やつが格好いいわけないだろ。あと格好って漢字書けるのな〟

〝なんでピンポイントにバカにしてるわけ？〟

〝いや、最初カタカナだったから〟

　目標は随分と暇らしい。勉強余裕なのか、諦めているのか。それにしても男子である俺と手紙のやりとりするっていうのもなんか変だな。普通は俺をダシにして、仲のいい同性と盛上がるんじゃなかろうか。

　そうじゃないということは、事情がある、ということだろう。まったく、事前に情報がないって事はろくでもない。

　とはいえ、実際の護衛任務、日本じゃ四号警備って呼ばれているやつは目標である守る相手が、事情の全部を話さない時がある。ひどいときには嘘うそをつく。対象がマフィアとか犯罪証人、政治家なら普通にあることだ。それでも仕事はやらないといけないから、情報収集は最前線でもやらないといけない。バックアップが使えるならそれが一番と教えられたが、それはそれで人件費が掛かる。俺の場合は妹費だけど。

　どっちにしろ、バックアップを使えば俺の取り分が減る計算だ。だから可能な限り、自分でやる癖をつけておかないといけない。

　目標は俺とのやりとりを楽しんでいるようだ。こんなやりとりで喜ぶなんて、と思うが、まあ、カワイイかもしれない。

　次の授業は英語だと思ったら、急に授業が取りやめになった。緊急の職員会議とかなんとか。さらに帰宅という。皆喜んでいるが、俺としては嫌な感じだ。自習にすらならずに帰らせることになるっていうのは普通じゃない。

　勘のいい生徒たちも何かを感じているのか、一部は浮き足立っている。目標はいたって冷静そうに見える。俺をじっと見た後、顎を余よ所そに向けると、そのまま歩いて行った。

　ついてこいってジェスチャーだが、こいつは事情を知っているのか？　いや、そんな感じじゃないな。

　俺は教室の様子を瞬時に窺うかがった。一秒で全部を見渡すには結構な訓練がいる。幸い俺や目標に気を配っているヤツはいなさそうだ。野球部は席に座ったまま、下を向いて動いてないし、解説君は友達に推理を話すのに夢中。ポニーテールは女の子数人と小声で話している。

　俺は気配を殺して目標を追いかけた。イヤホンマイクをつけながら妹をコールする。

〝瑞みず穂ほ、今この学校で緊急の職員会議が起きる理由が知りたい〟

〝えー。お兄にい、昨日の夜は俺の取り分が減るから可能な限り一人でやるとか言ってたじゃん〟

〝緊急事態だ。多分〟

〝ほーんと、良くできた妹がいないと、なんにも出来ないんだから〟

　イラッとしたが我慢する。

〝文句はあとで聞く〟

〝もう調べ終わってるよ。お兄〟

　この間〇・一秒というところ。さすがは妹、いい仕事だ。

〝七八分前に警視庁から学校に連絡あったみたい。生徒の死体が発見されたんだって〟

〝他殺か？〟

〝そう断定しているみたい〟

〝今回のテストに関係してると思う方がいいんだろうな〟

〝会社がそんなに親切かなぁ。もう警察沙汰だよ。警戒が厳しくなるだろうから、仕事楽になるだけじゃん〟

〝それだけ脅威度の高い敵がいるのかも。まあ、分かった。心して掛かる〟

〝警戒はしているからイヤホンマイクはつけたままにして〟

　片耳に無線方式とは言えイヤホンマイクをつけているとそりゃ目立つ。あんまりやりたくないが仕方ない。

　目標を追って小走りに。空き教室の一つに入った。この学校の教室の三割ちょっとは空き教室だ。

　目標はのぞき見ても分からないようにドアを背に座り込んでいる。

「制服汚れるぞ」

「大丈夫。いつも掃除しているし」

　俺は監視カメラを見た。

〝瑞穂、監視カメラから俺が見えるか〟

〝学校の監視カメラにはお兄は映ってないけど。周辺も調べる？〟

〝いやいい。ＧＰＳの通りだ〟

　というと、あれは壊れているかダミーって事だ。多分ダミーだろう。やれやれ、もう少し安全に金を掛けた方がいいと思うんだが。

　ともあれ、俺も横に座った。

「今舌打ちしなかった？」

「してないよ」

　目標は隣に座り込んだ俺の表情から何かを窺うかがおうとしているらしい。目線を合わせたら、恥ずかしそうにそっぽを向いた。

〝お兄にい、いやらしいこととかしてないよね〟

　イヤホンマイクを外して窓の外に投げ捨てたくなったが、我慢した。

〝なわけないだろ。しばらく情報収集してる。切るぞ〟

　俺はそっぽを向いた目標を眺める。うなじが白い。妹同伴だと思うとちょっと悲しくなる白さだ。

「ここで何かあるの？」

「別に。帰るにしても昇降口は混雑しているだろうから」

　そっぽ向いたまま彼女は言った。

「密を避けろ、だっけ、そういや最近聞いてないな。中学の時は良く聞いた」

「小学校じゃなくて？」

「あー。そうだったかも」

　俺は誤ご魔ま化かした。もう少しで年齢詐称がばれるところだ。老師ならため息をついて減点している。

「適当」

「歴史は苦手なんだよ」

　そう言ったら、目標は俺の方を見た。目というか、瞳が大きい。隣り合って座っているせいだが、結構近い。

「苦手なのにあんなに頑張ってたんだ」

「授業のこと？　うん。あれでやべえと思った。その前の数学は楽勝だなって思ってたんだけど」

「私は不得意教科ないな」

　自慢げに目標は言った。

「さすが先輩」

　そう言ったら睨にらまれた。頬ほおが赤い。すぐ赤くなるのは俺の業界には合ってないが、まあ、可愛かわいくはある。

「それ禁止」

「なんであんな事言ったんだ」

「べっつに。どうだっていいでしょ」

　またそっぽを向く。都合が悪くなるとそっぽ向くのが癖らしい。ガキの反応だなと思いつつ、ちょっと笑った。

「笑うな」

「しょうがないだろ。男はカワイイもの見ると笑うんだ」

「はぁぁぁっ？」

　今までで最高に頬ほおを真っ赤にして目標は言った。俺は首をかしげた。

「はぁぁってなに？」

「バカにすんなし」

「してないよ」

「カワイイとか言われても、田た中なかのことよく知らないし」

　恥ずかしそうというか、テレテレで目標は言った。声が小さい。なるほど。年下と結婚する人がいるの、分かる気がする。年下と言えば妹のせいでどうもそういう目で見れなかったのだが、これは素直にカワイイ気がする。とはいえ、仕事だからちゃんと線引きしないとな。

　俺はなるべく優しく笑って見せた。

「いや、ええと、今のカワイイは、妹にいつも言うような感じで、そんな深い意味は」

「山やま口ぐちってそんなに簡単にカワイイって言うの？」

「どうかな。うちはちゃんと褒めないと、母さんや妹がすぐ機嫌悪くするから」

「ふぅん」

　腕を組んで目標は言った。その手があったかとか聞こえた気もするが。気のせいかもしれない。

「田中は何月生まれ？」

「八月だけど」

「私は六月。私が年上だね」

「最大三ヶ月弱だろ」

「それでも年上は年上、やっぱり私が先輩じゃない」

「こだわるね。それ」

「べっつに」

　目標はそう言ってちょっと不安そうな顔をした。

「でもどうしてもっていうなら、タメということでもいいけど」

「先輩呼びって禁止じゃなかったっけ？」

「年上を敬えと言ってるの。あと、朝言った事は嘘うそじゃないってこと」

「違う学年って言ってたよな」

「細かい男はモテないって雑誌にあった」

「雑誌かぁ。母さんは読んでたなあ」

「妹ちゃんは読まないの？　そういうの」

　読めないと言おうとして、苦笑した。

「読まないなぁ。おしゃれ雑誌とかいうやつだろ」

「うん」

　目標は鞄かばんから雑誌を出して来た。自分の顔の前に掲げて、ちょっと恥ずかしそうにしている。

「こういうのだけど」

「なんで一ヶ月前の？」

「うるさいなあ。これが最新なの」

　雑誌が休刊かなにかしたのかと思ったら違った。街で見かけたカワイイ子的な読者モデルのページに、目標の写真がある。なるほど。世間的にもやはり美少女の部類だったか。

　しかしこれで、警戒範囲が一気に広がったな。こういうの見て物色している人身売買組織や変質者は一定数いる。

「なんで難しい顔をしているの？」

「フォトショップすげえ」

　雑誌でバンバン叩たたかれた。笑ったら、そっぽ向かれた。

「嘘うそだって、凄すごいじゃん」

「最初にそう言えばいいのに」

「いや、だって恥ずかしいし」

「カワイイは言うのに？」

　ものすごく不思議なものを見る目でそう言われた。

「カワイイは恥ずかしくないだろ」

　反論しようとして、目標は目を彷徨さまよわせた。最終的に左下を見る。

「まあ、そういうことならそれでもいいけど」

「引っかかる言い方だな」

「別に。でも私にカワイイと言うのはいいけど、他の人には言わないことね。変な誤解されるから」

「そうみたいだな。気をつけるよ」

「うん」

　目標はちょっと嬉うれしそうに笑って言った。小さな腕時計を見ている。

「もうこんな時間だ。仕事に行かなきゃ」

「新聞配達やってるの？」

「モデルの仕事」

　歯を見せて目標はそう言った後、立ち上がった。

「帰る」

「送るよ」

「この辺不案内なのに？」

「別れるときに駅の方向教えてくれれば良いから」

「あ、そ。え、でもなんで？」

「授業やめてまで全員下校だろ。なんかあったと思う。台風とか地震とか」

「それだったら気付かなくない？」

「たとえが悪かった。まあ、そういうのだよ。具体的に何かは分からないけど。女の子守らないと、母さんに怒られる」

「い、いいお母さんだね」

　恥ずかしそうに目標は言った。仕事なんで守りますと言えないせいでの嘘うそだったが、ちょっと心が痛んだ。これから俺は、こんな嘘を何度つくことになるんだろう。

「うん。そうなんだ。谷や城じようの事は俺が守るよ。行こう」

　それで学校を出たのだが、もうマスコミの連中がいた。生徒にインタビューして回っているようだ。それで教師ともみ合いになっている。なるほど。これを避けての下校だったのか。

「仕方ない。抜けるか」

「抜けるって？」

「あの中に女の子を連れてはいけない」

　俺は妹に声をかけて外に人の居なさそうな場所を見つけた。そんなに高くない塀がある。

「俺が先に行く」

　荷物を預けて軽くジャンプして塀の上に乗った。目標が目を丸くしているが、これぐらいならちょっと運動が得意なヤツなら誰だって出来る。

「二ｍくらいあるんだけど！」

「たいしたことない。荷物投げてくれ。あと、手」

　俺が手を差しのばすと、目標はひるんだ顔をした後、目をぎゅっと瞑つぶって手を出してきた。そんなに怖いもんかね。まあいいか。深くも考えずに引っ張り上げた。

「うそ、一瞬っ、凄すごい!!」

「語彙力がやばいぞ」

「なに平気な顔してるの！　あと語彙力ってなに？」

「まあ、辞書読むといいと思う。それより、都会ってこんなこともしないんだな」

　適当な嘘をついて、彼女を外に連れだした。目標は顔を真っ赤にして興奮している。たった二ｍの塀を越えることが、そんなに興奮するようなことかと思ったが、根が真面目でこんなことしたことなかったのかもしれない。

　これは結構重要な情報だぞ。つまり彼女は、変な付き合いがあまりないらしい。

「で、どっち行けばいいんだ？」

「あっちが駅。えっと渋しぶ谷やに行くから」

「渋谷。テレビにでてくるやつな」

　そう言ったら、やっと目標は笑った。すぐ調子に乗って得意げな様子になる。

「もしかして渋谷に行ったことない？」

「そのうち行くつもりだった」

　俺が言うと、目標は誕生日が来たときみたいに喜んだ。なんだその反応と睨にらんだら、すぐに感情を隠した。少なくとも、表面的には。まあそわそわしているから、バレバレだけどな。

「そうなんだ。でも一人で行かない方がいいよ」

「谷や城じようは？」

「私はいいの、慣れているから」

　ほんとかよと思ったが、何も言わなかった。

　そのまま会話もなく歩いて駅につく。目標は名残惜しそうな顔をした後、俺に向かって背筋を伸ばした。髪をかきあげる。本人的には美人アピールというつもりなんだろう。

「じゃあ！」

「ああ。じゃあ」

　目標は俺をちらりと見た後、改札を通っていった。俺は頭をかいてきっかり二分待った後に追跡を始めた。

　妹がコールしている。

〝なーんか。怪しいね〟

〝例の殺人か？〟

〝お兄にいに対するあの女の目だよ！　会って一日目であの態度！　頭ピンクか！〟

〝なんでも恋愛に結びつけるのはどうかと思うぞ。あの娘こは中学二年生だ〟

〝お兄、初恋はいつだっけ〟

〝保育園だった気がする〟

〝はい、どーん！　どーんだよお兄！　語るに落ちてる！〟

〝テンションたかっ。そんなわけないだろ。あれはもっと別のだ〟

〝贔ひい屓きしてませんかー〟

〝妹は贔屓している〟

　そう言ったら、妹はしばらく黙った。いや、ちっさい声で何かブツブツ言っている。

〝聞こえないぞ〟

〝聞こえないように言いましたー〟

〝それに意味は？〟

〝お兄にいには分かりませーん〟

　世界中の兄が、妹のアクションによって一日にどれくらいイラッとしているんだろう。俺は遠い目になったあと、頭を掻かいた。隣の車しや輌りように目標が乗っている。熱心にスマホをいじっているようだ。

〝だいたい、俺とあの娘こじゃどうにもなんないよ。だって仕事なんだから〟

　新宿で乗り換えて目標は渋しぶ谷やへ向かっている。嘘うそはなし。時間を気にしている様子。おしゃべりしすぎて遅刻しそうっていうやつか。

　集中力がなくなっているのは尾行する方としてはいいが、安全面では〇点と言ったところだ。逆に言えばこれまでは安全性〇点でもうまくいってきたんだろう。怖い目に遭ったことはない。そういう話だ。

　となると、敵はなんだ。というか、会社はどうやって目標が襲われると察知して俺のテストに使ったんだ？

　どうにも気持ち悪い感じを覚えながら、渋谷駅で降りる。目標は迷うこともなく真まっ直すぐ歩いて行っている。うさんくさいところはなし。そのまま雑居ビルの中へ消えていった。
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　ビルのエントランスから入居表示を見る。妹に声を掛けた。

〝このビルに入居しているやつで、反社や武装集団はいるかな。写真送る〟

〝調べたけどいないよ？〟

〝雑誌の編集プロダクションかなにかはあるか？〟

〝ない、でも写真スタジオはある。今お金の流れ見ている。目標の言っている事は嘘うそじゃないと思う〟

　妹が言うのならそうなんだろう。俺なんかよりずっと情報収集はうまいし早い。いや、世界的に見ても最速かそれに近いはず。代わりに維持費は掛かるけど。

〝敵はどんなやつなんだろうな〟

〝お兄にいのテストにいいくらいのやつだから、結構悪い奴やつらじゃない？〟

〝具体的には？〟

〝暴力団二、三個〟

〝だよなあ〟

　そこが不思議なところだ。テスト期間は二週間。彼女を見てるとその間に問題なんて起きなさそうに見える。親がトラブルとか抱えている可能性も探った方がいいのかな。

〝楽な仕事じゃなさそうだな〟

〝私もいるから、そうかも〟

〝そうだな。よし、親のトラブルを調べてくれ〟

〝うん。お兄はどうするの？〟

〝変装するよ。中学生ごっこはもうやめたい〟

〝二年しか変わらないよね〟

〝大人みたいなこと言うなよ〟

　俺は、一応の用心でヒカリエのトイレで素早く着替えた。高校の制服に髪型変更、匂いも変えてある。特に顔は変えていないが、この程度でもほとんどの人間は騙だませる。ＡＩは騙せないが敵がＡＩというか画像認識を駆使してこっちをあぶり出すということはよっぽどのことだ。俺では太た刀ち打ちできないような規模の敵くらいだろう。

　目標のいる雑居ビルに戻ったら、白いバンが路駐されていた。うさんくさい。拉致の可能性がないでもない。

〝瑞みず穂ほ、番号照会〟

〝盗難車だね。お兄〟

〝ま、一応排除しとくか。〟

　全然関係ない可能性もありはするが、俺は小さな可能性は無視できる男だ。それで警察に電話した。無料で悪い奴と戦ってくれるいい駒だと、研修で習った。とんでもない意見だと思うが、その教えはこの通り役に立っている。

　しばらく待っていると自転車に乗って警察がやってきた。警官一人だ。白バンは警官が近寄ってくると猛スピードで逃げ出した。警察の対応はお粗末だが、まあ、それでいい。とりあえずの安全確保が重要だ。俺は守りの駒であって、犯人捜しや拠点潰しは、別の誰かがやる。

　性格的に誰かを守るなんて向いてないと思うが、文句を言っても稼ぎは増えない。

〝間抜けな警察だね。お兄にい〟

〝間違ったり偽だったりする通報が多いんじゃないかな。まあ、それでも日本の警察はマシな方だ〟

　実際警官は頭に来た様子で無線を使っている。警察無線を傍受するまでもない。追っ手が掛かるだろう。慎重な敵なら手を変えてくるはず。その分時間は稼げる。要は二週間、時間稼ぐだけでもテストは合格だ。そんなに簡単に事が運ぶとは、流石さすがに思っていないのだが。
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　変な転校生に会った。

　朝の憂鬱な雨の中でスキップするような、変なヤツ。あー、でも小学生の時やったわー。あの頃の私は無敵だったし、幸せだったなぁと思ったら、ちょっと悲しくなった。あの頃は友達がたくさんいた。

　悲しくなったといっても、ちょっとだけね。学校行きたくないと思っただけ。でも学校には行く。負けたくない。

　それにしても……、靴が汚れるというか雨まで靴の中に入りそうなのに、気にせず歩いている。

　きっと中学生になりたての子だろう。ああいう子なら変な噂うわさとか立てないだろうから、友達になれるかも知れない。そう思いながら歩いていたら、当の中学生から声が掛かった。道を盛大に間違えたらしい。

　それが出会いで、はじまりだった。

　山やま口ぐちってところからやってきたその子は、田た中なか一いち郎ろうと言った。私と同級生だった。認めないけどね！　てんでガキなんだもん。正直、私がついていないと不安なレベル。

　話しやすくて、事情を知らない。敬語の使い方が下手。部活やってないんだろうなあ。

　そうだ。先輩という形で付き合おう。これなら変な話と私を結びつけたりしないはず。

　良いアイデアだと思っていたら、同じクラスになった。悪い事はできないってそういう話？

　田た中なかは私を見て、笑った。ちょっと意地悪な笑いだった。ああいう笑いは良くないと思う。しかも隣の席だ。恥ずかしくて顔を上げられなかったが、田中は私の気持ちなんてこれっぽっちも分からない様子でつまんなそうに授業を受けている。舌打ちまでしていた。態度悪っ。

　それで、先輩として注意することにした。そんなことしているといじめられるよ？　というやつだ。

　とってもいい心遣い、ザ、親切と思ったのだが、なぜか田中は迷惑そう。ちょっとイラった。前は私も、そんな感じだったんだろうか。

　感じ悪いなあと思っていたら、そのうち手紙のやりとりが始まった。なぜそうなったのか、自分でもさっぱり分からない。

　でも、はまった。いや、熱中した。気付いたら休み時間になってた。

　田中は私と違ってすぐに皆と仲良くなっている。田中のくせに面白くない。それで、また手紙を出した。またやりとりが始まった。二年になって一番楽しい時間だったかもしれない。それがちょっと悲しいと思ったが、すぐに忘れた。

　ヤバい。なんで、なんでこんなヤツとやる話が楽しいわけ？　変じゃない？

　ヤバみがすごいことに、田中も同じだったらしい。授業が終わっても話したりなくて、それで私は秘密基地に呼んで、話をした。それどころか一緒に帰った。男子と二人で一緒に帰ったのは初めてで、ひどくふわふわした。

　田中は運動神経が凄すごくて、そこがちょっとむかついた。もっとダメでいいのに。それで、私がどうにかしてあげるからいいのに。

　でも見た目よりずっと力強い感じで引っ張り上げられて、これもいいかもと思ってしまった。私は自分が思っていたより、ずっとふわふわした生き物だったらしい。これと信じていた考えが、あっさり壊れていくようなそんな感じだ。

　まあ、それもいいけどね。

　雑誌の撮影中、今日は良い表情するねとカメラマンさんに褒められた。

　いつもだったら飛び上がるくらい嬉うれしい言葉なのに、今日に限ってはそうかなあとしか言えなかった。なんでかは分からない。田中が悪いんだと思う。
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　人間というものは敵ができるものだ。非の打ち所がないような善人も、〈だからこそ〉、敵を作る。普通に生きていればどんどん敵は増える。思い込みにデマ、うらやましいの裏っかえしから来る妬みとそねみ。それらがわんさか誰かの敵を作る。だからこそ、俺のような仕事が成り立つ。

　ろくでもない話だが、それで妹は生きていられるのも事実だ。まあ、敵がいなかったら、そもそもこんな仕事してないけどな。

　つまりどういうことかというと、俺の機嫌は非常に良くない。

〝お兄にい、なんでムカついてるの？〟

〝今度の仕事、ムカつくことがあって〟

〝ああ、あの目標？　確かにお兄に色目使ってるところあるよね。正直、うちのお兄はそんないいものじゃないんですけど〟

〝そういう話じゃなくてだな〟

〝警察の対応が悪い？〟

〝それでもなくて〟

〝もー。なによー〟

〝目標が思ったよりいいやつでな〟

〝は？〟

〝どこかお前に似てた〟

〝は？　は？〟

〝自分でも気付いてなかったけど、俺、いわれないのない悪意ってやつが嫌いらしい〟

〝お兄、それ好きな人いるの？〟

〝一般論以上にな……。以前、父さんに集中してたろ。いや、お前にだって向いていた〟

〝あー、そういう？　同どう病びよう相あい憐あわれむとか、自分の身に置き換えてって話？〟

〝他に何があるっていうんだ？〟

〝だから、あの女が色目を〟

〝色目もなにも中学生だって〟

〝だからー、年齢は恋に関係ないんだよお兄。分からないの？　分からないふりをしてるの？〟

〝前者だ〟

〝……まあ、お兄はそうかもね〟

〝怒るぞ〟

〝怒らないでよ。恋愛なんか分からないでもいいんじゃない？　私だって、電源落とされるまで恋愛しないだろうし〟

〝そんなこというな。意外になにかあるかもしれないだろ〟

〝できの悪いお兄にいの面倒みるから、そういう機会はいりません〟

〝お前、機嫌悪いだろ〟

〝お兄の機嫌悪いのが移ってるの！〟

　瑞みず穂ほは通信を切った。この間一秒というところ。俺は軒下から空を見上げた。また雨が降り始めている。

　目標が撮影を終えてビルから出てきた。俺は素知らぬ顔で尾行する。目標は俺の視線や気配などには気付かず、ついでに寄り道もせずに家に帰り着いた。偉い娘こだ。

　それと比べて俺はダメだな。妹に八つ当たり……といえるかどうかは分からないが、そういうことをしている。自分がガキだなと思う。

　そう、全ては心の問題だ。俺の心の問題を解決しないと、妹まで不幸にしてしまう。

　俺は彼女の家の周りを見回って安全性を確認した後、老師に教わった方法を試してみることにした。

　アメリカでは老師と言わずにメンターというらしい。どんな業界でもメンタルトレーニングは重要視されつつあるが、この業界も同じで専門のトレーナーがいる。俺の担当は台湾たいわん出身とかいう、うさんくさい爺じいさんだった。いや、正直に言うとかなり尊敬しているが、若干恥ずかしい。

　雑念が多い。変な事をぐるぐる考える時にするのは瞑めい想そうが一番だ。楽にして呼吸のことだけを考えてゆっくりと深く呼吸する。ただそれだけ。うまくいけば三分ほどで心はリセットされる。

　心がリセットされたところで何の問題の解決にもなっていないが、いや。よそう。呼吸。呼吸の事だけを考える。空気が身体からだのどこを巡っていくかを考える。

　アラームで目を開く。すっきりしたような気になる。少なくともぐるぐる考えることはなくなった。

　妹に悪い事をした。謝らないといけない。

〝瑞穂。ごめんな〟

〝謝るの遅い！〟

〝だよな。ごめん〟

〝まあいいけどね〟

　妹はもーとか言いながら、すぐに機嫌を直した。元々すっきりあっさり、やるときはやるがうちの家系らしい。妹の中に俺に似ているところを見つけて、それでちょっと笑ってしまった。妹は大事にしないといけない。

　妹に監視を頼みつつ、バンの中で仮眠する。車の免許も早く取りたいが、年齢が足りない。ガキはつらい。寝るまでに考えることはどう目標を守ろうかということ。

　今のところ、敵は学校の外にいる。白い違法ナンバーのバンを動員できるということは、ガキじゃないということだ。ここまでは確実に分かっている。となれば、当然登下校と、移動の時を重点的に守るべきだろう。

　逆に言えば学校にいる間は休めるな。一人はつらいぜ。いや、妹がいるから一人じゃないけど。

　いざというとき寝不足じゃ話にならない。そう思いながら眠りについた。

　起きたのは七時過ぎだ。

　よく寝た。運転手は俺を置いて車ごと移動、休みに行ってしまった。

〝瑞みず穂ほ。交代制っていったろ？〟

〝私眠らないから大丈夫〟

〝おい〟

〝じゃあお兄にいが学校に居る間休むよ。あの女には注意してね！　絶対だよ〟

〝目標に注意するのは当たり前だろう〟

〝そういう話じゃないけど、心の底から真面目そうに言ってるお兄は好きだよ〟

〝なんかムカつく言い方だな〟

〝気のせい気のせい。じゃあおやすみー〟

　妹はさっさと通信を切った。俺は頭を掻かいた。匂いで素性がばれるってことはないと思うが、基本はしっかりやらないとダメだろう。服を着替えたりシャワー浴びたりしないといけない。スマホで調べて近くに銭湯を探して、そこに一度移動することにした。しまった、妹にもう少し粘って貰もらって監視して貰っておけば良かった。これは俺のミスだな。

　どうしよう。あまり匂わないと思うしこのままではダメかな。ダメか。

　急いで銭湯だ。二人でも護衛は厳しい。俺は走って近所のスーパー銭湯へ行った。サウナが二種類とか言っているが、それよりシャワーだ。髪を洗わねば。着替えて、あー。洗濯も考えないとな。なんでも自分でやるのは大変だ。この仕事終わったら母さんに感謝を伝えよう。あと、なんかお菓子でも買うか。妹と相談しないといけないな。

　髪を十分に乾かす暇もなく、走って目標の家近くへ移動した。疲れた。汗を流して汗をかいているんじゃ世話がない。今日は晴れて暑いくらいだ。昨日雨が降っていた痕跡は、湿度くらいにしか残っていなかった。

　目標が家の外に出てきたのを確認して、距離を取りながら移動。気付かれないように、さりとて離れすぎないように移動する。

　これが意外に大変だ。合流した方がいい。こんなところで疲れる訳にもいかない。

　そこで走って先回り。昨日会ったあたりで合流することにする。息が切れる。

　汗を拭って顔を上げる。坂道を下り始めた目標が、俺を見て息を飲んだのが見えた。

　いやまあ、そうだよな。同級生がなぜか息も絶え絶えって感じなら。俺だってびびる。

　目標は慌てて俺のほうに寄ってきた。

「ど……」

　どうしてと言いかけて、目標は不意に顔を横に向けた。俺もつられてそっちを見てしまった。散歩中と思われる老人が一人。流石さすがにあれは違うだろう。こっちの様子に気付くそぶりもない。

「いい、心がけね！」

「へっ？」

「そういうのいいから、学校行こう」

「あ、うん」

　そういうのってなんだろう。ここは素直に聞いた方がいいのか。そう思って歩いていたら、学校はてんわわんやの騒ぎになっていた。ＴＶのインタビューに保護者と思われる大人が答えているのが見える。教師がＴＶ局のクルーを敵を見るような目で見ていた。生徒の殺人に、寄ってきて偉そうに語る蠅はえ。まあ、気持ちは分からんでもない。俺の家も散々やられた。

「あの保護者が対応している間に行こう」

「あ、うん」

　俺は手を引いて走った。一安心。目標は運動不足なのか息も絶え絶えだ。

「普段から運動した方がいいんじゃないか？」

　そう言ってからかったら、凄すごい目で睨にらまれた。誰のせいで、って感じらしい。あそこで時間食われるよりいいと思うんだがな。

　教室は大騒ぎになっていた。生徒が小さいグループになって、殺人事件について噂うわさしている。何が嬉うれしいのか嬉しそうに興奮しているやつまでいる。嬉しいと興奮の違いが分かっていない、ガキだなと思った。ああいうのがそのまま大人になって、不謹慎なおっさんになってしまうんだろう。誰かが教えてやればいいのに。

「凄い騒ぎだね」

　目標が言った。俺は彼女の顔を見て、不安を感じ取った。目標の心のケアも、俺の仕事だ。ワンオペはつらいぜ。

「心配か？」

「まあ、まあね」

　彼女はそう言った後、俺の顔を覗のぞき込んだ。

「心配したから迎えに来たんでしょ？」

　そういう手があったか。それがいいな。それに乗っかろう。俺は頷うなずいた。

「ついでだ」

「家逆方向なのに？」

「だからついでだって。はいこの話終わり。犯人はまだ捕まってないらしいから、注意するように」

「注意って何を注意するのよ」

　下手に注意されてストレス溜ためられても仕方ないし、俺の護衛に気付かれても困るな。我ながら会話が下手だな。いや、会話における戦略と目標設定がなってないんだ。

　俺は目標の顔を見た。前髪が頬ほおに掛かっている。ちょっと不思議そう。話しやすいんでついつい、何も考えずに俺も喋しやべってしまう。そこが問題ってことだろう。

　注意すべきは俺だな。適当じゃこの仕事、やっていけない。

　教室に先生がやってきて、テレビ局への対応について話があった。まあ、適当な憶測混じりの受け答えなんかせずに、さっさと登下校しろって話らしい。全校集会が三時間目からあるとも話があった。学校が休みにならないかなとか、そんなことを言っているガキもいる。不謹慎だと思うがまあ、俺だって色々なければ、呟つぶやいているガキと同じだったかもしれない。

　それが良い事だったのか悪い事だったのか、結構微妙だ。世の中は、悪い事から学ぶことも多い。悪い事が起きた後、必死にあがいた結果として、結構取り返して本当に悪かったのか分からなくなることだって多い。

　いらんことを考えすぎだな。俺はベースラインに沿って目立たないようにしつつ、教室内を窺うかがった。花はな菱びし……野球部のあいつは学校に来ていないらしい。もっとも休みの連中は少なからずいて、五、六人は休んでいた。

　ああいうことがあったんじゃ、仕方ない気もする。野球部の近くにいた解説君は元気そうだ、冷静にも見える。本を読んでいるとあんな風になるのかね。

　女の子連中は一様にびびってる感じは受ける。熱心に噂うわさしているようにも見えるな。昨日の二倍は手紙のやりとりがある。スマホでやりとりしているヤツもいる。教師もだいぶ浮き足立っているな。授業そっちのけで説教だか注意喚起だかよく分からない話をする先生もいた。

　一方、目標は誰にも話しかけられず、ぼっちという感じだ。昨日もそんな感じではあったが、今日は特にそれが目立つ。どうも目標は周囲から孤立しているらしい。

　俺の仕事的には孤立していてくれた方がいいのだが、個人としては嫌な。いや、味方してやりたくなるような状況だな。

　とはいえ。自分を無視してくるような連中と今後仲良くできるかと言えば、そんなことはない。頭下げて仲良くして貰もらうのも、バカみたいな話だろう。そういう意味では彼女が孤立してそのままになっているのも、分かる話だ。目標は読者モデルという仕事を通じて外の世界も知っている。自分の居場所は学校じゃなくて外で作ればいいだけだ。

　となれば、別に手を貸したりしないほうがいいのか。難しいな。勉強が足りない。目標を手助けするような知識を学びたい。妹に検討して貰もらうのも手だな。嫌がりそうだけど。

　横から手紙が回ってきた。消しゴムを芯にして飛んで来ている。目標が投げてきた。狙いが若干甘い。

〝真剣そうじゃん〟

　俺は返事を書いた。

〝眠らないように頑張っている〟

〝考え事しているように見えたけど？〟

〝眠らないように考え事してたんだ〟

　彼女はくすくす笑っている。周囲の興奮状態と比べると、彼女はリラックスしているように見える。なぜなのか理由を聞きたくあったが、この手紙のやりとりじゃ日が暮れそうだ。まあ、帰りか何かに話せばいいか。

　全校集会で体育館へ移動することになった。解説君が俺のところへ寄ってくる。一緒に行こうという話らしい。

　俺は頷うなずきつつ、歩き出した。視界の端に目標を入れておきたいが、そうも言っていられない感じだ。ベースラインを守るか目標の監視を優先するかで一瞬悩み、俺は前者を選んだ。学校内は比較的安全だろう。少なくとも今のところ学校の外で見かけた白いバン、あれを操ってた連中を敵として狙い定めた方がいいだろう。

「退屈な話になりそうだね」

　解説君はあくびしながら言う。

「そうなの？　結構大騒ぎになっているみたいだけど」

　俺はなるべく早口で言った。

「そりゃ騒ぎになってるけど、だからって校長の話が急に良くなるとは思えないなあ」

　なるほど。それは慧けい眼がんというやつだ。中学生の頃から頭のいいやつはいるもんだな。俺は納得して頷いた。解説君は得意げに笑っている。

「花はな菱びしくんも大変だねえ」

「野球部くんになんの関係があるんだ？」

「花菱くんがサッカー部の先輩と喧けん嘩かしたって昨日教えたろ。で、死体で見つかったのがその先輩さ」

「でもさすがに犯人って感じじゃなかったけど」

「それはそうだと僕も思うけど、事情は聞かれると思うよ。警察とかにさ」

　まあ、それは避けられないだろう。とはいえ俺は、それ以上に深くは考えなかった。野球部くんが犯人というのは、考えにくい。殺人というのは難事業だ。殺した後も色々心配になってくるし、嘘うそも沢山つくことになる。野球部くんが仮に最初の山を越えられてなんとか殺人を犯したとしても、その後がどうかといえば、話した感じのあの性格じゃあ、すぐに様子が変なのがばれてしまいそうな気がした。

　体育館に一列で並んで座って話を聞く。解説君の言ったとおり校長の話は長く、さらにだるい。内容がちっとも耳に入らない。あんまり優秀な人じゃないんだろう。

　話を聞いたふりをしながら、事件について考える。野球部くんが殺人に関係しているとすれば、目標も同様に殺人に関係している。警察が目をつける……ことはないだろう。言い方は悪いが野球部くんにせよ、死んだ先輩にせよ、二人にとって目標は綺き麗れいでカワイイ、トロフィーといった感じだったんじゃなかろうか。今回の事件をカワイイトロフィーの取り合いと考えて調べるにしたって、トロフィーに疑いを掛けるバカはいないと思う。

　通り一遍の話はするが、目標としてもよく知りません、以上、で終わる可能性が高い。

　校長の内容がない長い話にもかかわらず、あちこちですすり泣きの声が聞こえた。死んだ先輩ってやつは人気があったんだろうか。それとも、共感しやすい年頃なんだろうか。

　たった二年前の話なのに、自分が中坊だったことを忘れてしまっている。いい事なのか悪い事なのか。嫌な事が多かった頃ではあるのだが、忘れすぎだな。勉強まで忘れているとは情けない。

　本日は昼までで下校らしい。保護者有志がＴＶ局よけで登下校を見守るとか言っている。犯人は捕まっていないと明言されていた。

　教室に戻る。授業はなくなって担任がケアという名目で話す時間になっていた。移動を兼ねた休み時間は朝にも増して噂うわさの宝庫になっている。何がそんなに面白いのか、俺にはさっぱり分からない。

　分からないがちらちら目標が見られていて、目標がどんどん塞ぎ込んでいくのが分かった。殺された先輩と野球部くんの話は有名だったらしく、単なるトロフィーにしか過ぎない目標も、ガキどもにとっては重要な証言者か共犯者かなんかみたいな扱いになっていた。

　バカな連中だ。あるいは自分がそういう目に遭うことを、ちっとも考えてないらしい。

　これは仕事だと思いつつ、消しゴムを芯にメッセージを書いて横に渡す。投げても良かったのだが、目標の運動神経じゃ取り落としそうだ。だったら消しゴムを芯にしないでも良かったなと、渡した後で思った。

〝バカな連中の視線や噂なんか気にするな〟

　そう書いて、送った。目標は俺のメッセージを何度か読んで胸に抱くようなことをしている。ちょっと泣きそう。

　ああくそ、カワイイかよ。

　良くないなあと思いながら軽くため息。目標に感情移入するのは良くない話だ。俺はプロで、この道で喰くっていくことになっているんだから、ずっと彼女を引きずったりすることも、ずっと守り続けてやることもできない。

　感情ってヤツは面倒だ。もう少しいい手はなかったか。こういう事態は考えてなかった。まあ、今後はなるべく深入りしないようにしよう。そうしないといけない。

　先生の話も終わって学校はお開きになった。目標に声を掛けて帰ろうとしたところでお呼びが掛かった。昨日集団で俺に声を掛けてきた、ポニーテールの女の子だ。

「田た中なかくん、ちょっといい？」

「なに？」

　何食わぬ顔でそう答えたが、目標がさっさと帰ってしまうんじゃないかとびびっている。こちとらワンオペだ。白いバンが彼女を狙っている可能性を考えると、気が気ではない。

　俺はポニーテールに引っ張られるようにして、教室の隅に来た。俺たちを何かから守るか、遮るようにように数名の女の子が立っている。

　モテ期が来た……って感じじゃないな。

　ポニーテールは一呼吸置いて俺に顔を近づけた。

「田中君は知らないかもしれないけど、谷や城じようさんは今回の事件に関係しているかもしれないから」

　思わず失笑しそうになったが、ポニーテールの目は真剣だった。やれやれ、目立たず騒がずベースライン上に立っているのが仕事だというのに、話題の渦中に立つなんて、我ながらどうかしている。会社からもう一回教育課程だとか言われないか心配だ。まあ、学校で俺を監視しているような感じではないが。

「聞いている？」

「聞いているよ。関係って、どんな関係？」

　バカのふりをするのも、時には有効な戦術だ。情報を得たい時には特にそう。自分の立ち位置を誤ご魔ま化かすって意味もある。ポニーテールは少しひるんだ後、表情を変えた。

「それはその……参考人とか」

「捜査に協力するのは当然だろ」

「そうだけど」

　このまま会話すれば、ポニーテールと喧けん嘩かすることになるだろう。なったって気にはしないが、仕事ではそういうことはするなと言われている。目標が困るときがあるからだ。俺は教科書通りの対応をすることにした。

　ポニーテールに笑顔を向ける。バカのふりからイケメンのふり。

「でもまあ、確かに気をつけないといけないな。ありがとう。教えてくれて」

　ポニーテールは頬ほおを赤くした。さすが中坊、こういうのには慣れてないらしい。いや、高校でもやらないけどな。

「とにかく、深入りしない方がいいよ。花はな菱びしくんだって今の田中くんみたいに谷城さんに親切にしててああなったんだから」

　野球部くんは犯人扱いか。解説君が言ってたとおり、ほんと彼も大変だな。俺は営業用の爽やかな笑みを浮かべると。分かったありがとうと言って離れた。

　この時点で事件と目標と俺の仕事が関係するなんて夢にも思ってない。そう考えるプロは多分いないだろう。死体が見つかる時点でこの殺人事件は雑だ。警察が動いている時点で俺のテストにもならない。となれば、無関係、ってことだ。

　目標を探す。目標はいない。

　やっぱ帰ったか。妹を起こして探して貰もらおうかと考えながら、落ち着いたふりで歩く。さっさと帰る風。昇降口まで行って目標の下げ駄た箱ばこを見た。靴がある。まだ校内か。

　思い当たる場所は一つしかない。例の空き教室だ。到着すると彼女は床に座り込んで泣いていた。俺の渡したメモを読み返していたらしい。

　まいった。味方したくなるじゃないか。こっちは生活掛かってるというのに。

　目標は俺がドアを開けると驚いた顔をした。

「た、田た中なか？　なんで？」

　俺は何も言わず、外から見えないように目標の横に座り込んだ。座る位置が近すぎたか、目標は少しだけ俺から離れた。慌てた様子で身だしなみを気にしている。

　真面目、というか他人からどう見られているかを人一番気にする性た質ちなんだろう。俺とは違う。俺は他人がどう言っていても気にしないし、金さえ稼げればいい。

　俺は天井を見た。思わず長いため息が漏れる。

　他人なんかどうでもと言う割に、谷や城じようのことを気に掛けていることに気付いてしまった。ガキだな、俺は。あとどれくらい頑張れば大人になれるだろうか。

　不安そうな谷城が身じろぎをしている。俺は自分勝手にだまりすぎているのに気づいた。

「学校の奴やつらなんか気にしないでいい。自分の居場所は学校の外にあっても、いいんだ。学校の中だけが人生じゃない」

「大人みたいなこと言うんだね」

「いい大人がいるみたいだな」

「ネットに書いてあった」

「その言葉は嘘うそじゃない」

　経験者として俺は言った。学校の外に、この仕事があったからこそ俺も妹もなんとかやられず生きている。

「その言い方も大人みたい」

「そうかぁ？　自分がガキだって、最近痛感しているところなんだけど」

「そうなんだ」

　谷城が口に手を当てて笑った。俺がガキなのが嬉うれしいらしい。なんだそりゃ。

「ああ、そうなんだよ。早く免許取りたい」

「クルマ好きなんだ」

「仕事に便利そう」

　谷や城じようは俺の言葉の意味を考えている様子。それで俺は、自分が素で喋しやべりすぎていることに気づいた。

「やっぱ、今のナシ」

「えー」

「えーじゃない。忘れろ」

「免許が役に立つって、なんの仕事？」

「忘れろと言ったろ」

「無理。心の奥底に覚えた」

「やめろ」

　谷城は楽しそうに笑っている。俺をイジってからかっているつもりなんだろうが、なんともカワイイ気がしなくもない。まったく嫌な話だ。こっちは仕事なのに、なあ？

　どうせ十二日後にはいなくなる身、彼女に影響与えすぎて俺がいなくなったあと悲しませるのは良くない。ああ、よくない。

　しかし彼女は弱ってる。護衛の技術とは別のところで難しい。なんと習ったんだったか。ああそうだ。プライベートと仕事の線引だ。特に個人護衛は、肩入れしすぎてヤバイときが多いんだとか。たしかにそうだな。俺だって金が必要じゃなかったら、どうだったかわからない。

　まいったと頭を掻かいていたら、彼女は少し微笑ほほえんで座り直した。若干俺の近くに寄って来た気がするが、気のせいかもしれない。

「なんか言われた？」

「真面目に聞いてなかったから分からない」

「怒られなかった？」

「ああいう、親切の皮を被かぶった悪口にはパターンがあるんだ。九九％こうだ。気をつけろ、あなたは騙だまされている、わたし達が真実を教えてあげる。怪しい政治団体も怪しい新興宗教も怪しい陰謀論者も、もちろん怪しい自称友達も皆この論法なんだよな」

「みんな怪しい!!」

　谷城は笑って言った。俺の言い回しがおかしかったらしい。

　俺は苦笑して言葉を続けた。

「怪しいがアレなら、ろくでもないと言い換えてもいい。応対もパターン化してて、教えてくれてありがとうだけで押し通すのがいいとされている。親切の皮どころか本心で親切のつもりだから感謝しないと敵認定してくるんだよな。もちろん、反論しても意味がない。心から信じているし、正直なところ事実かどうかも奴やつらにはどうでもいい。事実より自分の気持が優先しているんだから、心から信じて嘘うそをつく」

「田た中なかもひどい目にあったの？　それで転校？」

　谷や城じようは身を乗り出して聞いてきた。

　いや仕事だと言いかけて、渋い顔になる。谷城は、慌てて手を振るった。

「言わないでいいよ。言うと思い出すだろうし」

　勘違いしてくれたのでそれに乗っかる。それにまあ、全部が嘘じゃない。この仕事についたのも、もとはと言えば怪しい連中が作り上げた世論のせいだった。

「俺の場合はずっと前だ。気にするな。それより帰るなら送るよ。どんな悪いやつがいるかわからないからな」

　立ち上がる俺。谷城は恐る恐る俺の手をとった。

「安心していい。俺は味方だ」

「なんで味方するの？」

「先輩思いなんだ」

　もうっと谷城は頬ほおどころか顔を赤くして俺を手で軽く押した。抗議のつもりらしい。

「冗談だって」

「本気だったらこんなんじゃすまないから」

「そいつは怖いな」

　二人で笑って歩き出す。また懐かれたみたいで微妙な気分だが、精神衛生を考えるとこんなもんかなと思わなくもない。今回のテストにかかわらず、色々勉強しないといけなさそうだ。自分の実力不足を痛感する。物理的な脅威から目標を守るだけじゃだめだ。

　それと同時に、俺は一二日後、この娘こを泣かせているんじゃないか。そんなことも思った。いい手を考えないといけない。

「今日は渋しぶ谷やに行かないのか？」

「そんな毎日仕事があるわけないじゃん。まだまだ全然だし」

「駆け出しってことか」

「古そうな言葉」

「そうか？　まあ、そうかも」

　自分でも自分の言葉遣いが古めかしいとは思っている。妹はそれが自分の影響だと言い張っているが、俺は家においてあった大量の文学作品のせいだと思っている。俺が生まれる前に死んだ爺じいさんは、それなりに名が通った文学者だったという話だ。

　一緒に歩く。会話はない。俺は周囲を観察する。護衛の仕事は観察が命だ。特に今回はこっちが一人、向こうは複数人である可能性がある。

「もうちょっとゆっくり歩いてよ」

　谷や城じようにそう言われて、速度を落とす。

「すまん、速かったか？」

「急ぎじゃないんでしょ」

　頬ほおを膨らませ気味にそう言われた。

「そりゃそうなんだけどね」

「じゃあいいじゃん、あ、公園寄って行こう？」

　なんで公園、と思ったがどうせ彼女が退屈して外に出た日には尾行しながらの護衛になる。じゃあ同じかと思って公園に入った。小さな公園で遊具もろくにない。先客は小さな子供連れの母親が数組といったところだ。

　一応の安全で茂みや死角になりそうなところ、トイレを確認する。トイレに数名が隠れて襲いかかるという形はよくある。プライバシー保護のための衝つい立たてが絶好の隠れ家になるからだ。こういう時は同性の護衛だったら良かったんだが、と思う。それとも女装したほうが良かったか。

「何見ているの？」

　谷城が俺の方を見て言った。俺は指を指した。

「猫」

「あ、ホントだ」

　襲撃者が隠れるところには高い確率で猫がいる。猫は都市部における優秀なハンターということだ。しかも排他的存在で猫のいる茂みには人間はいない。人間を嫌がって野良猫は逃げるからだ。だからうちの会社では猫を見たらその場所は一応安全と考えていいと教えている。

「あの猫、美猫だね」

　谷城の言葉に、我に返る。

「猫にも美形とかブスとかあるのか？」

「あるに決まってるじゃん」

「そうだったのか、知らなかった」

　仕事での識別以上で猫を観察したことがなかった俺は、びっくりして谷城を見た。谷城は元から俺を見ていて、それで、目があった。

　沈黙の一瞬のあと、すぐに二人して視線を動かした。

　そのまま瞳に吸い込まれそうだったのがいかにもまずい。気まずい沈黙のあと、互いに話題を探した。

　会って二日でこういうこともあるのか。

「田た中なかは私の事、なんにも聞かないね」

　谷城はそんなことを言う。そりゃそうだ。仕事なんで個人的には深入りできないし、事前にある程度知っていたし、それに根掘り葉掘り聞くような奴やつなら毛嫌いされていただろう。

　俺はどう答えるのが無難か考えたあと、うまいこと答えられなくても大丈夫かと考え直す。

「聞くも何も、会って二日だぜ」

「そうなんだけど」

　谷や城じようは少し不満そうに口を動かしたあと、あらぬ方を見た。

「やっぱりいい」

「何が？」

「会って二日なんだから、当然よね」

　そう言いながらどこか不満そうな空気があるのが困ったところだ。フォローしたほうがいいんだろうが……。

「田た中なか？」

　目の端に白いバンが止まるのが見えた。見覚えがある型だ。出てくる人数は四人。銃を持っているようには見えないが、人数差はいかんともしがたい。

「谷城、帰るぞ」

「え？」

　問答無用の局面だ。腕をとって、カバンを持って早歩きで動き出した。四人組は少々驚いた顔をしたが、それだけでこっちに向かって歩いてくる。速度をあえて上げてこないのは、周囲の目を気にしてか。

「日本でこういう連中を見かけるとはな」

「なに、何なの？」

「こっちだ」

「こっちに道なんてないよ」

「普通の人間は誰だってそう思う。道の上を歩かないといけないと誰もが無意識に自分の行動を縛る」

　何もかもよく分かってない谷城を抱えてジャンプする。塀の上に立つ、走る。一度視界から外れてしまえばああいうのを撒まくのはたやすい。敵に別働隊が居てもそいつらも道の上に配置されているのは間違いない。

　それが人間ってやつだ。

　妹との普段のやりとりに感謝しつつ、俺は敵の捜索範囲の外側を目指した。都市部、徒歩四人なら半径一〇〇ｍもない。一六人で二〇〇ｍというところだ。これより広く調べようとすると敵は散開して数の優位を捨てる事になる。そうなると俺からの攻撃で各個撃破も視野に入る。守ると逃げるばかりが護衛じゃない。

　まあ、そこまで敵もバカじゃないかな。

　塀の上に他人の庭、私道に屋根の上を通って俺は道の上に戻った。

　谷や城じようの家から一四〇ｍくらいの位置にある路地だ。道幅は狭く、迎撃戦になっても戦いやすい。

　谷城は俺に抱えられてフリーズしている。降ろした。中学生には刺激が強すぎたかもしれない。

「な、なんでいきなり？」

　谷城は、ようやくそれだけ言った。俺は頭を掻かいた。いっそ身分をばらしてしまうかとも考えたが、そのちょっと前、一人で泣いていた事を思い出した。

　言うにしても後だな。そう思った。

「なーんか、怪しい連中だったからな」

「怪しい連中って？」

「バンから降りてきた四人組」

　谷城はよく分かってない顔だった。お前のほうが先に気づいてたろと言いかけて、やめた。素人の注意力にいかなる期待もしてはいけない。そう教わっていた。

「まあ、気のせいかも」

「気のせいで抱き上げるな！　塀の上走るな！」

「落とさなかったろ」

「そういう話じゃない！　えっと。怖かったんだからね」

「なんで最後小声になる」

　緊張からか顔を赤くして谷城は俺から顔を背けた。

「ホントにいたの？　……その、怖い人たち」

「ああ。覚えはないか」

　谷城の表情から覚えがありそうなのは分かった。そうか。

「撮影してた時、脅迫電話みたいのがあったの」

「谷城あてに？」

　谷城は頭を横に振った。

「事務所に。その、私が所属している芸能事務所だけど、そこに電話掛かってきたみたい。そういう噂うわさが流れているの」

　読者モデルというのは読者というか素人がやっているものだと思ったが、全部がそうというわけでもないらしい。まあ、そりゃそうか。ページ数を埋める分だけカワイイ娘こを市中スカウトで集めるのは大変だ。急きゆう遽きよドタキャンとか、あとになって掲載拒否とかもあるだろう。それらを避けて、必要なら代わりを立てられるというなら芸能事務所を使うのはまあ普通だろう。なるほど納得。そうか、芸能事務所周りのいざこざか。断定には早いがスッキリしそうな話だな。

　となれば、脅しをかけるつもりだった、かな。

「分かった。まずは家まで送る」

「田た中なかはなんでそんなに冷静なの、すらすら動けるの？」

「冷静は冷静なのだが、対応がよかったかは正直わからんぜ」

　なにせ初仕事というか、仕事以前のテストだ。俺という護衛に、セレブの子女が金を出すだけの商品価値があるかないか、それを見極められている段階だ。

　まあ、言えないけどな。

「大丈夫かな」

　谷や城じようは呟つぶやくように言った。不安な顔をしている。俺は元気づけるように微笑ほほえんだ。

「事務所に相談。行き帰りは俺がエスコートするよ」

　谷城は顔を上げて俺を見る。目線が合う。その瞳が、潤んでいる。

「なんで私にそんなことしてくれるの」

　それは仕事だからと言える最後のチャンスだったかもしれない。

「友達だろ」

　結果はどうだ。俺はそれを言えなかった。谷城がショックを受けそうなのが嫌だったんだ。

「友達……」

「言わせるなよ恥ずかしい」

「ガキ……」

　俺から言わせりゃ親切なのに、谷城はどこか不満そうに呟いた。お前の方が二個年下だっての。イラッとしたが我慢した。

　先導して歩く。

　敵は家の前に張ってるかな。いや、それはないか。

　だったら最初からそうしていればいい。何が理由かは知ったことじゃないが敵はそういう攻め方はしたくないんだろう。谷城の家の前に設置されている監視カメラが多いとか、そういうのかも。確かに谷城の家の斜はす向むかいにはでかい家がある。あのクラスの豪邸ならセキュリティはかなりのものだろう。多分この線だな。

　攻めやすいところを狙って攻める。敵はある程度プロ、ということだ。

「着いたぞ」

　俺が言うと、谷城はびっくりして背筋を伸ばした。考え事に耽ふけっていたらしい。まあそうか。襲われるなんか人生初めてだろうからな。そりゃぐるぐる考えもする。

「お前は悪くないしお前は正しい」

　俺はそう言って、ちょっと笑顔を見せた。

「だから気にすんな。送り迎えくらいはやってやるから安心しろ。あと、家にいる間は大丈夫だと思うが何かあったらあそこのでかい屋敷の人に頼れ」

「あそこの家の人知ってるの？」

「いや、全然。ただどんな金持ちでも近所でトラブルが起きるのは嫌うだろう。もちろん警察に相談でもいいが、お前の立ち聞きとガキというか俺が怪しいやつがいたという証言だけじゃ、多分動いてくれないだろう。取りあえずはそんなところだ」

　谷や城じようは呆ほうけたように俺を見ている。

「どうした？」

「なんか、すごい」

「凄すごかったら谷城に怖い思いなんかさせずにどうかしてるよ」

　訓練の時の半分も実戦で実力が出せれば大したものだ。そう教わった言葉が全くそのとおりであると痛感する。自分はもう少し、やれるやつだと思っていたんだが全然だめだな。

　俺は谷城の目を見て改めて口を開いた。

「事務所への脅迫はばっちり脅迫罪になる。まずはそれに期待だな。じゃあな」

　妹と色々相談するつもりで歩きだしたら、半袖の端を引っ張られた。引っ張ったのは当然、谷城だ。緊張したというより、真剣な表情になっている。

「あ、あのね。うちにはまだ小さい弟がいるの。蒼そうっていうんだけど」

「大丈夫だ。事務所関係の揉もめ事なら弟が狙われる可能性はない」

　そんなの聞いてないという顔で谷城は首を横に振った。

「し、心配だから家に来て、お母さんとかまだ仕事だし。あの、お母さん帰るまででいいから」

　俺は頭を掻かいた。護衛として願ったりかなったりと言えなくはないが、ちょっと気恥ずかしい。いや、何が恥ずかしいんだ。

「分かった」

　そう返事したときの谷城の顔は中々忘れられないものだった。嬉うれしいと、何か勝ち取ったのと、二つが混ざったような顔をしている。

　ため息一つ。こいつほんとに事態を理解してるんだろうな。まさかとは思うが俺がお近づきになりたいからって虚言を弄しているとかそういう風に思っているなら注意しないといけない。

　そう思いながら谷城の家に招き入れられる。

　庭なんてないも同然の小さな一戸建てだ。土地が狭い上に変な形をしているのだろう、建物の間取りも変わっている。三階建てにしてどうにか床面積を稼いだという感じだ。一階はガレージと風呂、トイレだけ、二階が居間とキッチンになっている。多分親の寝室もあるだろう。守るにあたって家の間取りを知ることは重要、俺は間取りを想像して覚えた。

「蒼そう、蒼ぉ」

　谷や城じようが呼ぶと三階から眼鏡めがねを掛けた小学校低学年くらいの男の子が降りてきた。

　谷城は弟を抱きしめて混乱させている。その動きで俺は、谷城が事態を理解していると知った。信じてなかったのは俺だな。反省しないといけない。

「ねーたん、この人だれ？」

「この人は……友達、かなあ」

「いや友達だろ」

　思わず俺が割って入った。谷城は弟をぎゅうぎゅうしながら笑っている。不安が少し混じったような表情だ。俺は苦笑してトイレ借りるよと言った。

　公園を離れたあたりから、妹がずっとコールを続けてきている。

　一階にあるトイレに入ってイヤホンマイクをつけた。

〝何があったのよ、お兄にい！　心配した、心配しているんだからね！〟

〝色々あった、今は目標の家にいる〟

〝ちゅ、ちゅーとかしたの？〟

〝お前本当に俺を心配してる？〟

〝違うんだ。じゃあいいかな〟

　急に声が素に戻った。他人が聞けば舌打ちにしか聞こえないだろうが。

〝おい。いや、それよりも白いバンの連中四人から絡まれそうになった〟

〝公園？　お兄のＧＰＳ上での移動経路がおかしくなったのはそこからだもんね。武装は？〟

〝ナシだ〟

〝脅しかなあ〟

〝多分な〟

〝顔写真があればある程度割り出せるよ〟

〝そんな暇はなかった。目標と一緒だったからな〟

〝マニュアル通りってわけね。流石さすがお兄。元優等生だけはある〟

〝バカにしてるだろ〟

〝まっさかー〟

　笑いながら妹は言う。俺はため息。これまでの妹との会話よりもため息一回の方が長い時間だった。

〝脅しにかかるってことは、脅す先がないといけないよね？〟

　俺のため息を無視して妹はそんなことを言う。俺は諦めて会話に乗ることにした。

〝それについては見当がついている。目標の所属する芸能事務所がトラブルを起こしているようだ〟

〝どうする？〟

〝こっちから攻めて制圧したいけど、それテストで合格になるかな〟

〝大丈夫、じゃないかなあ。あの会社、手段は問わないといつも言ってるし〟

〝まあな。じゃあ、夜に仕掛ける〟

〝うん。終わったらおしゃべりしてね〟

〝それよかお前ちゃんと寝てるんだろうな〟

〝時間巻き戻してるから大丈夫〟

〝大丈夫じゃない〟

〝心配性〟

〝瑞みず穂ほ、お前は人間だ〟

〝もー、政府みたいなことを言う〟

〝あいつらと同じ意見なのはムカつくけど〟

〝わかりましたー。瑞穂寝ますー〟

　通話が切れる。年々生意気になるな妹は。

　まあでも。考えは絞れた。あとは顔写真か何かがほしい。問題は敵がさっさと撤退する場合だな。事務所同士のトラブルという話なら、脅すのは谷や城じようだけである必要がない。

　他のやつも守るか？　テストに悪影響ありそうだが放っとくのもやな感じだ。

　まったく大変だなこの仕事。

　トイレから出て手を洗ってハンカチで拭く。二階に戻ると谷城は弟を膝の上に乗せていた。

　弟は迷惑そうな顔で携帯ゲーム機で遊んでいる。それでちょっと、微笑ほほえんだ。

「なんで笑っているの？」

「微笑んでいるんだよ。微笑ましいなって」

「優しい笑いで私は好きだな」

「ねーたん付き合ってるの？」

「ねーたんにはまだ早いんじゃないかな」

　谷城が騒ぐ前にそう言ったら、谷城の表情がうろんなものに変わった。

「は？　ガキの田た中なかにそんなこと言われたくないし」

「同い年だろ先輩？」

　谷城はがうがうという顔になった。俺の方に襲いかかって来ないのは弟を膝の上に乗せていたからに違いない。

「ねーたんこうなると面倒だから謝ったがいいよ！」

　弟が急に大声で言った。谷城は恥ずかしさで顔を赤くしている。全く表情豊かだな。俺の妹はどうなんだろう。

　苦笑して、弟に目線を合わせる。眼鏡めがねの度がかなり強い。古い言い方なら瓶底眼鏡ってやつだ。

「そうなんだな。分かった。ごめん」

　頭を下げたら、弟は満面の笑顔になった。

「それがいいよ！」

「ああ。そうだな」

「なんで私より素直なわけ？」

「こういうのは一番年下が強いもんだよ」

「甘やかしじゃない？」

「家族甘やかして何が悪い」

　谷や城じようは弟を抱きしめた。

「これはうちの弟。田た中なかのじゃないし」

「一般論だって」

「ねーたん重いぃー」

「姉の気持ち弟分からず。分かる。俺も妹に良くされる」

「田中、妹いるんだっけ！」

　逃げ出した弟を手放して、谷城は身を乗り出して言った。俺のリアクションとあんまり変わらないじゃないか。

　文句言ってやろうかと思ったが、なんともその顔が妹に似ているような気がして文句を言うのはやめにした。

「なんで難しい顔になったの？」

「これは難しい顔じゃなくて非難の顔だからな」

「何を非難するの？」

「谷城だって人の妹に興味津しん々しんじゃないか。わぁって感じで顔が輝いてたぞ」

「かわいいってこと？」

「それ言わなければ完璧だった」

　谷城はなんだと、という顔をしたがあまり不機嫌にはならなかった。

「ガキのくせに言うじゃない」

「だーれが」

　そう言いあいながら、互いの顔を見つめ合っている。これは良くない流れだ。

　目を離した。

「勝った」

　谷城は謎の勝利宣言をしている。ガキなんだかそうでないんだか。

「はいはい。それでいいから。事務所に報告したほうがいいぞ。事務所のトラブルという事なら、狙われるのは谷や城じようだけじゃないかもしれない」

「あ、うん。そうだね。すぐ電話する」

　谷城はソファから立ち上がった。なんの話かと興味深そうな弟くんに、ゲームの話さと言った。弟は嬉うれしそうに笑って今遊んでいるゲームの話を俺にしだした。

　弟もいいな！　と思わず思った。俺はまだ失敗が足りていないらしい。妹の時にあんなにひどい目にあったっていうのにな。

　気づけば二〇分経たっている。谷城は中々戻ってこない。

　心配なので弟くんと一緒に谷城を探した。

　一階、玄関先で電話だけ落ちていた。

「鍵閉めていい子で待ってろ」

〝瑞みず穂ほ、目標が攫さらわれた〟

〝ちょ、お兄にい何してるの！〟

〝うっかり目標の弟と話ししていた〟

〝はぁ？　ふぅん？〟

〝拉致なら車を使うだろう。周囲の白いバンだ、急げ〟

〝浮気なんかするから……監視カメラで調べている。あった。二四〇ｍ先〟

〝浮気ってなんだよ。くそ間に合えっ〟
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　俺は走った。靴に仕込んである超高反発力素材のロックが外れて一歩の距離が四倍くらいになる。素材自体は結構前に陸上競技などでは使用禁止された代しろ物ものだが、軍用では割と利用が増えているものだ。

　短時間のダッシュ、というだけなら車や電車にも負けない速度が出る。ただしトップスピードで転んだら死ぬ。壁に激突しても死ぬ。

　妹のナビに従って疾走。途中で遺体袋のようなものを運ぶ三人の男を追い越した。その顔には覚えがある。となれば、袋の中身も分かるってもんだ。一〇〇ｍほど行き過ぎて戻ってくる。

　一人を正面から飛び蹴りして吹き飛ばす。後頭部を壁にぶつけて一人は壁ごと倒れた。

　靴を再びロック状態にして速度が出ないようにしつつ、手にしたタクティカルペン、すなわち武器として使えるごついペンでもう一人を突き刺す。根本まで刺さる。ペンは諦めて最後の一人の首に手を伸ばして喉仏を拳で潰した。中指だけを浅く握り込んで突けば人体もまた武器になる。最後も崩れ、瞬間的に三人無力化して遺体袋を空中キャッチした。チャックを開ける。目標は気を失ってるが生きてるな。

〝お兄にい、監視カメラの映像は差し替えているけど、壁壊された家の人が出てくるかも〟

「分かった」

　このチンピラに容赦はいらないが目撃者を消すのは気が引ける。谷や城じようを抱えて走る。お姫様抱っこではなく、お米様抱っこというやつだ。肩に担ぐともいう。

　走る途中、自分のやったことを考えた。うっかり本気で攻撃したので殺したかもしれないが、まあいいかと肩をすくめた。殺すのは仕事ではないが、こっちはテストだ。手を抜くわけにもいかない。

　違うな。谷城に危害を与えたのが、俺は許せなかったらしい。駄目だな、私情が入りすぎている。会って二日の対象にこれじゃあプロ失格だ。

　少し走って白いバンのところへ行く。

　後ろのバンパーに仕掛けたあと、運転席の窓を叩たたく。

　あぁ？　という感じで顔を出したチンピラに、俺は片付けの手伝いをさせることにした。

「あっちの角で仲間が倒されている。急いで回収して逃げろ、警察が来るぞ」

　それだけ言って走って去る。敵は俺を敵と認識できなかったらしく、しばらく呆ぼう然ぜんとしたあと、慌てて車を走らせた。

　俺は谷城の家に戻りながら妹に声をかけた。

〝思ってたのよりずっと、目標は脅威度の高い敵に狙われているみたいだ〟

〝会社が出してくるテストだもん。当然でしょ？〟

　妹はそう言ってくる。そうかもしれない。俺はまだあの会社に良識を求めていたのかも。そうだよな、外されたとはいえ、殺しの部門があるような会社に良識を求めるというのも変な話だ。
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　人を殺すにはいい日だろう。

　雨だ。横殴りに降るそれが屋根を叩たたき、窓を打つ。その音を聞きながら、俺はそう考えた。

　──実感したことはないが、指導教官はそう言っている。

　退屈な人生になるだろうから三〇までには死にたいなあとぼんやり考えていたが、その心配はなさそうだ。もっともやればやり返されるのが当然だろうから、まあ結局長くは生きられないだろう。

　それでいい。

　それで十分だ。俺が生きている間は妹も維持されるだろう。これが多分最適解だ。

　高校一年の俺はそう考えて息を吐いた。眠れないかなと少しは思っていたが、そんなことはなかった。俺は人でなしの兄にふさわしいようだ。

　そしてもうすぐ、こんな風に考えなくても良くなるだろう。

　一人やってしまえば後は皆同じだ。たぶん。アニメやマンガじゃそう言っている。

　妹がスマホを鳴らしている。七時二分。時間きっかりじゃ人間ぽくないとか言い出して、三分までの揺らぎをつけていると言っている。バカな妹だと思う。

「お兄にい、寝れた？」

「モーニングコールが十二万mm秒遅かったな。なんかあったのか」

「何も。ただ少しでも休んだがいいかなって」

「何、心配してるの？」

「悪い？」

　俺は一秒考えた。よくない癖だ、妹と話すなら一〇〇倍は早くないといけない。

「悪くはない」

「知ってる？　そういうのはツンデレというんだからね。あと放置プレイ」

「知らないよ」

「やっぱりやめたがよくない？　お兄の精神的健康に良くないと思うよ、そういうの」

「やめねえよ」

　やめてどうする。妹が耐えきれないほど遅くなるのを眺めるか。無理だな。俺にはできない。多分母さんにも。

　スマホが小言を言い始めたので聞き流し、コーヒーを飲んでみた。今日ならうまいだろうと思ったが、そんなことはなかった。

「ねえ、聞いてる？」

「まあまあ聞いてる」

「途中でエジプトの歴史について語った部分は？」

「笑っていいのか悩むな」

「おかしいな。冗談としては結構よくできていると思うんだけど」

　ポンコツみたいなことを言って、妹はスマホの向こうで顔を近づけている。寄ってきているつもりだろう。

「お兄、やっぱりやめよう。人を殺害した時の精神的健康リスクは無視できない」

「あのな」

「私のことなら大丈夫。大丈夫だから。少しくらいクロック落としても全然平気だし」

　妹は身を乗り出しているような顔の近さでそう言った。早口になって可聴音域を越えかけている。だから俺は口を開いた。

「ばーか。兄ちゃんはこれから栄養補給して仕事行くから、しばらく黙るように」

　俺は冷蔵庫の中に綺き麗れいに並べたゼリー飲料を取り出した。補給完了。着替える。

　時間はないが靴下の確認と編み上げ靴だけはしっかりと履く。

　部屋を出る。妹はもう我慢できずに喋しやべり出している。

「お兄、あのね、ほら、良い天気だし、お花屋さんに就職しない？　似合うと思うな。お花屋さん」

「今日は大雨だ。あと、なんで花屋」

「私が好きなの。どんな匂いがするか、いつも想像している」

　表情をうかがおうとしたが、今日はアニメ調の顔をしていて、よくわからなかった。

「また顔を変えている」

「結構可愛かわいくない？」

「俺が見てるヤツに似てる」

「つまり良いってことだよね」

「妹にそんな役割は求めていません」

　廊下を歩く。人が居るところではスマホで通話していると奇異に見られる。それでマスクとイヤホンマイクをつけた。

〝クロックをあげるぞ〟

〝うん〟

　俺は寮から出て、そのまま電車に乗る。横に立つ社会人のお姉さんやおじさんがいやそうな顔でこっちをチラ見しているが、気にしない。

　妹とずっと喋しやべり続ける。妹は俺に仕事させたくないらしい。泣きそうな感じだった。

　多た摩まモノレールに乗り換えて立たち川かわへ。本社のオフィスへ向かう。駅から歩いて二〇分、立地は良くないがそれなりに立派なビルだ。人によっては、まあまあいいって言うだろう。

　いつも行く多摩のトレーニングセンターではなく、本社に来たのはそう命じられたからだ。本番が夜からなんで、身体からだを休めろということらしい。

　事前に渡されたスケジュールによれば、午前中はビデオ見て、それから面談。休憩はオフィスの休憩室で、コールガールを呼んでもいいという話だった。

　流石さすが外資系、何考えて居るのか全然分からない。

　一階の受付で英語で伝えて入館証を貰もらう。お互い日本人なのに妙な話だ。エレベーターで三階へ。ブースで仕切られた場所が広がってるが、俺は別の場所の、部屋に案内された。会議室ってところだな。

〝お兄にい、寮と同じで電波妨害されてる〟

〝あとで話すよ〟

〝絶対だよ。決断する前だからね〟

　妹連れで殺人なんかしたくないなあと思いながらスマホの電源を切る。ここじゃポケットの中の文鎮だからだ。

　ベースラインを探して一〇回呼吸する間に内線が鳴った。最初に調べておけば良かったと思いながら使い方を見る。取っただけで、声が聞こえた。

「ビデオを見てください」

「分かりました」

　照明を少し暗くして、面白くもないビデオを見ることになった。

　内容はこれから殺す相手の身上調査だ。死んでも一向に構わないという理由で会社が選んだだけあって、本当にろくでもないヤツだった。

　それはそれとして、こんなビデオを見るのは俺の趣味じゃなかった。こいつが強ごう姦かんを何回やったとか、それでいて未いまだ捕まってないとか、そういうのは割とどうでもいい。これで殺意を覚えろとか、そういうのだろうか。

　俺としてはこういうのに対して警察に連絡せず、新人教育のために野放しにしている会社の方にヘイトが溜たまると思う。

　それとも、このビデオにも情報があって、ヒントになっているのかもしれない。その可能性を捨てきれず、俺はうんざりしながら最後までビデオを見た。ちょっと顔が熱い。良くない癖だ。直さないと。

　呼吸を整え、冷静さを思い出す。

　ドアが開いた。

「元気かね」

　何食わぬ顔で姿を見せたのは、俺のメンタルトレーニングを担当する指導教官だった。この業界で仕事するには歳としを取り過ぎているような姿と、低い背、冗談めかした顔。しかし、怖い。食えない爺じいさんというより、まだ怖い爺さんという感じがぴったりだ。全盛期はさぞかし凄すご腕うでだったんだろう。それは新人にすらなってない俺にも、なんとなく分かる。

　俺は自らを老師と呼べというこの指導教官を嫌いじゃなかった。老師にもそれが伝わっているのか、俺は結構可愛かわいがられていた。

　その老師が多た摩まのトレーニングセンターから出てくるなんて、ちょっと考えられない。俺は彼をトレーニングセンターの置物か備品だと頭のどこかで信じていたようだ。

「老師がなんでここに？」

　俺が言うと、老師は頬ほおの片側に笑みを浮かべて椅子に座った。

「折おり原はら昆こん、私はお前の指導教官だからな」

「はあ。面談まで大分早そうですが」

　老師は目を細めて笑った。この顔は零点の時の顔だ。俺は少し考えた。

「心配してる……わけはないよな」

「いや、それだよ」

「え。でも、〝こういう〟事のために今まで訓練してきたんでしょう？」

　老師は俺の顔をまじまじと見た後、苦笑した。

「だとしてもだ。道は常に一つではない。そう教えたぞ」

「慣れればどうということはない。死が自分にも平等に降りかかるのを初めて知った時と同じだ。激しく動揺するだろうが、それだけだ。じきに慣れる。とも言いましたよね」

　老師は笑みを浮かべた。今度は一〇〇点の笑みだ。いや、だからこそ。

「老師、俺は慣れるつもりですよ」

「言っても仕方がないから言わないでいたが、相手がどんなやつだろうと、殺せんやつは殺せんのだ、最初の一歩を踏み出せるヤツは五人に一人、残りはどんな手段でも、殺やれん」

　人間は時に、殺される以上に殺すのを恐れる。

「ウチは金が必要なんです」

「だとしてもだ」

　老師が俺を心配しているのは間違いないとしても、こういう心配のされ方は考えてなかった。

「俺に花屋でもやれと？」

「なんで花屋なんだね」

　妹のことは口に出せず、俺は目をさまよわせた。

「なんとなく思いついた職業です。意味はありません」

「そうか」

　老師は深入りせず、俺に中国の鳥の話をした。

　老師が去ったのは一時間近く経たった後だ。何を言いたかったんだろう。暗号だろうか。世間話だろうか。世間話としたら、どんな意図があるのか。

　考えるうちに面談の時間になった。やってきたのは特に特徴のない女性だった。この人も随分できるらしい。ベースラインをきっちり合わせてきている。違和感が仕事をしていないってやつだ。

「これが最終確認になりますが、考えに変化はありませんか」

「いいえ、ありません」

　面談に出てきていた女性は特に何も言わなかった。そのまま同意書とペンを差し出され、俺はサインして自由の身になる。

　といってもその自由はオフィスビルの六階に作られた休憩室の中だけ、個室というかマンガ喫茶みたいだ。ただし、マンガもないがＰＣもない。つまりベッド以外、ない。

　やることがなく、寝るかという気分になる。ここじゃ寝るか、寝るかしかできないわけだ。女の人に興味はあるが人を殺すのを前に、そういうことをする気分にはなれなかった。

　つまりはまあ、寝る。純粋な意味で。

　老師が来たことは気になるが、その意味を測れるほどの材料がない。こういう時に考えても、意味がない。

　材料が揃そろう、答えが出る。材料が揃わない、答えはでないか間違っている。稀まれに正解もあるだろうが、それに賭けるべきではない。

　独り言を呟つぶやいて目をつぶる。頬ほおが熱い。よくない癖だ。老師が来たせいで激しく動揺している。色々トレーニングをやってきたのに情けない。

　これじゃ普通の高校生だったころと大して違いがない。普通じゃダメなんだ・それじゃあ金が稼げない。

　待っている間にどんどん気分が悪い方に落ちていく。これがストレスか。

　この待ち時間もテストなんだろうか。老師はなぜ来た。

　腕時計代わりのスマホを見る。まだ一四時だ。七時間もある。妹としゃべっていればさほどの時間ではないが、一人には長い。普段うざいと思っていても、いないと寂しいのが家族だよな。

　まあ、妹がいないのはいいことだ。居たらずっと、俺の心配をするだろうから。とりあえず、目をつぶって休もう。眠れはしないだろうが。

　雨の音が聞こえないかと耳を澄ました。空調の音ばかりが聞こえる。あきらめる。老師の教えを思い出し、意識的に呼吸をゆっくりにしていく、呼吸のことしか考えない。それが瞑めい想そう。これがなかなか効く。そのうち落ち着いた。それで意識を手放す。眠りに落ちるというより、眠りになる。




　目が覚めたのはどれくらいしてか。足音で目が覚める。二人、そのうち一人は老師だろう。もう一人は多分女性、非戦闘員だ。ヒールを履いている。それ以上は分からない。

　いきなりドアが開いた。老師としては足音がノック代わりのつもりだったんだろう。

「良いかね？」

「どうしました？」

「一〇分ほど前からわが社のシステムが攻撃を受けている」

「サイバー的に、ですか」

「そうだ」

　老師は原因に一〇〇％思い当っている様子。俺はため息をついた。

「うちの妹がすみません」

「私には分からないが、とんでもない攻撃らしいぞ。サイバーセキュリティ部門がいいサンプルになると喜んでいた」

　俺との連絡が取れなくなって、半狂乱で俺の状態を確認しようとクラッキングを繰り返しているらしい。

「うちの愚妹が本当にすみません」

　直角に頭を下げた。なんなら背中が見えるくらいだ。

　老師は片目を瞑つぶったまま、俺の顔を眺めながら口を開いた。

「テストのカリキュラム的には良くもないが、このまま放っておくとわが社の防壁が破られる可能性がある」

「電話してきます……」

「そうだね」

　ダッシュで建物の外に出る。頬ほおが熱い、良くない癖だ。スマホを取り出す。

「お兄にい！」

　妹はやっぱりというか半狂乱だった。分かってた。こうなることくらいは。

「後で話すと言っただろ」

「すごい待った！」

「三時間な」

「その間に死んだり殺したりしてるかもしれないじゃん！」

「あのなあ」

　もともと俺が何のためにと言いかけて、やめた、兄というものはつらいものだ。

「いいから、俺に稼がせろ」

「駄目」

「駄目ってお前な」

「お兄の健康にリスクがあるくらいなら自殺する」

「ほう、どうやってお前が自殺するんだ。いや、できるんだ。断つ命もないってのに」

「自分にウィルス送り込むことはできるんだよ。お兄ちゃん」

　妹の抵抗が激しすぎる。

「やめろ、バカ。いいか。これが最良の選択なんだ。たかが高校生がお前の維持費を稼ぎ出すとしたら、これしかないんだ。母さんも楽になる」

「だったら私が自殺すればいいじゃん」

「他人の命よりお前の命だ。分かるよな」

　妹にしては長い思考時間があった。

「分からない」

「それは嘘うそだ」

「お兄と私の意見なら私の意見を優先させるべき」

　妹うぜぇぇぇぇ！　……たとえ俺を心配しての言葉だとしても。

「いいから」

「良くない。これでフライトモードにしたら絶対自殺する。三ヶ月喋しやべらない」

「自殺してどうやって三ヶ月後に喋るんだ。バグってるぞお前」

「泣く」

　もう泣き声で妹は言った。

「泣き続ける。お母さんにも言いつける。そのあと自殺する」

「最悪なお茶の濁し方だな。立つ鳥後を濁さずって言葉があってな」

「それ教えたの私だし」

「そうだっけ」

「お兄にいの語彙の五％は私由来だからね。普通の高校生とか絶対使わない語彙が一杯入ってるから」

「だから俺モテないんじゃないか」

「は？　何色気づいてるの、気持ち悪いんですけど」

　俺は後ろを見た。俺の肩を指でつつきながら老師が片目を瞑つぶっている。ほれ見た事かという顔だった。

「すみません。すぐ説得します」

「妹さんを悲しませるのはどうかと思うよ」

　老師はそう言った。

「俺もそのつもりです」

「これじゃテスト合格は無理だと言った方がいいかね」

　俺が妹みたいにフリーズしていると、老師は淡々と言った。

「オフィスから指示を出すためには連絡手段を確保せねばならんが。妹さんは絶対に、あらゆる手段で妨害するだろう。これに対処するコストはお前さんを雇って稼げるコストを軽く越える。分かるかね」
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　妹はスマホの向こうで勝ったとか言っている。俺は通話を切った。

「そんな……」

「まあ、家族環境まで含めてのテストだからな」

　老師はそう言って苦笑した後、一枚カードを取り出した。ひらひらさせている。名刺のようだった。

「なんです、その名刺」

「我が自由戦士社には色々部署がある。お前は殺しには向かんかった。傭よう兵へいは無理だ、だが別の道はある」

「でも、金が必要なんです」

「それなんだがな。妹さんとセットならどうだ。二人で稼ぐなら、ノルマも半分だ」

「妹に殺しはさせられません」

「殺すのではない」

　老師は俺に名刺を押しつけた。見知らぬ部署の名前があった。

「プロテクション。警護だ」

　スマホが激しく鳴っている。俺は老師からスマホに目を移した後、もう一度老師を見た。

「お金の計算をしてもいいでしょうか」

　それで俺は、人殺しになり損ねた。人を殺すには良い日だったのに、結論としては妹がウザい。
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　多た摩まモノレールの車窓から見える風景は、まあ普通って感じだ。それでもつい、窓ガラスの向こうを見てしまうのは何な故ぜだろう。妹がウザいせいか。そうか。

〝良かったね。お兄にい〟

〝何がだよ〟

　俺は窓の外を見るのをやめて、スマホの画面を眺めた。小さな画面の中で、銀髪の妹はＶサインしている。

〝仕事決まって。私の仕事も決まったし。二人はコンビだね！　なんて名前にしようかな。二人は兄妹？　兄はプリンセスの護衛とか〟

〝プリンセスって誰だよ〟

〝私だけど〟

〝その理屈だと、俺は王子ということにならないか〟

〝うわ、お兄キモ、自分で王子とかウケる〟

〝ばーか。ほんとばーかだ。俺一人仕事すれば良かったが二人になって効率が悪化しただけじゃん〟

〝お兄にいはツンデレだね〟

〝妹マジウザい〟

〝またまたー。嬉うれしいくせにー。お兄は私がいないと全然駄目なんだから〟

〝嬉しいのはお前だし、俺にべったりなのもお前だし〟

〝今日は三時間も一人でいたからその文句は正確じゃありませーん〟

　妹は、本気でそう言っている。それについて指摘はしない。指摘すれば妹はひどく動揺するだろう。変なところだけ、人一倍人並みに気を使うから。

〝勝手に言ってろ〟

　それで俺はそう言って、怒ったふりをした。ふりってことは妹には分かっているが、ここは無言の取り決めで、妹も俺が怒っている体ていで付き合ってくれる。

　警護プロテクシヨンか。

　人殺しの練習ばっかりしてたってのに、警護なんてその逆じゃないか。

　訓練期間が延びたら母さんがさらに疲弊する。

　俺は目を瞑つぶった。人生はままならない。
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　それからどれくらいの時間が経ったか。いや、一年も経っちゃいないけど。

　俺は昔の事を思い出すのをやめて、谷や城じようのバイタル確認に専念した。テストに失敗するわけにはいかないし、それ以上に谷城が痛い目に遭うのはいやだ。

　変な薬を嗅がされていた、ということもなく、谷城は後ろの首筋を打たれて気絶していたらしい。そんな手段今時ラノベでもやらないような不確実で乱暴な……下手すると脳挫傷の恐れすらある……ものだったのだが、どうも敵というかあのクソチンピラは面白半分に谷城の身体からだで試したらしい。

　しまったな。もっと確実に殺しておけばよかった。ああ、残念だ。まあいい。夜にでもしっかりやろう。人間前向きが一番だ。

　谷城を家に運び込み、心配そうな弟くんに頼んで氷水を持ってこさせる。いつも持ち歩いているコンドームに入れて即席の氷ひよう嚢のうを作って首の下に敷く。

　コンドームは火起こしにも使う優秀なサバイバルアイテムだ。俺は本来の使い方をしたことがなく、もっぱら便利なツールとして使っていた。

　一〇分もせずに谷城の唇からうめき声が漏れ出す。

「ううぅ。痛いし冷たいよぉ、なにこれ」

「まだ動くな。脳のう震しん盪とうだ。これから簡単な検査して脳に損傷がないか調べる」

　小さな悲鳴を上げる谷や城じようはさておき、おれは簡単な質問をして頭の傷を調べて目を動かさせた。大丈夫そうだ。これで怪しいところが少しでもあれば病院に連れて行ったんだが。

〝お兄にい、私の方の画像診断でも大丈夫みたい〟

〝良かった〟

〝初仕事失敗にならなくて？〟

〝初仕事どころかテストだぞ〟

〝ふーん。まあいいか。あんまりその女に甘くしたりしないように〟

〝甘いというか、電話をしに行くって話だったんだ〟

〝そういう意味じゃありませーん。お兄のバーカ〟

　会話が途切れる。まあ短い舌打ちくらいにしか周囲には見えなかったろうが。

　俺はゆっくり谷城を起こした。気づかれないようにコンドームを処分しないと同級生的にまずい。さすがに中学生にコンドームは早すぎるし刺激が強い気がする。

「気を失った時のこと覚えているか」

「あ。うん玄関先で電話してたら後ろから衝撃、かなあ。なんかガツンときて……」

「人の姿は見てないか」

「ごめん。私、どうなってたの？」

　正直に話すか悩むところだ。正直に話せば谷城の警戒レベルは上がるが、心理的には悪い影響があるだろう。今以上に怯おびえさせる事になる。正直に話さなければ逆のことになる。

　二つを瞬間的に天てん秤びんに掛けて、俺は答えを出した。妹に合わせて長年暮らしていた関係で、俺の思考速度は鍛え上げられ、普通のやつよりずっと早い。迷う素振りすら見せずに動ける。

「玄関先でぶっ倒れていた。スマホ壊れてないといいな」

「うわ、ヒビ入ってたらどうしよう」

　ヒビくらいはと、気にしないやつは高校には結構いる。しかし中学生だと買ってもらってすぐだろうから大事にしているようだった。まあそらそうだよな。

　これが年齢差だよなあと思いつつ、うまいこと気がそれた事にホッとした。目標を必要以上に怖がらせないのも俺の仕事だ。

　取りあえずは、さらに気をそらす事にする。

「それより事務所と電話してたんだろ。途中で切れてないか」

「そうだった」

　慌てて立ち上がろうとして谷城は首筋の痛みに顔を歪ゆがめる。奇襲でとっさに身をこわばらせることもできなかったわけだから、ムチ打ちや頚けい椎ついを痛めている可能性もありはする。転ばないように支えて、立たせた。

「言っておくけど、今度は付いていくからな。転ばれたらたまらん」

「あ、うん。ごめん」

「ねーたん顔赤い」

　弟くんがそう言うと、谷や城じようは支える俺を手で押しやった。

「蒼そううるさい」

「弟くんは心配してるんだよ」

　俺が言うと谷城は膨れた。

「分かってるもん」

　もんときたか。どうも彼女は家の中では若干性格が変わるらしい。まあ、誰だってそうかもしれない。

　二人で玄関先に移動する。

「なんで外で電話するんだ」

「蒼に聞かせたくない」

　その理由は分かるところだ。俺も以前、同じようなことをしている。それで黙って周囲を警戒した。

　いや、その前に言うことがあった。

「職場はもちろんだけど、親にも連絡した方が良くないか？」

「却下。ママが帰ってきても事務所の件とか私の怪け我がとか言ったらだめだからね」

「家族に隠し事は良くないぞ」

「言ったら仕事やめろって言われるわ」

　まあ、そりゃそうか。

　しかし、妹による画像診断は実際の医療現場で使われている診断支援ソフトと同じものだから大丈夫とは思うのだが、医者にかかったほうがいいと思っていた。

　とはいえなあ。

　改まった口調で喋しやべっている谷城を見る。いつもの谷城の方がかわいいなと思ったが、思うだけで何も言わなかった。

　谷城は事情を説明しつつ、大丈夫です。いけます、やらせてくださいを連呼している。仕事を辞めるどころか休むつもりもないらしい。大したガッツだ。

　そういうところも、嫌いじゃない。

　最初に守ることになったのがこの娘こというのはどうなんだろう、俺にとって良かったのか、悪かったのかと少し考え、すぐに警戒を再開した。今はそういう時ではない。考えるのは後でいい。

　場合によっては警察が出てくるような事態だ、敵も警戒してすぐに再攻撃に移るとは思えないが、既に俺の予想は一度外れてしまっている。今度も当たるとは限らないわけで、警戒しない手はない。谷や城じようの安全は俺が守る。

　電話は終わったようだ。谷城が俺の方を見た。

「被害者の割に、へこへこしてるって思った？」

　谷城は変な事を気にしていた。

「仕事って、そんなもんだろ」

　偉そうに雇われる仕事もそうそうないだろう。偉そうにしたいなら雇われないか自分より下のヤツを探してくるしかない。なので谷城は普通だ。

「随分と分かったような事を言うじゃない」

「バイトなら俺もしてたからなあ」

「そうなんだ。なんのバイト？」

「新聞配達。他のバイトは高校生にならないとできない」

　そう言ったら、谷城は自慢そうな顔をした。なんでか彼女は、すぐに俺相手にマウントを取ろうとする。どうも精神的に優位に立たないと友達付き合いできないとか、そういう性た質ちらしい。初めて会った時の年齢詐称もそうだ。マウントを取るためなら背伸びしてコケてもめげない。それが谷城という女子なんだろう。

　これでなんだかなあと思わないのは自分でも不思議だ。谷城がかわいいからだろうか。それも違うな。

「モデルや役者があるよ」

　谷城は、胸を張ってそういった後、首筋を抑えて顔をしかめた。

「もう少し冷やしとくべきだな」

「田た中なかもモデルになるとか。事務所紹介しようか」

「俺は谷城ほど、顔が良くないからな。モデルにも役者にもなれなさそうだ」

　谷城は俺の言葉を聞いて喜んだが、すぐに顔を曇らせた。

「私なんか、全然だよ。そりゃ学校では目立つレベルとは思うけど？」

「調子に乗っているのか落ち込みそうなのか、どっちなんだ」

「落ち込んでいるから、もっと褒めて」

「俺に褒められても」

「友達でしょ。友達だよね？」

　ここで友達かなあなどと、さっきやられた事を言い返すことができそうだったが、やめた。物もの凄すごく傷つきそう。

　攻撃力高いくせに防御力皆無的キャラだなこいつ。なんか不公平だし、からかって遊びたい気もしたが、泣かせるのも嫌だ。結論として谷城という娘こは、得な性格をしている。

　俺は苦笑して谷城の頭を撫なでた。厳重に撫でた。

　谷や城じようは屈辱だという表情をしたが、すぐに静かになった。だんだん恥ずかしくなってきたらしく、最後は俯うつむいている。

「友達だ。俺は谷城がかわいいと思う。かわいいを誰かと比べることに意味があるとは思えないが」

「この業界は比べるの。かわいさをお金って数字で分かりやすくするの。……そして私は、負けたくない」

「誰に？」

「みんなに」

　俺は撫なでる手を止めて、ファイターみたいな表情になっている谷城を見た。いや。ファイターか。

　殴られても脅されてようとしてても読者モデルの仕事をやめようとしない。

「なんというか、苦労しそうな考え方だな」

「他にどんな生き方があるっていうの？」

　思わず苦笑いが出そうになった。俺はちょっと前の俺に教えてやるつもりで口を開いた。

「つい最近そういう事を考えてたら妹が暴れて別の生き方を選んだヤツが言うにはだな。道は一つじゃないし、不本意ながら選んだ別の道でも楽しい事はあるってことさ」

「でも負けたくない」

　谷城は頑固だった。学校で居場所がなくなっているらしい彼女にとっては、そこが何よりの拠より所どころなんだろう。気持ちはわからなくもない。

　しかしこう。もう少しフワッとしたほうがいいと思うんだがな。ファイターな顔の谷城も悪くはないが、笑顔の谷城には、負ける。

「負けられない事は確かにあるよ。俺もそう思う。しかしなあ。俺は別に、誰に褒められないでもいいと思うぞ。誰が褒めなくても谷城はかわいい。その事実は変わらない」

　谷城は俺を睨にらんだあと、握りこぶしを作った。握りすぎて指が白くなって小さく震えている。

「さっきから自然な口調でかわいいかわいいって連呼してるけどっ！」

「それが？」

「恥ずかしいとか思わないわけ？」

　耳まで真っ赤にして谷城は言った。

　俺は思わず笑った。

「かわいい、かわいい」

「もう怒った。あいた」

　谷城は首を抑えた。まだ痛かったらしい。

「首筋をアイシングしよう。そのきれいなうなじに跡が残ったりしちゃいけない」

「さっきからなんなのもうっ。その恥ずかしげもなくかわいいとかきれいとか、それも妹さんに言わされているの？　それとも山やま口ぐちってそういうところなの？」

「山口をなんだと思っているんだ」

「恥ずかしいところ」

「違うからな。あとそのセリフは山口県民敵に回すぞ」

　そう言いながら谷や城じようの家に戻る。外が暗くなりかけたところで谷城の母親が戻ってきた。母親には手が回っていないらしい。

　母親は、同級生の友人ですと挨拶する俺を見て、大層、狼ろう狽ばいしていた。娘にはまだ早いって話だろう。

　こういう時。つまり異性の家に上がり込んでいる男がやる態度は一つ。礼儀正しくやる。以上だ。

　それで随分母親は安心する。実際会社の対人マニュアルにそう書かれているから。洋の東西を問わないんだろう。

　俺は谷城があまりに弟自慢をするのでクラス代表として会いに来たと適当な嘘うそを言って、確かにかわいかったですと感想を告げてその場を辞した。

　子供のことを褒められて悪い気になる親はいないから、これもまた対人マニュアル掲載の鉄板の戦術だ。

　離れる前、一応の用心で谷城の家の周りを歩く。

　問題はなさそうだ。谷城の家の斜はす向むかいにある大きな家は物々しい騒ぎになっており、何らかの方法で谷城が襲撃された件、もしくは俺が襲撃し返した件を察知しているようだった。

　さすが金持ちだな。

　まあ金持ちなら事件が起きて地価が下がるのを良しとしないだろう。うちの会社を使えとまでは言わないが頑張って自分の屋敷を守り、ついでに周辺にも目を配ってほしい。

〝瑞みず穂ほ。こっちの警戒も頼めるか〟

〝うん。分身しないでも大丈夫なくらいの負荷だし〟

〝分身とかすんな〟

〝はいはい。カメラ撒まいといてくれない？〟

〝もうやったよ〟

〝はーい〟

　電池式の小型無線監視カメラは最大でも二日程度しか使えないやつだ。でも臨時にばら撒けて既存の設置カメラの死角を補うことができるので会社では非常に便利に使われている。

　ついでにいくつか罠わなも仕掛けておく。植え込みの影に仕掛けた対人地雷だ。遠隔操作式で爆発して小さな鉄球をばら撒まく。

　これも妹の管理下に置く。

　カバンがすっかり軽くなった。それじゃあ気持ちよく襲撃するか。谷や城じようの首にチョップを叩たたき込んでくれたお礼をしないといけない。
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　襲撃するのはいいとして、どう襲撃するかだ。

　銃の乱射が一番楽だが警察が敵に回る。これを避けて効率よく敵を倒すとなると、爆発物を使うのがいいだろう。今から一〇〇年近く前になる第二次世界大戦、そこでアメリカ軍の手で日本に大量にばら撒かれた爆弾があるので、これを使うのがいいだろう。こういう時のために会社には当時の爆弾の複製品がたくさんストックされている。ちゃんとエイジング処理されて表面はサビサビ、これが爆発しても運が悪かったでだいたい済ませられる。調査なんかろくにされやしない。問題は重さだ。二二〇kgもあるんだよな。

　会社に連絡して使用許可をとって、バンの利用も申請する。運転免許が欲しい。

　あと二年が遠いな。

〝瑞みず穂ほ、敵の追い込みは出来ている〟

〝もうできてるよ。お兄にい。何使うの？　ガス？　事故？〟

〝爆弾〟

〝殺さないよね？〟

〝もちろんだ〟

　少なくとも狙っては殺さない。無差別だ。

　妹は俺に殺人させるのを嫌っている。心優しいわけではなくて、俺の精神が変調することを嫌っての話だ。あれ、やっぱり心優しいのかも。俺個人としては殺人くらいで俺が変わるわけもないと思っているが、説得するのは難しい。

〝で、敵はどこに事務所構えているんだ？〟

〝池袋の賃貸マンションだけど〟

〝なるほど〟

　俺は爆弾の利用申請を取り消した。バンの利用もやめる。ガス爆発の線にするか、素直に正面から突撃したほうが良さそうだ。

〝一〇階の一〇二四ってお部屋〟

〝何人いるんだ？〟

〝五人も入らないかも〟

〝正面からお邪魔して窓から突き落としたほうが良さそうだな〟

〝殺人とか駄目だからね、お兄にい〟

〝正面からお邪魔して顔を潰すぐらいだな〟

〝まあ、それぐらいなら……〟

　妹の消極的な賛同も得たし、気持ちよく襲撃できる。

　間取りを妹に教えてもらい、ワンルームであることを確認した。隠れる場所がドア横くらいしかないので、そこをどうにかすればいいだけだ。

　電車に乗って池袋へ。北口から移動を始める。

　小さなリュック一つという感じだ。

　もう暗いので中学生の姿はないが、高校生はそこそこいる。塾が近くにあるんだろう。平和通りに入るとその高校生たちの姿も見られなくなった。

　俺は目標の古ぼけたマンションを見上げる。築そろそろ五〇年。汚い古いでまともな住民なんていなさそうだ。やっぱり吹き飛ばしたほうが楽だったかもしれない。

　まあいい。

　エレベーター以外の監視カメラを妹に制圧してもらって、非常階段を登って一〇階を目指す。

　途中八階まで上がったところで休憩として階段に座り、リュックを開けて防刃手袋をつけた。非常階段から見える夜の街は騒がしいが、大人の話によれば昔はもっと騒がしいものだったらしい。人口減や病気の前の話だ。まだ日本に希望のある時代だったとか老師は言っていたが、それがなんとも年寄りくさい感じに思えたものだ。俺や妹の生きている今は希望なんかないのかと反発したのを覚えている。

　今思えばどうかなあ。勝手に決めつけるなとか、俺にはないけど谷や城じようやその弟にはあるとか思いそうだな。

　休憩終了。谷城を雑な方法で怪け我がさせたのはプロとして失格だ。それを、ちょっと教えに行こう。

　リュックの中に入っている園芸用の砂をビニール袋に移して口を縛り、ストッキングに詰めて武器を作る。即席の武器としては結構有効だ。不審尋問されても怪しいものはなにもない。

　目の部分を破いたストッキングを被かぶって悪役の出来上がり。緊張はない。訓練だけで言えば、何度もやっている。夢の中に出るくらいやったことだ。心拍も脈拍も正常通り。顔色に変化もないはずだ。

　休憩終わり。んじゃ、やるか。

　非常階段には酒瓶の入った箱やゴミ袋が無造作に出ている。量が多いからこの部屋では酒を出すような店をやっているんだろう。ワンルームで何するんだと思わなくもないが、推理する前に一〇階に着いてしまった。

　ところどころ灯あかりが消えたり点滅する廊下を歩いて、安やす間ま企画という看板のついたドアの横に立つ。

　ここが、一〇二四か。

　ドアの前に立つようなことはしない。敵が覗のぞき穴から見ている可能性が僅かにある。谷や城じようの首筋を面白半分に叩たたいた奴やつの仕事は雑だった。本当のプロは小さな可能性を一つずつ、抜かりなく潰していくものだと教わっている。実際俺も、そう思う。

　ドア横に指向性爆薬を仕掛ける。爆薬から足取りを探られないように農薬から作られているスペシャルブレンドだ。

　発火装置を埋め込みボタンを押して、爆発させてドア横を吹き飛ばす。後ろに人がいれば死んでたろうがそうはならなかった。敵は間抜けということだ。

　そのままできた穴から侵入して光と轟ごう音おんにフリーズしている連中を見る。スタングレネードと同じ理屈で爆破は制圧の役に立つ。数は三。少なすぎるな。

　取りあえずフリーズした連中の頭を砂の入ったストッキングで殴る。

　この武器をブラックジャック。あるいはサップという。殴るとき音が小さいのと、返り血を浴びにくいのがいいところだ。

　とりあえず一人、二人と殴り倒した。後頭部を殴って昏こん倒とうさせる。運が悪ければ脳挫傷くらいだ。三人目は動き出していた。逃げ出そうとしていたのか武器を取ろうとしていたのか俺に背を向けて机に向かっていたようだった。後ろから後頭部を殴りつけてぶっ倒す。

　取りあえず、腕と足を骨折させとくか。

　何度かブラックジャックを振り下ろして、机を物色する。銃に資料ぽいもの。写真が幾葉か。金庫はあるが開けるとなると苦労するし、俺は金庫破りの訓練を受けていない。なので、無視。

　空振りなのかなんなのか微妙なところだな。

　あまり長い時間滞在しても目撃者が増えるだけだ。撤収する。

　外に出ると素っ裸の男女が別の部屋から飛び出してきていた。そういう店か。

　正直女の裸に興味はあるが仕事優先だ。それですれ違い、男女の横を歩いて立ち去った。

〝取りあえず制圧して銃だの資料ぽいのだの見つけはしたが、本当にここ、敵の事務所なのか？〟

　短い舌打ちに聴こえる声で、俺は妹にそう言った。

〝絶対確実。間違いなしだよ、お兄にい〟

〝自分で言っといてなんだけど、そうだよな。瑞みず穂ほが間違えるわけもない。何だこの敵〟

　俺は妹に問うた。

〝敵の総構成員はどれくらいか推定できるか〟

〝事務所に出入りしていた人物は八人。お兄は事務所でどれだけ無力化したの？〟

〝三人だ。目標を拉致しようとしていたやつのうち三人は無力化して、事務所でまた三人を無力化した。他にもう一人、拉致グループのうちドライバーには危害を与えてないが、そいつの顔は覚えている。過半数は無力化してるな〟

〝お兄にいは、不満なの？〟

〝不満というか気持ち悪い。敵の規模が小さすぎる気がする。瑞みず穂ほはそう思わないのか？〟

〝うーん。お兄が危惧している理由は推測できないかも。統計的に部屋の大きさに対する人間の数は適切だし、構成員の総数から言っても最近だとこれくらいだと思う。お兄はどこが気になるの？〟

〝芸能事務所を脅そうとするには敵の規模が小さい事を気にしている。芸能事務所が暴力団とつるんでいる時だってあるし、警察が動くこともある。それらの対応も考えるとちょっと八人で仕掛けるには重すぎる案件だ〟

　あー。

　俺は頭を掻かいた。

〝捕虜でもとっておけばよかったな〟

　もう遅いか。おれは来たときの道を逆に辿たどり、非常階段を降りながらそう呟つぶやいた。

　目標の安全を確保するために先制攻撃するという目的は達成したものの、違和感が残った。どうもこの件、うさんくさい。このテスト、簡単じゃなさそうだ。
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　一度会社に引き上げて、もやもやするままシャワーを浴びて、妹と二時間ばかりお喋しやべりする。妹の唯一の楽しみというか、そのために生きているとかつてポロリしたことがある。重すぎるポロリだった。

　以前はそんな悲しい事を言うなよと思ったこともあるが、妹の場合、話し相手に課す条件が厳しい。そのため今は、そういう趣味だと思うようにしている。妹は趣味が全部というタイプだ。父さんと同じだ。

　妹には実体がない。かわいそうと言われる事もあるが、実体がないということは死にもしないし怪け我がも病気もないという事だ。実体がないので実体という制限からも自由になる事ができる。

　妹はその自由を、速度という形で利用している。ＣＰＵをクロックアップして処理速度を上げるように、実体がないゆえに使わない免疫系や内臓に使う計算をオミットし、浮いた計算リソースを脳の動作速度、すなわち自分の思考速度上昇に割り当てている。

　結果として妹は人類最速の思考速度を持っている。そんなの持ってどうするんだと言ってはいるのだが、どうしても、ここだけは譲れないらしくて小さい頃から変わってない。妹の個性、というやつだろう。

　高速化すると当たり前だが他人と会話するのが困難になる。妹からすれば俺以外の全部の人間は遅すぎて話にならないというか、話をしていてイライラするという。

　気持ちは分かる。俺も小さい頃から妹に鍛えられている関係で、時々そうなる。意識して速度を使い分けないと日常生活が難しい。言葉が間延びして聞こえてしまう。向こうからすればこっちの言葉は早回しすぎてチャッとかチュッとかの舌打ちに聞こえる。

　この、妹の人生をかけた趣味とも言える、高速下でのお喋り。とは言ってもその大部分、いや九五％までは他た愛あいもない話だ。妹がネットの海から拾ってきたニュースや画像について感想を言い合うのが常だ。

　それ以外には一緒にゲームを遊ぶ。

　まともなゲームだと妹の圧勝、連想ゲームだと俺の圧勝になるので中々二人が互角のゲームを探すのが難しい。

　妹と二時間話すと、人間一般の速度だとだいたい四〇〇時間くらい話したことになる。最後の方は俺もクタクタだ。

〝それでお兄にいは敵の規模が小さい事を気にしているわけ？〟

〝唐突に仕事の話を始めたな。株価の話はどうしたんだよ〟

〝飽きちゃった〟

〝さよか〟

〝いいじゃん。たまには仕事の話をしても。お兄にいには合格して欲しいし〟

〝ありがとうと言ったほうがいいか〟

〝当然でしょ？〟

〝当然なのかよ〟

〝で、どうなの？〟

〝そうだな。起こす事件に対して敵の規模が小さすぎる気がするだけじゃくて、無謀なのも気になるな〟

〝敵がバカって可能性はどう？〟

〝瑞みず穂ほはそっちで考えているんだろうが、俺は否定的だな。あいつらがバカなのは確かになんだけど、誰に喧けん嘩か売るかの力関係まではこれまで間違ってなかった可能性が高い。今回、芸能事務所が警察に相談したらどうするつもりだったんだ〟

〝たぶん、だけど警察は動いていたし、分かってたと思うよ〟

〝根拠は？〟

〝お兄が通報した件で警察は警戒している〟

〝違法ナンバーの白いバンか。そうだな。偶然とは思わないだろうな〟

　だとすれば。なおさら敵の動きは変だ。妹も同じ事を思ったらしくて唸うなっている。

〝この件、まだ終わらないかもね〟

〝そうだな〟

　さすが会社が出してくるテストだ。意地が悪い。

　翌朝から、谷や城じようの家に行く。今日も雨だ。

　地味目な茶色い傘を少しずらして、谷城は俺の顔を確認する。笑顔がこぼれる。すぐに取り繕う。笑顔を見せるのは恥ずかしいことらしい。負けず嫌いというか、なんというか。

「行こう」

「うん」

「首の怪け我がは？」

「大丈夫。もう痛くないよ。アザもほとんどないし」

「そっか」

　そのまましばらく黙って歩いていたら、後ろから谷城が近づいてきた。横に並ぶには、互いの傘が邪魔をする。

「昨日はあれから何もなかったのかとか、聞かないんだね」

　ずっと監視していたので尋ねる必要がなかったが、考えてみれば聞けばよかった。俺はまだ未熟だ。

　言い訳を口にする。

「そういえばそうだな。俺は緊張感が足りてないらしい」

「あと、おはようを言ってない」

「おはよう」

　そう言ったら、谷や城じようは自分の傘を畳んで俺の傘の中に入り込んできた。いきなりの行為に驚いた。脅威的な話ではなく、男女交際的な意味で。

　近い近い近い。

「学校近くで別々になればいいよね」

「もう少し距離感を大事にしたほうがいい」

「田た中なかって時々難しい事言うよね」

「今のは難しくないだろ」

「普通は近い近い近いっていうかなあ」

　そう言って谷城は白い歯を見せて笑った。機嫌良さそう。緊張感が足りてないと言おうとして、やめた。

　俺が守るって事は緊張感なしに生きられるってことだ。自分の仕事の重要性を思い知る。

「怒った？」

「いや？」

　それで別の事を口にする。

「心の中では近い近い近いって思ってた」

　これは本当のことだったのだが、またまたーという感じで笑われた。

　こいつ、年上をからかってる。いや仮の姿は同級生なんだけど。

　他た愛あいもないことを話して登校しつつ、谷城はどうにも長女気質というか、お姉さんぶるのが身についてそうなことに気付いた。負けたくないとか無む茶ちやな頑張りぶりも、それに起因するような気がする。

　その性格に目鼻立ちが整っている事実が組み合わさって、今の学校での立場というか、孤立気味な感じが出来上がったんだろう。

　長女気質と負けず嫌いは、なんというか他人とは思えない部分があって俺は目をそらしたくなった。俺は全部を妹絡みのあれやそれやのせいにしていたけど、俺自身の性格もあったかもしれない。だからといって連中を許せる気もしないが。

　おそらくは久しぶりに友達と話せるのが嬉うれしくて仕方ない様子の谷城の横で、俺はどうすれば彼女に居場所を作ってやれるかなあと考える。

　同じような状態から三年四年と生きた今ならわかるのだが、周囲と付き合うとは正しいだけ、では済まされない。それが汚いことだと思い出すと、生きるのは大変になる。

　谷城は勝ちを譲るとか、姉以外としての振る舞いを覚えるべきなんだよな。どうにも誰に対しても姉の様に振る舞いたいせいで、しょうもない嘘うそというか、年齢詐称とかやりだすんだ。

　そういう欠点も悪くないというあたり、俺は俺が思っているより惚ほれっぽいのか。いや。この気持ちは恋とかじゃないぞ。そう思うことにした。

　妹の維持費を稼ぐ。それが俺の全部だ。

「もう学校の近くだね。どうする？」

「どうするってなんだ？」

「そのまま行っちゃう？」

　めちゃくちゃ恥ずかしそうだ。そんなになるなら言わなきゃいいのに。

　というか、悪い流れだな。同性から爪つま弾はじきになっているから異性とつるむ。その先はビッチ扱いだろう。

　詰んでいるなあ。どうしたもんかね。谷や城じようの人生を、もっと良くしたい。

　俺はため息をついて谷城の額を指でつついた。

「テンション高っ、お兄にいちゃんは心配だよ」

「は？　私の方が先輩だし」

　谷城は予想通り怒って離れた。傘をさして大股で歩く。時々振り返るのは俺に謝って欲しいんだろう。

「はいはい。学校行くよ。先輩」

　谷城は違うそうじゃないと膨れ面。前に見せてもらった雑誌の顔よりはずっと良いように思えるのがなんとも。

　学校に着くといつもどおりだった。三日しか通ってないんでいつももなにもって感じだが、まあ昨日、一昨日おとといと同じという話だ。相変わらず殺人事件でざわついているが、今日から授業はいつもどおりらしい。

　それで特に何もないまま、一日が終わった。

　野球部くんは今日も学校に来ていない。俺に話しかけて来るようなやつもいなかった。ちょっとした会話に交じることはできるから孤立した感じじゃない。うまいことベースラインに紛れ込んだ形だ。

　放課後、例の空き教室で待っている谷城と合流して、一緒に帰る。

　朝の事を引きずってるのか、谷城は怒っているんだぞアピールに余念がない。実際は怒ってなさそうだが、振りでもいいからそういうことをやらないといけないらしい。難儀な性格だ。

「事務所からなにか言ってきたか？」

「なにも。警察沙汰とかにはしたくないけど怪け我が人にんが出るのもイヤって事で、防犯グッズを社長が買って配るって」

　脅威度に釣り合ってない選択だな。うちの会社かなにかと契約すればいいのに。まあ、うちの会社は高いからな。

「そんなところ辞めろとか思ってる？」

「負けたくないんだろ」

　そう言ったら、頷うなずかれた。またも谷や城じようは傘を畳んで俺の傘の中に入ってきた。

「うん」

　首筋に青あざが少し残っている。細い首筋だ。本気で殴ったら折れるかもしれない。

　くそ、あの白いバンの連中、もう一回探し出してボッコするか。

「田た中なかってズルいよね」

「ん、なんの話だ。今俺を褒める流れだったろ」

「なんで褒めないといけないのよ。朝お兄さんぶってたの、許してなんかないから。ちょっと私の仕事に理解を示したぐらいでいい気にならない事ね」

「いい気にはなってないからな。で、ズルいってなにが」

　谷城はしばらく黙ったあと、手で顔を隠しながら喋しやべりだした。耳が、赤い。

「別に。ただクラスに溶け込んで皆と仲良く話してるから」

「それがズルい、か」

「誰でもできるだろとか言ったら絶許だから」

「ゼツなんだって？」

「絶対許さない」

　俺は顔を隠すのをやめて、俺の方を見ずに真まっ直すぐ道を見ている谷城の顔を見た。目線を合わせないようにしているんだろう。顔はこわばっていてこれから来る痛みに耐えようかっていう感じだった。

　俺がお前を傷つけるわけないだろ、ばぁか。そう思いながら前を見ながら喋り始める。

「誰かと合わせることがズルく見えるほど羨ましいものだったら、他人に合わせればいいと思うが、そういうのを嫌って今の谷城があるんだろ？」

「他人に合わせるってなに？」

「あれ、あえてやってると思ったけど違ったのか」

　思ったよりガキというか、小学生の時に経験すべき事をしそこなった感じか。

「他人に合わせるっていうのは、例えばマウント取るのやめるってことさ」

「私そんなことやってない」

「自覚がないなら無意識なんだろう、長女気質というか、すぐに風上に立とうとするんだよ。さらに負けず嫌いと来てるから、そりゃもう……」

　俺の言葉は途中で終わった。谷城は泣きそうだ。防御力が低すぎるだろ。涙を目一杯に溜ためるんじゃない。

　俺がいじめた感じになって心が痛い。自分がガキなのを痛感する。老師ならうまく教え導くことができるだろうに、俺と来たら。

　頭を掻かきむしった。言葉を探す。なんとかひねり出す。

「でもそういう所がなかったら。俺たちは出会ってもいないよな。友達にもなってなかったろう。俺はお前が羨ましがることなんて何もないと思う。俺が他に合わせているのは仕事だからだ。好きでやってるんじゃない」

「仕事？」

　不思議そうな谷や城じようを見て、自分がとてつもない失言をしたことを知る。バカだ俺は。

「あーいや、仕事というのは義務というか、周囲と仲良くしろって親がうるさいから、それだけ。好きでやってるんじゃない」

「ああ、なるほど」

　谷城は納得した様子。良かった。本当に良かった。駄目だ。うっかり谷城が泣きそうなのでうろたえてしまった。プロ失格だ。

「まあ、とにかく俺からすれば、別に羨んだりはしないでいいってことで。どうした」

　谷城は口に手というか、拳を当てて考えている。その顔がだんだん紅潮してきた。

　嘘うそがバレたかと肝が冷える。しかし昔の人はなんでまた肝が冷えたなんて言い出したんだろう。今度国語辞書を調べてみるか。

「それって、田た中なかは私が好きってこと？」
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「え？」

　思わず素で声が出てしまった。何言ってんだよ。顔赤くなるだろ。

「な、何を言ってるんだ、というかなんでそうなる。俺はだな」

「俺は？」

　意地悪そうに、ではなく祈りや期待を込めた目で見られていると困る。

「俺はその、友達としてだな」

「ふぅぅん？」

　俺はいたたまれなくなって傘を谷や城じように渡すと、一旦走って逃げた。これは戦略的撤退だ。状況を立て直さないといけない。

　だいたい谷城は俺に何を期待して何を祈ってあんな目で俺を見てたんだ。俺はあと一〇日位で居なくなるからな。

〝ちょ、お兄にい、なんで警護対象から離れていってるの〟

〝戦略的一時転進だ。事情は話せない〟

〝ふぅぅん？〟

〝お前まで!!〟

〝なんのこと？〟

〝なんでもない。また寝てないのか〟

〝寝たよ？　一八〇倍速で八時間〟

〝分に換算すると？〟

〝二・六七分〟

〝妹よ〟

〝私に説教する体ていで話題そらしてるよね〟

〝そんな人しらない。大事なことなんでもう一度言うがそんな人しらない〟

〝お兄、あの女にちゅーされた？〟

〝どういう連想だよ〟

〝イエスかノーで答えて〟

〝ノーだ〟

〝お兄ちゃんを私信じてた！〟

〝二択の質問している時点で信じてないからな〟

〝ピューピュー〟

〝口笛のマネマジウザい〟

　ともあれ妹のおかげで俺は平静になった。普段お兄呼びの妹にお兄ちゃんとか言われると微妙にテンション下がるのはなぜだろう。キモっとか思うせいか。

　気を取り直して谷城の方に戻って尾行する。

　谷や城じようはいい事でもあったのか、俺の傘を回しながら何かを噛かみ締しめ嬉うれしそうにスキップして歩いている。

　ああくそ、カワイイな。

　いけない。またも平静さを失いそうになる。これまで家族と老師以外から親切にされてなかったこともあって、俺はどうやら好意に弱いらしい事が分かった。

　気をつけよう。

　その後は特に何もなく、谷城は家に帰り着いた。怪しい車も特になく、今日は平穏に終わりそうだ。

〝今がチャンスだな〟

〝お兄にいには恋愛なんて早いと思う〟

〝違うそうじゃない〟

〝え、じゃあ何？〟

〝目標は家に帰り着いた。昨日こっちから襲撃したこともあって、敵からの襲撃の可能性は低いだろう〟

〝うん〟

〝この浮いた時間に、敵を絞りたい〟

〝絞らないでも、この調子なら守り抜ける可能性が高いと思うけど。むしろ現状はオーバーキルかな〟

〝やり過ぎなのは若干認める〟

〝私はお兄に殺人なんてさせたくないなあ〟

〝頭に血が上ってたんだよ〟

〝気負いすぎ。頭を冷やすため、今日は休むのに使うべきだよ、お兄〟

〝休んでも気が休まらない〟

〝一時的に脳死するとか〟

〝お前そんなことやってるのか〟

〝一度で懲りた〟

〝おい〟

〝実体があると不便だね。で、絞り込みってなにするの？〟

〝なんだかんだで付き合ってくれてありがとう。まずは昨日潰した奴やつらの背後関係を調べたい〟

〝妹だからね。普通はこんな面倒な人に付き合わないと思うし、釣り合わないと思うな〟

〝いいから手伝え〟

〝昨日スキャンしてもらった資料は調べたよ？〟

〝さすが妹〟

〝もっと褒めるが良い〟

〝うわウゼェ〟

〝それ褒めてない〟

〝手際がいい〟

〝それも褒めてるのかなぁ〟

〝こっちは間違いない。賞賛の言葉だ〟

〝私はカワイイって言ってもらうほうがいいかなあ〟

〝仕事早くてもカワイイにはならないと思うぞ。それでどうなんだ〟

〝それが妙なのよね。連中、暴力団らしく上部組織や下部組織はあって系列化してるみたいなんだけど、指示は出てなさそうというか。どうも独自にやってたぽくて〟

〝そういうのは珍しいのか〟

〝他の系列に迷惑かけないように確認するのが普通なの。連中電子化が遅れているから電話や口頭で連絡している可能性もあるけど……〟

〝その可能性は低いと？〟

〝分からない。比較可能なデータが少ない〟

〝それでもあえて答えを出すとすれば？〟

〝独自だと思う。でもそれじゃ、問題が多すぎる。系列関係に影響が出る〟

〝自分たちのアイデアで行動したにしてはリスクが高いってわけだな〟

〝うん〟

〝系列の外から指示するって可能性はどうだ〟

〝分からないよ。お兄にい〟

〝今のは独り言だ。分かった。ちょっと考える〟

　妹に監視を任せ、谷や城じようの家から少し離れた公園で俺は考え事をすることにした。

　小さな公園なのに警官が時々巡回している。雨の中でこういう事が起きるのはとても珍しい。見回りする警官だって人間だし、犯罪者も一般の利用者も雨は嫌うので、こういう時に見回りなんてしないはずだ。

　俺は小走りで元気よく警察官のところへ近づいた。勢い良く頭を下げる。

「すみません、この公園で何かあったんですか！」

　ド直球の質問だが、中学生が聞いてくるとなると意外に丁寧に対応してくれる。これが高校生だとと胡う散さん臭くさい目で見られるから若いうちだからできるってことは確かにある。まあそれでも大人の方がやれることは多いけど。

「この辺に数名の不審者が出たってんで見回りをね。傘もささずに濡ぬれているじゃないか。坊やも用がなければ早く帰りなさい」

「分かりました。ありがとうございます！」

　頭を下げて退散する。昨日。この公園で白いバンの連中に出会って逃げ出したから、そのことが警察に流れたんだろう。あの場にいた若いお母さんか、あるいは谷や城じよう家の斜はす向むかいにあるお屋敷、どちらかによるものと思われた。

　この辺で、って言ってたからどっちかではあるんだろう。ありがたい話だ。警察が俺の仕事を一部抱えてくれるというんだから。親切な人が多い地区だな。

　まあ、取りあえずは会社のバンを動かしとくか。

　会社は今回のテストを行うにあたって一台のバンを貸与している。それが警察の目に止まるのはあまりいい話じゃない。

〝瑞みず穂ほ、バンの運転手さんに場所移動の指示を出しといてくれ。この辺警察が動いている。警戒しているようだ〟

〝うん。分かった。なにかあったの？〟

〝昨日の白いバン、あの件らしい〟

〝お兄にいがもう片付けたのにね〟

〝それを教えてやるわけにもいかないしな〟

　徒歩で歩き回って警察がどれくらい展開しているかを調べる。これが結構な規模っぽい。パトカーの姿こそ見えないが、雨あま合がつ羽ぱを着た警官が辻ごとに居るような感じだ。かなりの配備と言っていい。主な機動力は自転車か。

　銀行強盗でもでたのかな。昨日の件なのか自信がなくなってきた。

〝瑞穂、一旦俺も退避する。バンをこっちに回してくれ。この辺りをうろうろしていると、俺まで目をつけられそうだ〟

〝了解。本当に昨日の件なの？〟

〝それは俺もそう思うんだが、警官に直接聞いた内容だ。間違いはない。過去二四時間のニュースをチェックして、関連ありそうなのを調べてくれ〟

〝一二〇〇〇mm秒でやるね〟

〝頼む〟

　待ち合わせのふりをして立っていたら、訓練で聞き慣れた音がした。銃声だ。雨の中でこの音量なら相当近い。銃は一発、間を開けて二発、三発。

　銃声からして警察が使うニューナンブだろう。

　方向は谷城の家の方じゃないが、近いは近い。血圧が上がる。

〝銃声をキャッチ。三発。武器は拳銃、ニューナンブと推定〟

〝バンはどうする？〟

〝何度も指示を変えて悪いがやはり退避だ。俺は目標の家に向かう〟

〝ニュースチェックは中断して、昨日ばらまいた監視カメラのリアルタイム把握を始めるね〟

〝頼む〟

　俺は中腰で銃撃を受けないように障害物を伝いながら走った。射線が通りそうなところは乱数移動する。後ろ姿だけだが警官が慌てて動いているのが見える。

　どうする。このまま警官について行くか？

　〇・二秒迷って、警官たちとは別方向へ。谷や城じようの家の前に着いた。俺が優先すべきもの、それは谷城とその家族を守ることだ。

〝お兄にい、ドローン飛ばすよ〟

〝分かった。見つからないようにな〟

〝任せて〟

　妹がバンからドローンを離陸させる。軍用の奴やつで当然雨の中でも使える。俺のスマホにも画像が転送されてきた。

　飛ひ翔しよう音が聞こえず姿も視認できないくらいのかなりの高度からの撮影だ。目標を見つけたのかズームが掛かる。

　見えた。

　警官隊が列を作って銃を構えているのが見える。一〇人はいるだろう。一斉射撃をしていそうだ。

　対する敵は一人と言っていいのかどうか。体格は良さそう。傘はさしてない。大きすぎる濡ぬれネズミに見える。

〝瑞みず穂ほ。〈それ〉は警官から銃で撃たれているんじゃないか〟

〝間違いないと思う。あと、ズーム外だけど警官隊で四人くらい倒れている人がいる〟

〝銃が効いてない、のか〟

〝うん〟

〝いくら三八口径が攻撃力不足だとしてもおかしくないか〟

〝そっちに近づいてきている。距離一九〇。角一つ〟

　妹は俺の言葉に反応せずにそう言った。緊張した声だった。

　俺はクロックアップしたまま考える。敵がどうなってるかは気になるが、それより谷城家だ。谷城と弟を抱えて逃げるか、俺が迎撃するかだ。拳銃弾をまとめて食らって制圧されてない、回避行動もしている様子がなかったことから考えれば、敵はなんらかの防御装置を備えているんだろう。

　繊維系の防弾ジャケットでは穴があかないだけでプロボクサーのパンチくらいの運動エネルギーは身体からだに入るから、一斉射撃なんて食らったら無事じゃすまない。となれば、繊維でない防弾板になる。複合材料の防弾板として重量的にはかなりのものになるはずだ。一〇〇kg、あるいはそれ以上はあってもおかしくない。

　そんな重量を支えるならパワードスーツか何かを装備しているはずだ。さもなきゃ怪奇現象だな。

〝パワードスーツは確認できるか。足や背中につけるタイプのやつ〟

〝ないよ。お兄にい〟

　怪奇現象の方だったか。

　世界の軍事関係者が変な顔をするような事が二〇〇ｍ以内で起きている。

　警官隊が後退してきた。全弾撃ち尽くしたかもう射撃してない。ただ囲むように動いて後退しているだけだ。

　警官を追いかけ回していないあたり、やはり装甲が重すぎて機動力が削そがれているんだろう。

　いやいや。なんだってそんなものが谷や城じよう家にやってくるんだ。いや、そもそもなんでそんなものを持ち出してくるんだ、コスト的にあり得ないだろ。それとも俺はなにか勘違いしてるのか。あの斜はす向むかいのお屋敷に突入するつもりの暴漢、とかか？

　警官の背が迫ってくる。一角が破られた。姿が見える。

　出てきたのは控えめに言って人間には見えなかった。半分くらいは人間のような気がする。二本腕に加えて六本足で鬣たてがみがあって口が裂けている。ドローンから見えたとおりの姿だった。

〝お兄、いつの間にか私にゲーム遊ばせている？〟

〝妹よ。俺は優しい兄だと思うが俺が仕事してるときにそんな羨ましいことさせるわけがないだろう〟

〝だよね。じゃあ何なのよこれ！〟

〝ゲームに出てくるモンスターだよなあ〟

　もう敵と言っていいのか分からない〈それ〉は警官隊を無視して俺の方へ歩き出した。銃弾を受けていくつも開いた穴は見えるが足取りはしっかりしている。

　俺の背後には谷城の家がある。

〈それ〉が走り出している。走れたんかい。本気出してなかったのか。

　思考を妹と話す速度に合わせた。接触まで二〇秒はある。考えるだけなら十分な時間だ。身体からだが追いつくかは微妙だな。

〝お兄、どうする〟

〝拳銃弾の運動エネルギーより多くのエネルギーを与えればいい〟

〝アサルトライフルとか、対物ライフルってこと？〟

〝いや飛び蹴り〟

　壁に体当りすれば死ぬくらいの速度を出せる靴でダッシュして飛び蹴りした。助走は足りてないが重さとパワーは十分だ。蹴っ飛ばしたら〈それ〉は大きくよろめいた。人間だったら軽く死んでいるが、丈夫なやつだ。骨まで丈夫なのか。

〈それ〉は俺を敵として認識したようだ。きしんだ唸うなり声ごえを上げるが声は小さい。声帯が会話するようにできてないのかもしれない。

　俺は着地直後にダッシュして離れる。関節技が効くかどうかは分からない。それより飛び蹴りを何度か仕掛けるほうがいい。

　見た感じ機動力は俺のほうが高い。小回りも効く。ここに勝機はある。問題は捕まったり一撃食らったりしたときに無事じゃすまなさそうな事だ。

〝お兄にい、なんで戦ってるの！〟

〝俺の方に興味が移ってくれるようなら誘導する。それじゃなくても警官が近接戦が有効と思えば道はある〟

〝警官は近接戦でやられているんだよ〟

〝マジか。日本の警察は凄すごいな。それで士気崩壊もせずにつかず離れず包囲してたのか〟

〝私からすればお兄の方が信じられないよ！　逃げて、今すぐ逃げて！〟

〝お前の維持費がある〟

〝そんなのどうだっていい！〟

〝そう思えるなら、お前が生まれてすぐに電源切るなりしてたよ。俺も、母さんも。もちろん父さんも〟

　敵は学習したのか正面から俺に掛かってこないで円弧を描くように動き出した。すぐに道の端に当たる。警官が間延びした声で俺になにか言っている。俺は再度ダッシュして再度の飛び蹴りをかけた。塀ごと〈それ〉がぶっ倒れる。行けると思ったが着地に失敗した。足腰に負担がかかり過ぎて悲鳴を上げている。こりゃまずいな。

　起き上がる〈それ〉が、にやりと笑ったように見えた。

　妹が悲鳴を上げた。

　と思ったら〈それ〉の頭が爆はぜた。横から飛んできた銃弾だろう。下顎だけが残って舌を動かしている。それもすぐに終わって音を立てて倒れた。即死だ。

　銃弾の飛んできた方を見る。谷や城じよう家の斜はす向むかいにあるお屋敷の屋根の上から、対物ライフルを伏ふく臥が姿勢で構えている人物がいる。黒服、いや黒スーツだ。ちゃんとスポッターもいる。

　警官隊は呆あつ気けに取られたあと、俺を無視して〈それ〉とお屋敷の方に二分していった。まあうん、化物が違法かどうかは分からないが、それに飛び蹴りするのは適法だし、大口径の対物ライフルを使うのは一〇〇％違法だろう。俺が一旦無視されるのは分からんじゃない。そもそも怪物と対物ライフルのインパクトがありすぎだ。

　というか、あのお屋敷なんなんだ。いくら金持ちだからって対物ライフルなんか持っているものなのか？

　警官の事を笑ってられない。俺も思考がフリーズして変なことを考えていた。取りあえず撤退。雨に濡ぬれてるし、足腰はすぐ治療に入らないとまずい。

　撤退しつつ思ったのは〈それ〉のこと。

　笑うということは知性があったのか。それが妙に気になった。
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　勝った。

　顔を真っ赤にして逃げていく田た中なかを見て、私はそう思った。

　前から、そう、出会った瞬間から私の事が嫌いじゃないということは分かっていた。私の事が好きなんだろうな、と、思わなくもなかった。

　でも田中は子供過ぎて、友達だろとかそればかり。

　ガキ、ガキ。めちゃガキ。

　でも違った。田中は私に気持ちを隠していたんだ。出会ってまだ短いし、自覚も薄かったのかもしれない。

　これで自覚したよね。

　勝った。

　思わず、拳を握った。ただの勝ちじゃない。大勝利だ。自分の魅力やこれまで磨いてきたものが全部肯定された気がして、震えた。

　嬉うれしい、嬉しい、嬉しい。

　今までいろんな人に告白されたけど、こんな気持ちは初めてだ。これまでなんか怖いとか、私の事をなんだと思っているとか、そんなのばっかりだったけど、今回は違った。

　家に帰ってベッドにダイブ。余韻を噛かみ締しめてゴロゴロする。

　弟の蒼そうが、外で物音がすると走ってきた。

　一瞬緊張して窓から外を見る。警察の人が見回りをしているみたい。大丈夫だよと蒼の頭を撫なでて、またベッドに戻った。

　今日の私はあと五〇回転くらいのゴロゴロが必要だ。

　田た中なかは明日どういう表情するかな。想像するだけで楽しい。

　雷が鳴っていると蒼が言う。夏も近いからねと言って追い返し、追いゴロゴロして田中のことを考えた。

　そうか。メッセージ。あいつスマホから私に告白するかもしれない。充電しなきゃ。

　そう思ってスマホをカバンから出して、田中と連絡先を交換していないことに気づいた。これだから元山やま口ぐち県民はいけない。え、バカなの？　このまま明日あしたまで私待つの？　顔とか崩れたら責任取らせちゃうよ？　グズグズかもだよ？

　いけない。いけない。冷静にならないと。

　勝っただけではだめだ。完勝しないといけない。そうでないとすぐ手とか繋つないでくるに違いないから。

　まあ、それくらいならいいけどね。

　蒼がうるさい。

　田中がモンスターと戦っていたと興奮気味に語っている。あーはいはい、良かったね。

　ていうか、さすが姉弟というべきか、蒼は一発で田中を気に入ったみたい、まあ私は一発じゃなかったけどね。
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　俺はそのまま撤退した。警察が大規模に動くのは確かで敵が何であれ動けはしないだろうという判断だ。動いたところで今度はもっと効率よく駆除されるはずだ。警察の特殊部隊ＳＷＡＴには狙撃銃があるし、それで火力が足りないなら自衛隊もある。再度の攻撃は難しいだろう。

〝それにしても変な話だ〟

〝お兄にい、あんなモンスターが出ている時点で変も何もって感じ〟

〝そうなんだけどな。なんというか、戦略がない〟

〝考えがないってこと？〟

〝たまたま自然発生したという線は無視していいだろ〟

〝ということは、人為的だってお兄は言いたいわけね〟

〝相手が人かどうかはわからないが、恣意的ではあるだろう〟

〝恣意的とするならあのモンスターが、あの日あの時あそこにいたのはおかしいってことよね。でも、モンスター並に常識はずれの考えで動いてた場合は？〟

〝もし人間の目や考えを気にしない存在なら、とうの昔に人間に痕跡を見せているはずだ〟

〝おー。お兄あったまいーねー〟

〝世間一般じゃお前のほうが頭いいはずだぞ〟

〝んー。計算能力はね。で、それで？〟

〝それだけだ。今回の件がそもそもテストの項目なのかも自信がない〟

〝え、でも自由戦士社だよ？〟

〝その自由戦士社だからだ。こんな金になりそうな案件、試用期間にすらなってない俺達を使うわけがない。民間軍事企業にすれば新しい脅威は仕事の種でしかない。いい宣伝材料になるだけだ。モンスター対策に弊社と契約を！　だな〟

〝んー。じゃあ、お兄ぶつけてデータ取ろうとしてたとか〟

〝その可能性もありはするが、俺の訓練に掛けた金を投資するには微妙だな。得られたのはドローンの映像と俺の証言だけだ〟

〝じゃあどういうこと？〟

〝何も分からん〟

　事務所に戻るとそのまま病室に連れて行かれて治療を受けた。取とり敢あえず冷やせ固めろ全身ギプスというか、アイシング、つまり冷やす。そして固定する。最終的には湿布を貼るという。野球選手というかピッチャーが投球後に受けているようなやつの全身版だ。控えめに言ってミイラって感じで病室で寝転んでいたら、そのうち大量の椅子が運ばれてきて、たくさん大人がやってきた。普段は多た摩まのトレーニングセンターにいる老師までいる。

　皆一様に真面目な顔だ。

　老師が英語で言った。

「妹さんは居るかね？　接続しているかという意味だが」

「瑞みず穂ほならええ。イヤホンマイクで通話中です」

　俺も英語で答える。日本語じゃないということは本国出身のお偉いさんもこの大人の中に混じってるということだ。ひょっとしたらリアルタイム中継されているのかもしれない。

　老師は言う。

「それは良かった。一緒に話が聞きたい。捕捉があるなら折おり原はら、君が通訳してくれ。それでさっそく本題なのだが、あのドローンの映像だ。あれはディープフェイクではない？」

「はい。当然ながら」

　老師はシワ深い顔で頷うなずいた。

「信じ難がたい話だ。同時に会社としては最大限情報を集めておきたい」

　そう言って、老師は少し考えて口を開いた。

「今の所、情報を集めて何になるのかは分からんがね。会社としては人を派遣している以上二度目は知らなかったでは許されない。対抗手段もなしにオペレーターを送るのもなしだ」

　この説明は親切というやつだろう。普通ならいいから話せと命令するだけだ。

「次があるとは思いたくないですが」

「それすら今は分からん。だから情報がほしい。生き物で間違いないかね」

「はい」

「虎やライオンが皮膚病に掛かっていた可能性はあるかね？　多くの化物の目撃例は、動物の皮膚病であることが多い」

「ありません。哺乳類のようでしたが六本脚でした。ただ付いているだけのものではなく、ちゃんと動いてました」

「映像に間違いはないと。昆虫ではないというか、大きさ的に外骨格ではないだろう」

「はい。対物ライフルで撃たれて吹き飛んだ頭を見ました。骨が入っていますし、血も赤です」

「退治したという対物ライフルの種類は分かるかね。プロテクションの前に習ったろう」

「傭よう兵へいとしてはそうですね。はい。あれはＴＡＣ50です。民間仕様に見えました」

「距離は？」

「四〇〇ヤードです」

「対物ライフルには近い距離とはいえ一二・七mmなら倒せる程度のモンスターを誰かが作るとは思えないというか、そんなマーケットはないと思うが、戦ってみてどんな感想だったかね」

「慣れれば怖くないと思いました。適切な火力があれば、ですが」

「そうだな。ここまで完全にビデオを見て我々が得た結論と同じだ」

　俺の考えは正しいというか、少なくとも大勢の専門家と同じってことだ。それは貴重な話だな。俺は疑問を口にした。

「テストに関係するなら黙っていてほしいのですが、目標を狙ってた連中と関係しているんでしょうか」

「ないなあ」

　老師はそう言って苦笑いした。

「日本の小火力ヤクザに何ができる。まあ。テストについては心配しないでいい。悪くても場所と目標を変えて再テストだ。良ければそのまま合格だな」

「三日しかやってませんよ」

「暴力団の存在に気づいて潰していたろう。あれで本来なら合格だ。簡単すぎると言うなよ。普通はこれが適切な難易度だ」

　老師は優しく言って話を締めくくった。

　その後はベッドで大人しく寝転ぶ事になった。四時間はこんな感じらしい。会社は人間を消耗品と捉えているが、それ故ゆえに大事に扱おうとはしていた。

〝お兄にい、良かったね〟

〝どこがだよ〟

〝どこがって、テスト合格しそうじゃん〟

　それが問題だと言えずに、俺は黙った。

　これでテスト合格になれば谷や城じようと俺の連絡や関係は途切れる。

　まあ、関係が途切れるのはいい。最初からそれは織り込み済みだ。

　問題は彼女の身の安全が現時点で確保されていない事だ。詰んでいるように見える彼女の人生もどうにかしたい。二度と会えなくなるのは我慢できるが、彼女が不幸になるのは我慢できそうもない。

　俺は天井を睨にらんだ。

〝お兄、あの女のこと気にしてる？〟

〝目標の身の安全を気にしている〟

〝それって好きってこと？〟

〝なんでそうなる。そもそもなんで泣きそうな声なんだよ〟

〝泣いてない。大事な事なんで二回言います。泣いてない〟

〝そうか。こう言えば分かるか。俺は中途半端が嫌いなんだ〟

〝高校行きたくないって言ってたのに？〟

〝金が掛かるからな。まあ、それとこれは別だ〟

〝でもどうしようもないよね。目標はお金持ってないし〟

〝そうだな〟

　物事とはままならないものだ。どうしようもないのか？





　＊






　そのままよく眠れずに朝になった。プロ失格だ。

　自分が甘いところやミスしているところがいろいろある。ちゃんとメモして直していかないといけない。

　結局のところ、本物のプロテクション、プロというのは問題を潰し続けた先にあるんだろう。抜かりなく、隙がない、そんな存在だと思っている。

　そんなやつがいるのなら、攻撃側としてはさぞやりにくかろう。そんな人間になりたいもんだ。

　医者に健康チェックを受けて怪け我がは問題ないがメンタルがダメージを受けていると診断を受けた。

「モンスターと戦ったんだから当然でしょう」

　実際は違うのだが、医者はそう言ってカウンセリングを勧めてきた。

　カウンセリングする相手はいくつか選べて。その中には老師の名前もある。俺はこれ幸いと老師と話すことにした。トレーニングセンターを卒業したあとも度々世話になっていて、自分はまだ未熟だなと思い知った。

　とはいえ、妹と話をしても揉もめるであろう谷や城じようの事を相談できる人間は、他に思いつかなかった。

　老師はすごい人だ。

　老師みたいに人の話を聞いて良い方向に導けるようになれば、もっと目標を……谷城を、本当の意味で守れるかもしれない。そんな人間になりたい。

　向かう目標が遠くてため息が出そう。いや、千里の道も一歩からだ。遠いから向かわないでいいという話じゃない。

　老師はまだトレーニングセンターに帰っていなかった。奥おく多た摩ままで行かないで良いのは嬉うれしい話。

　医務室から殺風景な通路を歩いてカウンセリングルーム代わりの会議室へ向かう。

　失礼しますとドアを開けると老師はにこやかに俺を見て微笑ほほえんだ。これで昔は何百人も殺したそうだ。本人は否定も肯定もしないが、多分本当なんだろう。

「モンスターと戦って、後悔があったかね」

　片目を瞑つぶってそう言う老師の前に立って、俺は頭を下げた。

「いいえ。別の事が気がかりで」

「だろうね」

　老師はあっさり言った。俺は少し驚いたあと、分かってくれているのならと口を開きかけた。

「まあ、言いたい事は沢山あるだろうし、それらは全部聞くが、最初にこれだけは言わせてくれ。この仕事をしている多くの者が、君と同じ悩みを持つ。傭よう兵へいであれ、警護であれ、やり残しというものを抱えて仕事の終わりを迎えるものだ」

「そう、なんですか」

「そうだ。まあ座りなさい。ゆっくり話そう。茶を出すよ。コーヒーなどではない、良い茶をな」

　老師はコーヒーが嫌いお茶が好きというタイプだ。俺は出された香り高い茶をすすりながら、老師の顔を見た。

「我々は金をもらって仕事をしている」

「はい」

「軍事力や防衛力の提供、我々のような者がいなければ困る者は確かにいる。一方で、だ。我々は医者や葬儀屋と同じ、世話にならないでいいのならそれに越したことはない存在だ。分かるかね」

「分かります。そんな事をこの会社で言われるとは思いませんでしたが」

「民間軍事会社こそ、そのへんを弁わきまえてないといけないのさ。社会に叩たたかれるのはいい。それもまたビジネスだ。だが叩かれすぎて死んでは意味がない」

「社会から叩かれすぎないようにするために、自分たちが悪だと弁えるんですか？」

「そんな事は言っておらんよ。顔を真っ赤にするな。少年よ」

「すみません」

　俺は椅子に座り直した。金のために人を殺すのは別に抵抗なかったが、社会から怒られないように振る舞うというのはなんとも卑ひ怯きようで許されないような気がした。冷静に考えれば人殺しのほうがよほどひどい話なのだが、そう思っても気が休まらない。

　老師は微笑ほほえんで口を開いた。

「我々が悪かどうかについては、定義次第だ。誰かの敵を倒すことは善でもある、悪でもある。それは人によるだろう」

「まあ、そうですね」

「そもそも我々を雇うのは犯罪者やならず者ではない。実際のところ、そういう手合に限って自力で戦力を整えておくものだ。政府や軍という顧客を別にすると我々の顧客はこれまで戦いの準備などしていなかった人たちだ。大体が困っており、資金も限られる。そうだろう？」

「それはそうですね。分かります」

「そういうことさ。我々は言うほど悪ではない。そもそも、出来もしない善と悪を絶対化することこそ本当の悪さ。まあ、これについては覚えなくてよろしい。話を戻すと我々は関わらないで済むならそれに越したことはない存在だ。それは分かるね？」

「はい」

「それは責められることかね？」

「いいえ」

「我々が仕事をした。成果が上がった。我々の目からすればそれは十分ではない。しかし多くの雇い主はこう言うのだ。もう十分だ、帰ってくれ」

　老師は俺の表情を確認している。俺はどんな表情をしていいのか、困った。

「雇い主がそう言うのは悪かね」

「……いいえ。単に情勢判断が正しくないからだと思います」

「そうだね。私もそう思う。彼らは一刻も早くもとの生活に戻りたいだけだ」

　俺は少し考えて、老師が俺に助け舟を出してくれていることに気づいた。

　もう十分だ、帰ってくれというのは今の状況そのものだ。雇い主と守る先が違うだけにしか過ぎない。

　俺は居住まいを正した。

「会社としては十分なのかもしれませんが、俺の思う情勢判断は違います」

「聞こうか。しかし注意して話しなさい。言い方によってはまだまだ合格とは認められず、テストが続行するかもしれない」

　老師はそう言って微笑ほほえみを深くした。つまり説明が下手でも俺は谷や城じようを守れるらしい。良い師、ありがたい師だ。俺は頭を下げたあとに事情を話した。

　話を聞いて老師は自らの皺しわ深い顎を撫なでた。

「外部から暴力団に命令した者がいる……。か。ふうむ」

「外部からの指示でないと説明が付きません」

「どうかな。私は詳しくないが、外部からの指示でも説明がつかないようにも見える」

「どういうことでしょう」

「分からないことだけが分かるということさ。しかし、ふむ……」

　老師は何事か呟つぶやいているが、俺には聞こえなかった。俺はおとなしく待った。老師の長考には意味がある。

「分かることから考えよう。折おり原はら、君はあのモンスターが目標を攻撃すると思ったかい？」

「冷静に考えればそんなわけがないと思いましたが、ええ。その時は」

「だから戦った」

「その通りです」

「あのモンスターが狙うのは普通ならどこだと思う？」

「あれが人為的な何かなら目標の斜はす向むかいにあるお屋敷でしょう」

「三みつ葉ば葵あおい家だね。会社もそう思っていた。実際対物ライフルすら準備していたわけだからね。脅威を認識して準備していたと考えていた」

「実際そうなんじゃないんですか」

　そうでもないと家に対物ライフルなんて置かないだろう。いくら金持ちでもだ。

　老師はゆっくり口を開いた。

「折おり原はら、あのモンスターは横から倒されたと言ったね」

「はい」

「モンスターがあの屋敷を狙うのなら、正面から撃たれていたはずだろう」

「俺が相手してたからでしょう。だと思いますが。違うんですか」

「その前、警官に撃たれても無視するように動いてたのにかい？」

　それはそうだ。いや、でも。

「モンスターが俺の脅威度を高く見積ったのはどうでしょう」

「君が飛び蹴りを掛けたあとからなら、そうだね」

　その前、ということか。その前は、そもそも俺はなんで交戦した。目標を守らないといけないからだ。うん？

「屋敷狙いでない？　そんな馬鹿な」

「折原。君はモンスターはまっすぐ目標へ向かっていた。だから交戦したと」

「そう、そうです。そうでした」

　老師は頷うなずくと、軽い足取りで立ち上がった。

「会社の考えていたシナリオとはだいぶ違いそうだね。この線で話をしてみよう。君が残り続けられるかは分からないが、当面情報収集のために警護がつくのは間違いない」

「ありがとうございます！」

「本当はテスト続行のほうが君にはいいんだろうが、事態が事態だ。すまんね」

「いえ、目標が守られるなら、理不尽な目に合わないのならそれだけで十分です」

「そうか。今日はゆっくり休みなさい。睡眠不足は良い仕事の敵だ」

「はいっ」

　晴れやかな気分で俺は休んだ。たっぷり睡眠をとっていい気分になった。

　起きたのは一九時だ。睡眠調整しないといけないな、

〝機嫌良さそうだね、お兄にい〟

〝実際機嫌いいからな。目標が今後もしばらく守られるというのなら気持ちよく別の任務につけるってもんだ〟

　谷や城じようを取り巻く学校関係の問題は残るだろうが、命の危険と比べるほどじゃない。俺ができる範囲の中では最高の結果だろう。老師には頭が上がらない。

〝ふぅん？　あの女に会えなくても、いいんだ〟

〝ああ。どっかで幸せにやってくれるなら、それでいい〟

〝お兄にいからラブを感じる〟

〝気のせいだ〟

〝でも私を選んだんだよね？〟

〝家族だろ〟

〝そうだけど。そうだ、フラれたお兄ちゃんを、私が色んな意味で慰めてあげようか？〟

〝嫌だよ気持ち悪い〟

〝遺伝情報なんて秒で書き換えるから〟

〝ごめんちょっと意味がわからない〟

〝お兄はいつか女の人に刺されると思う〟

〝銃で撃たれるよりは対処が簡単そうだな〟

〝そういう意味じゃない〟

　妹と軽口を叩たたきあう、よそから見れば笑顔で舌打ちをしまくっている俺のところに、老師が近づいてきた。相変わらず足音が聞こえない。

「老師、昼はありがとうございました」

　老師にしては珍しく、微妙な表情だった。

「ああ、うんそれについてか、あるいは関係ないのか測りかねているんだが、話が来てね」

「どんな話ですか？」

「君を雇いたいという話だ」

「え。俺を指名ですか」

「そういうことになるな」

〝お兄、デビューの前なのに？〟

〝テストは合格してるみたいな話だぞ〟

〝それでも〟

〝まあそうか、聞いてみる〟

「老師、俺、テストに合格って話にしても、まだなんの実績もないんですけど。というか、どうやって俺を知ったんですか？」

　老師はもっともな質問だと頷うなずいて見せた。

「それが、声をかけてきたのは、モンスターと交戦した近くの場所にある家でね」

「あの斜はす向むかいのお屋敷というか、豪邸ですよね」

「そうだ。我社としても頭が痛い。一体どこをどう調べたら、折おり原はら、君が我社の社員であることが分かるのか」

〝私と同じくらいのクラッカーだったりして〟

〝それはゾッとしない話だな〟

「妹さんはなんと？」

「情報技術者かもしれないと。証拠があっての話じゃないと思います」

「会社の方もその線で痕跡を洗っている」

「うちの会社は相当クラッキング対策しているんでしょう？」

「そうだね。我々を使う顧客はデリケートだ。情報が抜けていることを知った日には会社がどうなるか分からない。この件はモンスターどころの話ではない重要案件だ」

〝非合法な活動を引き受けてるって事でしょ。それがバレたらまずいっていう〟

〝命が狙われているという情報すら出したくない時はある。家族を心配させたくない、政治的弱点になる、色々だ〟

　俺と妹が言い合う中、老師はゆっくりと言った。

「会社には時間が必要だ」

「一度は提案というか要請に応じるわけですね」

「そういうことになる。すまないが」

「いえ。問題ありません。俺を呼ぶ意味はよく分かりませんが、別に取って食おうとかではないと考えています」
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「そう言ってくれると助かる。我社の予想ではモンスターとの交戦記録が欲しいのだろう」

「そうですね。今の所の俺の特徴ってそれだけだろうし」

　俺が素直すぎたのがいけなかったか。老師はしかめ面で口を開いた。

「ユニークという意味では君の妹が狙い、という線があるぞ」

「妹狙いなら直接叩たたいてくると思います。妹は過去、個人や外国から何度も攻撃されているんでそこは大丈夫というか、慣れています」

　妹が超級ハッカーになったのは存在がクラウドにあるからではなく、自衛のためだ。幽霊と話してみたいという失礼なイギリスのハッカー少年から宗教的理由で攻撃をかけてくる中東の団体、不老不死を求める独裁国家、現在進行系でいくらでもある。その全部と妹は戦わないといけない。自分自身を守るためにだ。

　老師は、頭を下げた。

「そうか。例えが悪かったな。この業界では素直なことは美徳ではない。あまり言われるがままに利用されないことだ」

「分かりました。肝に銘じます」

「そういうところだぞ」

　老師はそう言って心配してくれた。

　それで、翌朝に谷や城じようの家の斜はす向むかいへ向かった。

　素通りする谷城の家を見て不思議な気分になる。あそこを自分が守れないという状況に違和感がある。

　谷城は元気にやってるのかな。頑張れよ。

　車も通れる大きな門を抜けて敷地へ。

　案内人に連れてこられたのは庭だった。外見から想像する通りの広い日本庭園だ。池もあれば小さな土盛もある。これは何かを模して庭が作られているんだろう。

　山は富士山、とすれば池は琵び琶わ湖こかな。形は似てる気がする。

　気づけば日傘を降ろして一人の女性が俺を見ていた。長身細身の和服姿だ。見事な振り袖だがこれきっと何百万円もするやつだろう。偏見かもしれないが。

　それにしても立ち姿も顔も綺き麗れいなお姉さんだ。緑の黒髪、とはこういう事を言うんだろう。艶がありすぎて緑に見える。

　どうにも俺の前に立っているのが間違っている気がして、居心地の悪さを感じてしまう。気品ってやつか。これが。

「私はあなたを、面白いと思いました」

　その綺麗なお姉さんにそう言われて、俺は返事に困った。三ｍでは近すぎたのか、痛いほどの視線を感じる。

　それで二歩下がって、周囲を見た。狙撃まではいかないにしろ、銃で狙いをつけられているというのはありそうな話だ。そこまでされてお近づきにならなければならない話じゃないだろう。

　見ればお姉さんは動揺している様子。これも不思議な感じだ。

「どうか、なさいましたか」

「ええ。まあ色々と。取とり敢あえずもう数歩離れてみます」

　きれいなお姉さんが当惑している。それでもやっぱり綺き麗れいなんだな。なるほど。

「何な故ぜ、でしょうか……」

「視線が気になって。警護だとは思うんですが、さっきから凄すごい見られてて」

「凄い、のですね」

「え？」

「あなたが」

　凄いってのはその和服だと思いますよ。と思ったが何も言わなかった。失礼になるかもしれない。いや、たぶん失礼だろう。褒めるとき値段から入るなとは妹からよく言われる。

「そうですか。会社経由で指名連絡してくるってことは、どうやってか、俺の事は調べているんですよね」

　違和感ありすぎだ。俺の事を面白いとか言っておいてこの反応はおかしい。一貫性がない。

　俺は更に下がって本格的に周囲を見た。あの茂みが怪しい。

　鋭い目で見ていると、茂みが揺れて中からちんちくりんの金髪幼女が飛び出してきた。頭に葉っぱをつけて高笑いしている。

「くくく、よくぞ我が視線に気付いたな。面白い、本当に面白いぞ」

　近年ラノベでも見ないような悪役っぽい事を言って幼女は言った。服は安物ぽいし、そばかすもあるし、金色の髪はボサボサだが、悪くはない。むしろいい。

　皆無な胸を張って歯をむき出して笑うあたりは綺麗なお姉さんより好感が持てる。違和感がないというか、自然だ。

　ああそうか、あの綺麗なお姉さんはこの屋敷のベースラインとずれているんだな。となればあれは変装か。で、こっちの幼女は普段からこの屋敷でこんな感じのことをやっているんだろう。

　お姉さんは幼女に近づくと、かいがいしく幼女の頭についた葉っぱを取り除き始めた。

　そこに違和感はなかった。おそらくは本来そういう関係性ということだ。となれば、この幼女がボスなんだな。

　幼女は世話をされながら、大きく口を開けた。

「いかにもワシが！　三みつ葉ば葵あおい千せんである！　面白き男おの子こよ！　来たりませ！」

　周囲を見る。監視はされているが止めが入ったか、銃は向けられていない。それで俺はちんちくりんの幼女に近づいた。

　しゃがんで視線を合わせる。

「君が俺を呼んだのか」

「そうじゃな。ちなみに横にいるのが……」

「影武者の久ひさ木き慈めぐみと申します」

「自分で影武者と言う人を初めて見た」

　そう言ったら、千せんは得意げに笑った。

「ククク、そなたは知らんようじゃの、前まえ田だのおじ様のご先祖の弟に前田慶けい次じという男がおって、戦場で自ら影武者であることを叫んだことがあるのじゃ」

「いきなり雑学ぶっこんでくるなこの人は」

「ためになったじゃろ!?」

「まあ、確かに」

　そう言うと、いかにも良い笑顔でニシシシ、と笑われた。思わず頬ほおを引っ張りたくなる、そんな笑いだった。

　思わず俺も笑顔になっていたらしい。このちんちくりんが纏まとう空気には、人を笑顔にするような、そんな力がある。

　すごいな。俺の想像するどんなお嬢様とも違うが、この人が一番本物感ある。不思議と神秘を感じる。

　神社のご神木かなにかを前にする気分で、俺は口を開いた。

「用件は？」

「うむ。単刀直入に言う。我がものとなれ、男おの子こよ」

　ほんとに悪役みたいなことを言い出したよこの人。

　どうだ。と言わんばかりの顔に思わずデコピンしたくなる。無邪気で悪意がない感じは、俺が金持ちに持つイメージと全然違って好感が持ててしまうし味方したくなる。これがカリスマってやつなんだろう。金持ちが金持ちである理由と原因が分かるような気がした。

「いいね。と言いたいが、俺みたいなガキでもしがらみってものはあるんだ。仕事なら引き受けられるが、所有は無理だ」

　幼女は俺の顔をマジマジと見た。

「お前はすごいのう」

「なにが？」

「何も知らねば笑い飛ばす。知っていたら我が提案にすぐ飛び乗ろう。どちらでもないというのは、中々にすごいことだぞ」

「よく分からないが、そりゃ褒め過ぎだよ。俺はあんたの家がどんなものか知らないし、君を笑い飛ばすには君に力がありすぎる」

「力とは？」

　今度は彼女のほうが不思議そうだ。

「思わず言う事を聞きたくなる」

「はぁ？」

　ちんちくりんこと千せんにとって、俺の言葉は違和感あるものだったらしい。自覚がなかったのかと思っていたら、両手を包み込むように握られた。千の横にいた影武者のお姉さんが俺の手を握って目を輝かせていた。

「お分かりになりますか。うちのお嬢様の魅力を！」

「魅力というかカリスマというか、あれ同じものかな。ええ、分かります」

　俺とお姉さんは同時に口を開いた。

「これで嫌いや味みがないんです」

「あれで嫌味がない」

　お姉さんは笑うと子供みたいだった。はしゃいで、ですよね、ですよねと我が事のように喜んでいる。

「屋敷に仕える全員がそう思っておりますっ」

「ええい。ワシを無視して何を盛り上がっておるか！」
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「あ、すみません」

　お姉さんは下がっていった。千せんは恥ずかしかったのか、わざとらしい咳せきをして片目を開けて俺を見ている。

「ワシの家を考慮することなく、我が言葉でうっかり受けそうになったと？」

「ああ。危なかった」

「どうもお前はその、愚か者だと思うぞ？　ワシはこの通りちんちくりんだ」

「まったくだな」

　自分で言っておいて、相あい槌づちを打ったら睨にらまれた。こいつも妹や谷や城じようみたいに面倒くさいらしい。

　俺はフォローする事にした。

「しかしまあ、人を従わせる力はあるように思った。影武者のお姉さんと比べると、やはりというか本物感があるな」

「世辞はいい。世辞はいいから」

　耳まで真っ赤にして千は言った。この天てん真しん爛らん漫まんさからいって、さぞ普段から愛されているんだろうと思ったが、そうでもないのか。だとしたら凄すごいな。どんな人生送ったらこうなるんだろう。

「世辞じゃないんだが。まあいい。用件はそれだけか？」

「ワシの部下は嫌か？」

　涙目で言われると悪いことしている気分になる。

「嫌じゃない。が」

　俺は周囲を見た。

「あの屋根にも、そこの茂みにも、二階の窓からも、現時点で、あんたをすごい人数が守っているじゃないか。ようやく見習いが取れそうな俺をあえて雇う気が分からない。そこの影武者さんも結構できるはずだ。情報提供って話ならともかく、あんたの利益が見えない。こっちも商売でやっているんだ。そっちに損をさせるわけにはいかない」

「あの化物と素手で戦う勇気、それを評価している」

「武器があったら使ってたよ」

　んじゃ、と、俺は去ろうとした。長居すると提案を受けてしまいそう。俺は幼女に弱いのかもしれない。

「斜はす向むかいの家を守らせてやると言ったら？」

　俺は戻ってきた。千は勝者の顔をしている。

「それがしがらみ、だろう？」

「ああ。なんで分かった。老師にしか言ってないのに」

「あの時の戦いぶりを見ればわかる。男おの子こよ。そなたの誠実さも、誰よりも熱い心も。これを金で買えるなら安い。今がどうあれ、お前を買ったことを私は誇ることになるだろう」

　千せんは着古した量販店の服を着た姿でそんなことを言う。自分を着飾る金はないが影武者や俺に金を出すのは躊ちゆう躇ちよないらしい。

　面白いのはあんただよ。

「で。ワシの勝ちでよいか？」

「勝ちでいいです」

「よし詳細を詰めようぞ」

　元々斜はす向むかいなんだから一緒に守ればいいではないかと言うのが千の主張だった。学校はこれまでどおり通ってよいが夜は自分の警護をせよともいう。悪くはない話だ。しかも会社経由で金を入れるという。会社には訓練してくれた義理があるからこれは助かった。もう反対する理由がない。

〝お兄にい、また女に絡まれてない？〟

〝妹よ、世界の半分は女だ〟

〝それ最低の女たらしが言う言葉だからね〟

〝どちらかというと俺がたらしこまれた〟

〝おい〟

〝いや、ホントに〟

〝お兄が誰かのものになるなら、私、死ぬね〟

〝重すぎるポロリだ〟

〝イヤだー話し相手いなくなるくらいなら死ぬー！〟

〝仕事の契約が結ばれるだけだ〟

〝あ、それならいいかな。頑張ってねお兄ちゃん〟

〝時々妹がウザくて仕方ない。今がその時だ〟

〝残念殴れないよ？　実体ないから〟

〝妹殴るやつがいるか〟

〝まあうちはそうかもね〟

〝世間一般そうだろ。そうじゃないヤツは俺が殴る〟

　妹と話しながら久しぶりに家に帰った。家に帰れていない母を思って、早く金を入れるからなと心に誓った。

　一晩寝て、あの日々からずっと寝転んで呆ぼう然ぜんとしている父親を無視して電車に乗った。今日からまた中学校だ。高校生なのに中学に入り直しは罰ゲームだなと相変わらず思うが、心はそんなに暗くなかった。

　妹が話しかけてきた。耳元でささやくように。

〝そういえば三みつ葉ば葵あおい、だっけ。あの家と話をしたんだよね。モンスターのこと聞かれた？〟

〝いや、聞かれていない〟

〝変だね〟

〝そう変でもないかな。契約結ばれたらなんだかんだ聞いてくるだろう〟

〝最初から情報持っていて、もうお兄にいの情報とかいらないとか〟

〝その線もありはするけど、今のところはなんとも言えないな。俺の受けた感じじゃ、モンスターと関わり合いがあるような家じゃなかった。今度の雇い主は変な人だよ。嫌いになれない〟

　電車が混んできた。病気とかが流行する前は、もっと人がいたという。うっすら覚えてるけど信じられないな。

〝瑞みず穂ほ、ニュースではモンスターの件どうなってる？〟

〝一日目は大騒ぎだったけど、続報なくて今騒いでいるのはオカルト系メディアが中心かな〟

〝報道で警察はどうしていると？〟

〝謎生物の死体を研究機関と協力して調べているって〟

〝普通だな〟

〝そう、普通なの。だから話題にならない〟

〝勝手なもんだな民衆は〟

〝お兄、それ悪役が言うセリフだよ〟

〝そもそも、出来もしない善と悪を絶対化することこそ本当の悪だ〟

〝それマンガのセリフ？〟

〝これについては覚えなくていい〟

　俺はしかめっ面で言った。駅から出て、学校へ。会社によるともう新しい護衛が谷や城じようについているらしい。千せんは昼の間は護衛していいと言っていたが、その必要もなさそうだ。学校辞めてもいいかもしれない。いや、手続き上は再転校なんだろうが。

　考えながら学校に着く。遅刻直前で谷城が慌てて教室に入ってきた。俺と目が合った瞬間泣きそうな顔をして俺がびっくりすることになった。どうしたどうした。
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　田た中なかが学校に来なかった。目の前が真っ暗になって、一日何があったのか分からない。多分全部うわの空で、何も頭に入っていなかったんだと思う。

　最初に思ったのは風邪だ。昨日は雨の中、走らせてしまったから風邪にかかったんだと思った。次に思ったのはうわついていた自分がバカだって事だった。

　もうっ、運動神経良いのになんで風邪にかかるのよ！

　もちろん、この意見が間違っているのは分かっている。分かっているけど、納得していない。

　病弱って何よ。バカじゃないの、バカじゃないの、バカー！

　まあでも、一見なんでもうまくやりそうな田中の、恋したことがないことに続く弱点を見つけたのは、悪い気はしない。むしろ、いいかもしれない。看病したい。

　机に突っ伏した。頭がぐるぐるする。煙が出そう。いや、出ているかもしれない。

　田中のことをこんなに考えている自分が悔しい。

　次に思ったのが仮病だ。田中は仮病で学校を休んでいるのかもしれない。

　田中……バカなの？　逃げるってそこまでする？

　それだったらいいな。と思った。やっぱり病気じゃない方がいい。それに、ものすごく勝っている気がする。大勝利だ。田中は私にきりきりまいしている。

　元気が出てきて顔をあげたら授業終わってた。それでトボトボ、家に帰った。

　家に帰ったら、お母さんが早く帰ってきていた。家が心配だって言っている。

「何かあったの？」

「田中がモンスターと戦ったんだ！」

　弟の蒼そうは昨日くらいからそんなことばかりを言っている。はいはいと笑っていたが、モンスターが出たっていうことは間違いないらしい。ニュースサイトやＴＶでもやっていたという話。

「モンスターなんて実在するの？」

「病気になった猛獣じゃないかってテレビでは言ってるわ」

　お母さんはそう言って、顔を曇らせた。

「あそこのお屋敷で飼ってたんじゃないの？　いやねえ」

　お屋敷かぁ。

　高そうな黒塗りの車が行き来するくらいしか、あのお屋敷にはイメージがない。確か、三みつ葉ば葵あおいっていう、時代劇に出そうな名前のところ。

　家の近くで事件は起きたそうだけど、私は深刻に考えたりはしなかった。それよりメールで届いた連絡、具体的には事務所の方が警察に相談して、見み廻まわりを増やしてくれるという話の方が重要だった。

　まあでも、この事は田た中なかに黙っておこう。田中だって私を守りたいに違いない。そうだといいな。

　そして翌日、田中はまた学校を休んだ。先生が言うには風邪という話らしい。

　どうしよう、私のせいだ、見舞いに行かなきゃと思って、先生に話をしたら住所を教えてくれた。駅の向こう側と思っていたのに、全然違う場所でびっくりした。

　放課後、何をお土産にすればいいのか分からないのでスポーツドリンクと額を冷やすためのシートを買って家に向かった。するとどうだろう。渡された住所の場所は更地の空き地で売りに出されていた。

　その後のことはよく分からない。ぐるぐるして、気付いたら家に帰っていた。
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　谷城は教室で人目があるにもかかわらず、涙目で俺にどんどん近寄ってきた。

「ヤジョウ、ストップ、ストップだ。もうすぐＨＲが始まる」

「なんで家がないの？」

「はい？」

　思わず素で答えたら、谷城は何度か瞬まばたきをした。その反応は考えていなかったらしい。なんだそりゃ。

　やばいくらいに注目を集めている。まあ、そうだろう。参ったなあ。谷城をビッチ呼ばわりさせたくはない。しかし家がないってなんだ。

「えっと、家がないって、なに？　誰の家？」

「田中の家。私、お見舞いに行った」

「俺の家なんて教えてたっけ」

「先生に聞いた。そうしたら、空き地だった」

〝お兄にい、会社が学校に届けていた適当な住所がばれたんじゃない？〟

〝は？　何やってんだよ会社は〟

〝お兄にいが見舞いに行かれるような関係性を作ったりするから……〟

　谷や城じようが俺の顔を見ている。

「何で舌打ちするの」

「してない」

「絶対してた」

　いや、してないと言いかけたところで先生がやってきた。そのまま会話が途切れ、待ち時間もなく授業が始まる。谷城は机を前に涙をこらえるのに一杯一杯の様子。参った。

〝お兄、ヤバいんじゃないの？〟

〝うっかりスマホのマイク設定忘れてて外の声がお前に聞こえるようにしたことか？〟

〝え、私のせいにする？〟

〝冗談だ。泣かせているのは悪いと思ってはいる〟

〝泣かせたんだ〟

〝お前その件でヤバいとか言ってたんじゃないのか？〟

〝まー、そうなんだけどねー〟

〝なんだよその言い方〟

〝お兄どんな近づき方したのよ〟

〝普通だよ。断じて変な事はしてないぞ〟

〝変な事しないで二日会ってない相手を泣かすー？〟

〝どちらかというと舌打ちの方が泣かした理由だと思う〟

〝超高速で妹と話していると打ち明けるとか〟

〝妹よ。日本の人口一億三〇〇〇万人のうち……〟

〝今は一億一〇〇〇万くらいだけど〟

〝一億人くらいのうちに、超高速会話ができるヤツがどんくらいいると思っているんだ〟

〝さぁ〟

〝真面目に答えろ〟

〝まあ、私一人かなあ。あとお兄〟

〝事実を告げれば、お前が折おり原はら瑞みず穂ほって事がすぐ分かるよな〟

〝そうかも〟

〝そこから辿たどれば俺の身元なんかすぐだよな!?　高校生がこんなところにいることがバレる〟

〝え、じゃあお兄、女の子を泣かせたままなの？　大丈夫なの？〟

〝大丈夫じゃ、ない。やばい〟

〝そうだよねー。お兄、女の子には見境なく親切なところあるもんねえ〟

〝濡ぬれ衣ぎぬだ！　いや、そもそもそれ罪なのか？〟

〝女の子には大罪かなぁ〟

〝お前俺の敵か、それとも味方か〟

〝私は性自認が女だから女の敵の敵じゃない？〟

〝つまりどういうことだってばよ〟

〝敵？〟

〝泣きたい〟

　妹は楽しそうに笑っているが俺は本気だった。参った。全部裏目に出ているというか、高速会話は舌打ち扱い、家については大おお嘘うそがばれている。しかも感情高ぶらせて泣かして怒らせてしまった。

　どうしようかと考えることもできないうちに休み時間になった。谷や城じようは授業終了と同時に席を立ってどこかに行ってしまい、俺は解説君に絡まれることになった。

「おいおい、なんで仲良くしているんだい。僕は警告したろ？」

「下手に仲良くしない方がいいってことなら、見ての通りだよ。めっちゃ避けられている」

「仲良くしないとああはならないんじゃないかなあ」

「見解の相違だ。俺は悪くない。というか、あそこまで避けられるのも悲しいからどうすればいいか教えて欲しい」

　解説君は俺の顔を計るように見て、軽くため息をついた。

「花はな菱びしくんは、君を許さないぜ」

「そういえばそれだ。野球部くんはどうしたんだ？　全然姿を見てないけれど」

「さあね」

　解説君はそう言った後、虚空を見て、俺に視線を移した。

「警察に追われているんじゃないかなあ」

　俺はそれを聞いて笑った。中学生ぽいというか、子供っぽい考え方だと思った。

「それだったら俺たちにも情報提供を求められると思うけどね」

　結局解説君と話すだけで休み時間が終わってしまった。良くない話だ。

　次の授業になっても、谷城は現れなかった。

　一瞬ザワっとしたものの、まあそれだけで授業は始まる。それだけですまないのは俺の心の中だ。やばいとどうしようが心の中で嵐のように吹き荒れている。

〝谷城はなにやってるんだ。授業くらいちゃんと出なきゃダメだろう〟

〝お兄にいが言っても説得力ないね〟

〝独り言だ。邪魔すんな〟

〝まあでも、よかったんじゃない？　プロテクションそのものは会社から別の人が来てるんでしょ？　別にお兄が何かしないでもいいと思うけど〟

〝それはそれ、これはこれだ。だいたいヤバイとかなんとか言ってたのはお前だろ？〟

〝お兄にいは弱いもんねえ〟

〝何が、どこが〟

〝好意に弱いし、そこから背を向けられるのが心底嫌なこと？〟

〝そうかもしれないが、いや〟

　この場合嫌なのは、谷や城じようを泣かせたり悲しませていることだな。というか、俺に舌打ちされたくらいで泣くとか授業休むとか、どんだけ防御力低いんだ。もう少し考えろ。何を考えるのかは俺にも分からないが。

　頭を抱える間に授業が終わった。色んな意味で心配過ぎるので谷城を探すことにする。ベースラインは重要だが、そのベースラインを守るのは谷城のためだ。ベースラインのためじゃない。

　意を決して教室を飛び出そうとしたらポニーテールたちに阻まれた。大きく手を広げて盾になっている。

「ええと、これは……」

「谷城さんにひどいことしたんだよね!?」

　え、お前が言うのか。という感じだがポニーテールは確かにそう言った。それどころか皆、俺を非難するような目で見ている。

「そんなつもりはないが」

「谷城さん、見た事ないくらい泣いてた」

　無視して陰口叩たたいてたお前らが言うんかと再度思ったが、どうもその辺に矛盾を感じないらしい。

　妹がかわいそうと言いながら父さんを言葉で袋叩きする連中を思い出す。

　鬼でも見たか、ポニーテールたちが下がった。俺は隙間から外に出て走り出した。走るなという先生の声がしたが、今走らないでどこで走るという感じだ。

〝ああ、そうか。老師の言うとおりだな〟

〝どういうこと？〟

　そもそも、出来もしない善と悪を絶対化することこそ本当の悪だ。そう、その通り、老師は覚えなくてもいいとか言っていたけれど、本当にその通りだな。心に刻もう。

　深い海に潜る気持ちになって、マインドセットをしなおす。今必要なことは冷静さだ。

　最速で見つけるとなると頭を使うべきだろう。どこを探せばいい？

　最初に思いついたのはあの空き教室だが、俺が最初に思いつくことは谷城も思いつくはず。それで、考慮から外した。俺と顔を合わせたくないと思うのなら、別のところだろう。先生に見つからないところ、もしくは先生に咎とがめられないところに隠れている可能性が高い。

　一番ありそうなのは女子トイレ、次が保健室だな。

　女子トイレの場所は全部把握している。トイレは武器を隠すには最適の場所で、この仕事をするのなら最初にチェックしておく必要がある。爆弾を仕掛けるにもいいし、逆に篭ろう城じようをするにもトイレはいい。

　つまりトイレか。どうする。女装するか。

〝ステイ、ステイだよお兄にい！〟

〝何がだ〟

〝学校に侵入者〟

　こんな時にかと俺は舌打ちした。これが本物の舌打ちだぞと谷や城じように教えてやりたい。再度気持ちを切り替える。

〝了解した。そっちの迎撃を優先する〟

〝それがいいよ、お兄〟

〝侵入者の情報を教えてくれ〟

〝敵は二体、モンスター。裏門から二匹侵入。車壊しながら進んでいる〟

〝裏門のすぐ近くは駐車場だったか〟

〝うん。監視カメラ壊された〟

〝ドローンを出してくれ〟

〝もう出している。到着まで三分。校内の監視カメラは全部制圧しているけど、予算不足感ありあり、というか死角が多いかも〟

〝ついでだ。谷城も探してくれ〟

〝谷城？　ああ、目標だね。了解〟

　不幸中の幸いと言っていいのか、谷城が隠れていることはいいことかもしれない。俺はどう動くか。まあ、積極的な迎撃だろう。それが一番被害が減る。それで大暴れの結果学校を去ることになってもまあ仕方ない。会社は別の人材を派遣しているんだ。だったら。

　俺は裏門の方へ急いだ。間抜けな話で、俺はモンスターとの再戦を考えてなかった。武器も持ってない。

〝モンスターと交戦するが武器がない〟

〝お兄、逃げた方がいいよ〟

〝そうもいかないだろ〟

　武器がなければ知恵を絞って作るしかない。走って跳び蹴りの運動エネルギーで戦う方法は問題があるのは分かっているから、次は別のエネルギーだな。学校の勉強は役立つものだ。もちろん一番良いのは、対物ライフルを学校に持ってくることだ。

　そんなヤツいるか。くっそ、せめて軍用拳銃くらい持ってくればよかった。それもちょっとあり得ないけど。

　妹と話すつもりで思考を加速させたまま周囲を見る。まだ事態に気付いていない生徒たちがいた。

　生徒たちに警告するか、いや無理だろう。モンスターが出た、逃げろと言われて逃げるやつは現実にはそうそういないはずだ。なら、可能な限り早急に倒すしかない。階段を七段飛びで飛び降りて昇降口で靴を履く。そのまま土足で走って校舎を突っ切った。悲鳴が聞こえる。

　渡り廊下から旧校舎、旧校舎から勝手口で外に出る。車を踏み潰す形で二匹のモンスターが俺を見ていた。やっぱり例の六本脚だ。正確には六本脚に二本の腕っぽいのがある。顔は人間に似ているが、鼻が長い。人間に似ているのは目の形のせいか。いずれにせよ、有あり体ていにいってキモイ。毛の少ない獣型は気色悪い。

　俺を認識しているのか。たまたまか。今回に限っては前者の方がいい。俺は左手を前にだして手のひらでまあ、こっちにこいとハンドサインした。日本だと手の甲が上だが、老師から習ったサインは、手の甲が下、地面の方へ向いている。

　モンスターたちがにやりと笑っている。いいぞ。俺も笑顔になりそうになった。二匹して俺を取り囲むようにゆっくり動き出した。肩甲骨と言って良いのかその動きが猫っぽい。六本脚の動物と人間を組み合わせたような生き物に見える。

〝生物学で習う系統樹からは外れているな。あいつら〟

〝六本脚だから、だいぶ早い段階で枝分かれてして進化をしたのかも、まあ、誰かが作ったのかもしれないけれど〟

〝俺の妹の存在を許容できないような狭量な世界がこういう存在を許すとは思えない〟

〝お兄にいは許容できるの？〟

〝ごめん、妹ならだいたい全部オッケーだけど、他人じゃなぁ〟

〝だよね。今度から妹とモンスターを一緒にしないように〟

〝たとえが悪かった。すまん〟

〝お兄どうするの〟

〝俺たちの会話速度ならこのまま雑談しても十分な時間はありそうだが、そうだな〟

　俺は塀を見た。

〝俺を狙ってくれるのなら幸いだ。囮おとりになって逃げるさ。速度では俺の方が勝つし小回りも俺の方が利く。時間稼げば火力を持って部隊展開がされるだろう。これでなんとかなるはず〟

〝だよねー。敵はバカかも〟

〝頭良いならあんなものより銃を使うだろう〟

　訓練や飼育にいくら掛かるかは分からないが、銃の方が圧倒的に安いはずだ。

「いくぞ」

　俺は塀の上に飛び乗って自分の尻を叩たたきながら塀の上を走った。二匹は塀の下から追いかける。飛びかかろうとするが塀を壊すだけだ。俺は跳躍して倒壊していない塀の上に飛び乗った。人差し指で耳をかっぽじる。

　この辺は挑発行為として割と最初の方で習ったことだ。プロテクションの仕事は耳目を集めることに価値があるときもある。例えば目標が粗相をした時、とかだ。

　モンスターが倒壊した塀の欠片かけらを握った。

〝あ、これヤバいヤツ〟

〝ばかー！　お兄にい逃げて！〟

　モンスターが投げるつぶてを塀を盾にして避よける。冗談のように塀が壊れた。とんでもない初速で投げないとこうはならない。こいつこんな芸を隠してたのか。なんで最初の時は使わなかった？

　連続して壊れて倒れる塀と、塀に体当たりして倒壊させて俺ごと押しつぶそうとするモンスター。俺は靴底のロックを外すと一歩三ｍの勢いで逃げ始めた。あんまり離れていると囮おとりの役には立たないが、距離を取らないとあのつぶてを避けられない。しかし谷や城じようのところにいかれちゃ元も子もない。

　ある程度距離を取ってからは速度を抑えて塀沿いを走る。

　モンスターは走るのが遅いが俺がどこにいるかは把握しているようだった。センサーを持っているのか、ドローンでも使っているのか。

　というか、どうやってモンスターは輸送されてきたんだ。あのサイズを輸送するのは大変そうだ。

〝お兄、モンスターの内一匹が分離、前の方に回り込んでる〟

〝ナイス〟

　俺は横っ飛び、横の塀が倒れてモンスターが姿を見せた。そのまま飛ぶように下がる。背を向けて走る。車道に入った。叩たたかれまくるクラクションの音を聞きながら車の合間を縫って逃げ出す。モンスターたちは車に体当たりを受けながら悠然と追いかけて来た。

〝前より強くなってる気がするな〟

〝お兄、もう少し慌てたがいいと思う。速度を落としてたとはいえ、車の体当たりを受けて生きてるんだよ〟

〝今の車は歩行者保護機能でクラッシャブルゾーンを以もつて壊れることで轢ひいた人の損害を減らしている。見た目ほど痛くないはず〟

〝三台くらいにぶつかっても平気そうなんだからね！〟

〝そいつは凄すごいな。よく分からないが。最初からコイツを出しとけば、敵は目的を達成してたのにな〟

〝お兄、敵距離、三〇ｍ割ってる〟

〝分かってる〟

　バカの一つ覚えなのかなんなのか。敵は横と後ろから二匹同時に飛んで来た。俺はしゃがんでやり過ごしてそのまま小さなビルとビルの隙間に逃げる。

　この隙間じゃ敵はついて来れない。俺の勝ち、ってところだ。

〝お兄にい、挟まれた〟

　ビルの隙間の前後を押さえられている。いや、それでもいい。時間は稼げている。息を整えられるし、どれくらいかは分からないが、援軍が来るまでの時間を稼げる。

〝お茶でも飲んで一服したいね〟

〝バカ、お兄、前〟

〝お前バカと言う方がバ〟

　俺の言葉は途中で終わった。憎たらしい顔でモンスターがつぶてを握って振りかぶっている。なるほど。本体は入れなくてもつぶては投げられるな。うん。

〝お兄!!〟

　妹の叫びを聞きながら俺は上に飛んだ。幅が狭ければ両手両足を伸ばして踏ん張ってそのまま落下せずに掴つかまることができる。そのまま再度ジャンプ。もう一回ジャンプで小さなビルの屋上に転がり込む。大の字で寝そべって空を見た。心臓がばくばく言っている。

〝瑞みず穂ほ、警察かなにかに通報しているか〟

〝七二〇〇〇〇mm秒前にやった〟

[image: ]

〝一二分か〟

　頼むぜ警察。自衛隊でもいいけど。こっちは徒手空拳だ。急いでくれ。

　それにしても一二分生き延びたんだから、俺凄すごくね。

〝敵はバカだな。やっぱ銃の方が厄介だ。老師相手なら俺最長でも五分くらいで戦死判定だった〟

〝バカに殺されたらもっとバカなんだよ!?〟

　泣き声で妹は言う。声が震えている。銀髪の妹が俺に膝枕しているような錯覚に陥った。

〝大丈夫だって〟

〝お兄にいもお母さんも、いっつもそればっかり〟

　ぽろぽろ大粒の涙が落ちているような泣き声だ。俺は苦笑した。耳みみ障ざわりな音がする。壁に爪を立てて、あいつら登ってきてやがるな。

〝泣くなよ。んじゃ、もう一暴れしてくる〟

　俺は最後に一度大きく深呼吸すると飛び上がるように立ち上がった。モンスターが丁度顔を出してきた。

〝それじゃあ第二ラウンド行こうじゃないか〟

　おっとしまった。速度落とさないとあいつらには聞こえないか。

　俺は手のひらを地面に向けて来い来いと手を動かした。

「掛かってこい」

　先に壁を登り切ったモンスターが襲い掛かってくる。もう一匹はまだ壁登り中だ。

　モンスターは大きな口を開けて俺に噛かみつこうとしている。この距離で拳や蹴りじゃないのかと思ったが、生理的に嫌な感じはするな。

　老師に習ったとおりに斜め前に歩いて避よける。人間みたいな頭つけてるんじゃ死角も同じだろう。簡単に避けれる。

「知ってるか、横や後ろに移動すりゃ死角に入れるんだぜ」

　敵からすれば消えたような動き、その実単に斜め前移動をして俺はモンスターに言った。モンスターが激しく身をよじったところで顔に蹴りを入れた。そのまま後ろに飛んだ。

「どうした。図ずう体たいだけか？」

　鼻血をだしてモンスターは何事か喚わめいている。またも正面から突撃だ。俺は後ろに下がった。背後でも耳障りな壁を削る音がする。もう一匹がようやく壁を登り詰めるというところだろう。

〝待ちわびたぜ〟

　俺はモンスターの突撃を流し受けて腕を掴つかんだ。そのまま引いて壁を登り切ったモンスターに体当たり。もろとも地面に向けて落下した。

　だから谷や城じよう、泣くなよな。

　そう思った。




　意識を取り戻した。何秒経たったか。モンスター二匹がクッションになってるが、俺もかなり無事じゃない。モンスターの肋ろつ骨こつが俺の胸に突き刺さっている。なんとか引き抜いた。すげえ血が出ている。肺までは達していないと思うが自信はない。

〝お兄にい！〟

〝聞こえている。俺が飛び降りて何秒たった？〟

〝一二〇〇〇〇mm秒！〟

〝二分か。そりゃ寝過ぎだな〟

〝お兄もう許さないからね！　危ないことばっかりして！〟

〝小言は夜にでも聞くよ。状況は？　谷や城じようは無事か？〟

　妹は黙った。

　俺は止血パッドを身体からだに開いた穴に当てて、ダクトテープと包帯で縛った。止血パッドは俺の血を吸ってすぐに膨張。膨張することで俺に開いた穴を塞いだ。これで失血死は防いだ。やばい。左手が上がらない。

〝黙るという事は谷城に何かあったんだな〟

　俺は立ち上がって歩き出した。脚がふらつく。幸い痛すぎて痛みを感じない。脳内麻薬がたっぷりでている。まったく初仕事でこれじゃあ、先が思いやられるな。




　なんとか大通りまで出ると、車が一台止まっていた。リムジンタイプのオープンカーだ。テレビとかにたまに出る、優勝パレードとかに使うやつだ。

　なんだこりゃと顔を上げたら、その車の上で幼女が一人、腕を組んで立っていた。車に似合わない着古した量販店の服を着て、にもかかわらず誰よりも自信ありげだった。三みつ葉ば葵あおい千せん。俺の新しい雇い主。

「男おの子こよ。戦うのはいいとしても、二回目も素手とは感心せんぞ」

　苦言にかかわらず、千は一〇〇点満点だという顔でそう言った。俺は苦笑が出た。

「まったくだ。すまないが学校に行く。どうも俺は時間稼ぎに付き合わされていたらしい。護衛失格だ」

　千はどんな表情をするか少し困った後、顎で影武者の久ひさ木き慈めぐみさんを動かした。久木さんは俺をオープンカーのシートに押し込めると注射を打った。なんの注射かは分からない。

「シートが汚れる」

「シートを作った職人たちも誇るだろう。勇者を乗せたとな」

　千はそう言って俺の横に座った。

「車を出せ」

「学校に」

「分かっている。その注射は傷の治りを早くするが、今のこの状況では気休めにもならない」

「それでもありがとう」

「痛み止めは打たんぞ」

「上出来だ。感覚が鈍ったら仕事に支障がでる」

「私と慈めぐみに言う事は？」

「心から感謝している」

　千せんはため息をついて俺に優しく言った。

「事が終わったらちゃんと私の物になれ」

「そいつは保証する。絶対だ」

　俺はそう言った。千は俺を許すような顔を見せた。妹が時々ＣＧで作ってくるような、仕方ないなあ、という顔。妹のＣＧデータはよくできていたんだな。

　久ひさ木きさんは俺に防弾防刃ジャケットを着せる。上着だけだ。それとガンホルダー。

「後始末が大変なので、あまり使わないでくださいね」

　ガンホルダーに差し込んでくれたのは[image: ]だった。Ｍ１９１１のクローンぽいが、いい仕上げをしている。そこらのガンショップじゃ注文して一年はかかるようなやつだった。こいつは銃というより芸術品だ。象ぞう眼がんまでされている。

　俺が弾倉を取り出して弾種と残弾を確認する間に千が言った。

「問おう。あれはなんだ。なんであんなものが私の街に、東京にいる？」

「そいつについては謎だし、うちの会社も分かってはいないんだが、一つ二つ、俺が感じた事がある」

　弾の種類はフルメタルジャケットだった。別の弾も持っていきたかったが、これしか在庫はないようだった。

「話せ」

　千が短く言う。俺は応じた。

「あいつらは取るに足らないはずの小娘を執しつ拗ように狙っている」

「男おの子こが守ろうとしている娘だな。他にはあるか？」

「敵はガキだ。俺よりも。多少賢さかしいが、セオリーに則のつとってない。素人で、短絡的で、場当たり的だ。そのガキの手に引っかかってる俺も間抜けだが……」

　俺は少し間を置いた。傷口が痛かったからだ。

「俺は、いや、俺たちは敵をプロだと勘違いしていた。同じ手で二回来ないとか、戦力があるなら小出しにしないとか、そういう〝常識〟が通じると勝手に思っていたんだ」

「それは多少なりとも私たちも感じてはいるがな。しかしあんな化物を作って人知れず輸送する力をもっているんだぞ」

　千せんの言う事はもっともだ。会社だってそう考えている。一方で俺は、それだからこそ、と、感じていた。

「思考の落とし穴だな。あんな化物を作るくらいの力があるヤツは頭がいい。そう思っているから、よく分からなくなっていたんだと思う」

「犯人の目星はあるのか」

「ないが、すぐ分かると思う。谷や城じように執着する誰かを追っていけば辿たどり着くはずだ」

「その直感、当たるといいんだが」

　千は心から言っているようだった。彼女は、騒ぎの沈静を望んでいる。つまり彼女が犯人ではないということだ。まあ、性格的に犯人である可能性はないんだが。

　となれば、今一番怪しいのは野球部くんか？　バカげた推理だとは思うが、洗うべきだろう。

　頭の中に薄い霧が掛かっている。追い払うために頭を振って口を開いた。

「俺としてはあんたが答えを知っていたらと思っていたんだが」

「知っていたら、もう少しうまい立ち回りも出来ただろう。お前があれと戦っていると警察から連絡が来たときには驚いたぞ」

「警察から連絡って、どういう権力だよ。いや、なんで俺が戦っていると？」

「通報時に添付されていた映像に映っていた」

　妹のせいだった。そそっかしいやつだ。俺まで映すな。

　車が止まる。僅かな時間だったが、休んで身体からだがマシになった。

　千が明るい色の髪を風に揺らしながら言った。

「無駄だと思うが言っておく。今警察の特殊部隊が向かっている。二〇分で到着予定だ」

「二〇分守ればいいわけだな。分かった。ありがとう」

「二〇分何もしないでも、とはならないんだな」

　千は言った。俺は痛みを感じながら、笑って見せた。

「仕事で手を抜くのは好きじゃない。望んでない仕事でもな」

「だろうな。ではいけ」

　千は俺を送り出した。俺は車を降りて学校の裏門から入る。気付けば横に久ひさ木きさんがいる。

「久木さん？」

「千さまはあなたを心配しているんですよ」

　たすきを掛けて和装には不釣り合いな拳銃を持って、久木さんは俺についてきていた。

　俺はどう答えるか、一瞬詰まった。

「そりゃもう、ものすごく知って、いや分かっていますが、大丈夫なんですか。お嬢様を護衛しなくても」

「すぐに車を出して避難する予定です。それに、何かあればあなたに守って貰もらうと言っていました。折おり原はらさん」

　何もしてないのに、偉い買われようだ。

「俺、生きてる間にあの子に借りを返せるかな」

「道楽ですのであまり深く考えないでも」

　久ひさ木きさんはそう言って微笑ほほえんだ。そんな主あるじを心から尊敬している風。あの幼女すげえ。俺も笑った。

「んじゃ、二〇分くらいよろしくお願いします。久木さん」

「承知、いたしました」

　和装の美人と二人して銃を持って中学校の中を歩くってのは中々不思議な体験だ。

「今から舌打ちっぽいことしますけど気にしないでください」

「はい？」

〝瑞みず穂ほ、そろそろ機嫌直せ〟

〝お兄にいは私の言う事なんて何一つ聞かないんだ〟

〝何か俺に注文したか？〟

〝危ないことしないでって何度も言った！〟

〝今は銃がある〟

〝怪け我がしてる！〟

〝応急処置も受けた〟

〝もうやだー〟

　妹が泣いている。妹に泣かれると弱いのは兄として当然だ。俺も参った。しかし、なんとか妹の協力というか補佐を得られないと、俺はただの半人前だ。しかも怪我している。

〝あと二〇分すれば警官が来る。それまでの辛抱だ〟

〝二〇分くらい待てばいいじゃん！〟

〝二〇分で人は死ぬし、消えない傷を負うときがある〟

〝お兄が死ぬこともあるよね。消えない傷も〟

〝誰かを守れなかったと後悔し続けるよりはいい〟

〝私から見たときのお兄そのままだからね、それ〟

〝俺が生き延びるために助けてくれ〟

〝バーカバーカ！　お兄なんて……〟

〝お前を可哀かわい想そうと言いながら父さんを叩たたく、そんな奴やつらと俺は違う〟

〝……意味分からないよ。お兄バグってる〟

〝徹頭徹尾やり遂げるんだ。親切にするなら親切にする。仕事をするならやり遂げる。それがやつらと俺の違いだ。俺はそう思って今までやってきた〟

〝……。勝率低かったら撤退して貰もらうから。絶対だから。それが受け入れられないなら私、死ぬね。自分をデリートするプログラム走らせる〟

〝そんなことはさせない。分かった〟

　勝率なんて言う前から低いだろ。とは思ったが、黙ることにする。一〇％くらいまでなら黙っててくれそうだ。

　それにしても。まだ見ぬ敵が戦力の出し惜しみをしているとは思わないが、一匹でダメならじゃあ二匹的な大おお雑ざつ把ぱさは感じる。つまり、敵は余裕がある。どういう仕組みか分からないが、モンスターを簡単に増やせるんだろう。

〝谷や城じようは見つかったか？〟

〝まだ。カメラの死角にいるみたい〟

〝それ以外の生徒はどうだ。把握できているか〟

〝今日登校している三七二人のうち、分からないのは六人〟

〝多いか少ないか。一番怪しいのは？〟

〝行方不明じゃないけど、怪しいのが一人。校庭から生徒が歩いて来ている〟

　俺はその言葉を、そのまま久ひさ木きさんに言った。久木さんは頷うなずいて、俺の横に並んだ。

「暗号通信、でしょうか」

「ほぼ正解です」

「それで本社から指示を？」

「いえ、妹です。妹は、人間としては世界一思考が早いんで」

　今もただ生きるだけでリアルタイムでスーパーコンピューターの計算リソースを少なくない量使用している。うちの借金がかさむわけだ。だがその計算力が力になるのも確かだ。

〝お兄にい、五七ｍ先の窓から見える。正面〟

　俺は歩いて廊下を見た。生徒の姿がないのは、授業中だからというより、避難したんだろう。まあ、あんなモンスターが出てきて敷地に入ってきたとかいうなら、教室待機くらいはするよな。窓に鈴なりとかになってなくて助かった。

　窓から見えたのは野球部くんこと花はな菱びしだった。数名の教師に囲まれている。なだめているように見えるが、野球部くんは無視して歩いている。

　いや、あれを野球部くんと言っていいのか。

　俺の目から見た野球部くんは、半ばモンスターとなっていた。頭が一個増えて脚も一対増えている。頭が二つに増えたせいか、元々の首はねじ曲がって何事か独り言を言っている。

　あれを囲んで説得しようなんて、日本の教師すげえ。頭おかしいんじゃないか。

〝瑞みず穂ほ、あの怪しいのはなんと言っているんだ？〟

〝俺じゃない、信じてくれ。だと思う。あと、谷や城じようなら分かるって〟

〝なるほど〟

　俺は、俺の横で険しい顔をしている久ひさ木きさんを見た。美人ってやつは険しい顔も絵になる。

「久木さん、あいつは放っておきます。次行きましょう」

「ええ？」

　俺の目的は第一に谷城を守ることだ。それに、あのモンスターはまだ暴れていない。元に戻せるかは分からないが、できれば戦いたくなかった。

〝瑞みず穂ほ、聞こえているな。あいつは無視する〟

〝目標を探すわけね。カメラの死角はトイレと空き教室だよ。学校の中にいるなら、そのどこかにいるはず〟

〝サンキュ〟

　一周回って俺はあの空き教室に向かって歩き出す。

　自分の間抜けさを笑いたくなる。

　谷城はじっと、俺の事を待っていた。多分そうなんだろう。

　走りたいが、無理はできない。血は滴ってないが、血が足りない感じはする。あと一戦ほんとに出来るか自信がない。

　それでも階段を上る。息を整える。銃があって良かった。銃を撃つぐらいならなんとかやれるだろう。

　久木さんが俺に肩を貸しながら口を開いた。

「どこに行けば良いのか、分かるのですか」

「多分。外れたら恥ずかしいんですけど」

　そんなやりとりをして歩く。誰ともすれ違わなかったのは良かった。もう、すぐそこだ。

「ここまでで大丈夫です。肩を貸してくれてありがとうございます。久木さん。俺が先に突入します」

「その、女性を助けに行くというところでしょうから私を連れて行くのはどうかと思うのですが、それでも同時に行った方が良いのではないでしょうか」

「いえ。敵に、久木さんは知られてないので。俺が先に行って気を引きます。できれば奇襲で制圧してください」

　それなら、にわかの連携でもなんとかなる。俺がそう告げると、久木さんは納得した。

「そういうことならば分かりました。後ろはお任せください」

〝お兄にい、分かっているよね？〟

〝分かってるって〟

　俺は突入した。陰からスライドドアを開けて両手で持った拳銃を向ける。

　これで居なかったら恥ずかしいどころじゃないが、いた。

　それで俺は狙いをつけながらちょっと笑った。笑ってしまった。

　間に合ったようだ。

　壁際に追い詰められていた谷や城じようがこっちを見ている。

　それと、解説君。

　解説君かあ。

　解説くんに詰め寄られて教室の隅にまで後退していた谷城が俺を見て、息を飲んだ。

「助けに来たぞ……祥しよう子こ」

　俺が言うと、谷城祥子が息を止めるのをやめた。

「た……田た中なか？」

「遅くなってすまん。色々あったんだ」

　次の展開は俺も解説くんも予想だにしていなかった。

　谷城は俺の胸に飛び込んできて抱きついたのだった。

「ちょ、おま、戦闘中だぞ！」

「田中、田中……田中っ！」

　一瞬久ひさ木きさんと一緒に突入すれば良かったと思ったのは内緒だ。

「いや、だからな……」
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　泣きじゃくる谷や城じようの頭を撫なでて、俺は痛みに顔をしかめ……るのは必死に耐えた。これ以上泣かすわけにもいかない。

「助けに来たんだから、許してくれ」

　俺はそう言って、解説君を見た。さりげなく俺の後ろに谷城を隠したいのだが、中々離れてくれない。

「解説して貰もらうぜ。解説君」

　俺がそう言うと、谷城に襲い掛かろうとしていた解説君は笑い出した。朗らかな笑い、ではなく、怒りの感情が爆発したような不安定で歪ゆがんだ笑いだった。

「おかしいだろ！　なんで君なんだい!?」

　俺はようやくしがみつく谷城を背に隠せた。

「なんのことだ」

「先輩や花はな菱びしくんより君の方を先にやっつけておくべきだったということさ」

「なるほど。どういう方法で化物を作っているのか、教えて貰うぞ」

　俺は銃を向け、手をあげて床に伏せろと言った。谷城が従いそうだったので違うそうじゃないと言う。

「谷城はじっとしていてくれ。頼むから。あと、目を閉じていろ」

「なんでそんなの持ってるの。それ銃でしょ」

「親切な幼女に貰ったとか言っても信じないだろうが、最近変なことが連発しているみたいでな。いいから」

　解説君は指示に従わず、俺を睨にらんでいる。谷城と俺が話しているのが気にくわないようだ。

「僕の力を楽しんでくれたかい？　田た中なかくん。だから言ったろ？　谷城さんには近づくなってさ」

「僕の力ってやつはモンスターの話か」

「そうさ。ちょっとしたものだろう？　あはは」

　そうか、野球部くんをモンスターにしたのも、先輩とやらを殺したのも、谷城を好きだったからか。

　そんなんで人殺したり化物にしたりできるのか。

　ガキのやること、というには重い話だ。というか、ガキに力を持たせるとろくでもない。俺もガキだからよく分かる。

　解説くんは口を開いた。

「そんなおもちゃで何するつもりだい？　田中くん。僕の力の前では……」

　俺は二発撃った。解説君の腹と胸だ。フルメタルジャケット弾じゃ未成年の身体からだなんか簡単に貫通して即死にはならない。なので、二発撃ったし、安心して撃った。重要臓器は外した。

　殺すのじゃなければ妹も面倒臭くない。良かった良かった。

　後ろの壁に穴を開け、血で汚して、解説くんは自分の腹を見た。信じられない事をされた顔で俺を見た。

「な、なんで」

　胃に血が入ったか、血を吐きながら解説くんがそう言った。

「別に今聞かないでいいんだ。今度頼むよ」

　俺も身体からだに穴が開いていて、もう一戦する元気がなかった、ともいう。俺は荷造りの結束バンドを使って解説くんの親指を拘束した。後ろ手に縛って親指を拘束すると、基本的には何もできなくなる。必要なら脚を撃つ。運ぶのが面倒臭いんでやらないが。

　谷や城じようは目をぎゅっと瞑つぶって小さくなっていた。怖がらせたのは悪かったが、この状況だ。仕方ない。中々、ドラマのヒーローやヒロインみたいにはなれないもんだ。

　もう奇襲もいらないだろうと久ひさ木きさんが出てきた。俺を非難がましい目で見ている。

「警察に渡しますか。それともそっちで引き取りますか」

　俺が言うと久木さんは若干呆あきれた。

「もう少し、遠慮のある方だと思っていました」

　あげくに、そんなことを言う。俺としては残りの体力や脅威を見て、プロとしてきっちりやったつもりだったんだが。それともガキに力を持たせるとろくでもないとでも思ってるんだろうか。だとすれば、まったく同感だ。

「今できることで一番を選んだだけですよ。それで、どうします？」

「千せんさまは警察に引き渡してもうちの庭みたいなものだから特に問題ないとおっしゃってました」

　マジか。上級国民すげえ。

　俺が表情に困ってると、血を吐きながら解説くんが大声で笑い出した。

「がふっ勝った……がふっつもりがふっ……か……」

「喋しやべらない方がいい」

　親切でそう言ったんだが、伝わらなかったようだ。解説くんは、くそくそくそから始まって呪じゆ詛そめいたものを呟つぶやいている。

　そのうち、解説くんがモンスターに変わり始めた。科学的にどうやってんだ。質量保存の法則はどこ行った？

　変わりきる前に殺そうかとも思ったが、妹のＣＧデータが頭をよぎった。

　銃声。撃ったのは久木さんだった。二発と言わずに全部撃った。一一発。

「ええと。もう少し遠慮のある方だと……」

「そんなことを言っている場合ですか」

　今度は銃弾が貫通していなかった。俺と同じ貫通力の強い弾を使ってこれとなると、解説くんの肉体は内部から変わったという事だ。なんだそりゃ。

　壁に飛ばされはしたものの、うめくだけでダメージを受けているようには見えない。親指の拘束も外れた。

「避難します」

「はい」

　意見一致で谷や城じようを担いで走って逃げる事にした。俺にはその体力がないので谷城を担いだのは久ひさ木きさんだが。

　久木さんは見た目より力が強いようだ。

「俺は時間稼ぎます」

「はい」

　久木さんは影武者という仕事のせいか、優先順位を分かっている。ここは谷城の身柄優先だ。俺が微笑ほほえむと、担がれた谷城が顔を上げて俺を見た。

「そのお姉さんは誰？　田た中なかとどんな関係？」

「そんなこと」

　どうでもいいだろうと言いかけて、谷城の顔が過去ないほど真剣な事に気付いた。久木さんと並んで走りながら、俺は三秒考える。

「同僚だ。もうすぐ同僚になる」

「私に嘘うそついてたの？」

「谷城を守るためだ」

「そんなこと聞いてない」

「じゃあ何を聞くんだよ」

　そう言ったら、谷城は目を彷徨さまよわせて、また俺の顔を見た。解説くんに迫られていた時よりも、不安そうな顔。

「私を守るって、それは……仕事？」

　これはあれか、男なら誰でも通るという仕事か私かどっちが大事なの選択ってやつか？　どっち選んでも地獄という。

　俺は谷城の顔を見返した。久木さんが走りながら笑っている。

「いいか、良く聞け、仕事で俺が自分の腹に穴開けると思うなよ。大赤字じゃすまないし、現時点ですでに妹を泣かせてるんだからな。家庭の危機だ」

「お話中失礼します。とても可愛かわいらしいやりとりと思いますが、今はそれどころではないのでは」

「そうだそうだ」

「折おり原はらさんに言っているんですよ」

「名前まで嘘うそついてたの!?」

　俺は何かを言いかけて、後ろから走ってくる気配を感じた。

「それについては、あとで気が済むまで話すよ。とりあえず避難だ。警察の特殊部隊が一〇分しないうちに来る」

　ようはそれだけ持てばいい。

　特殊部隊はモンスター相手の経験から対物銃とは言わなくても狙撃銃は装備しているはずだ。それで勝てるはず。

「先に行ってください。時間は稼ぎます」

　にわかに谷や城じようが暴れ出した。

「なんでお前暴れてんだよ！」

「田た中なかが残るって！　時間稼ぎって！」

「久ひさ木きさん！」

「はいはい」

　久木さんは笑って走って行った。谷城を担いで。良かった。力が抜けたら腹に開いた傷が痛み出した。くそ。谷城と話をしている間は痛くなかったというのが自分的に嫌だ。

　後ろを振り向く。解説くんだったなにかは、ゆっくりこっちに向かっている。脚は二本で、腕も二本。そういう意味では人間風味だ。しかし頭が一個増えて元々の頭は追いやられてあらぬ方向を向いている。

〝戦って時間を稼ぐから知恵を貸してくれ。瑞みず穂ほ〟

〝私って絶対お兄にいの都合のいい女になってるよね。なってるよね？〟

〝そんなわけないだろ〟

〝悪い男はみんなそんな事言うんだよ。知ってた？〟

〝変なマンガの読み過ぎだ〟

〝ああ言えばこう言う。やっぱりお兄は私のことなんてどうでもいいんだ〟

〝ここなら化物見えるか〟

〝誤ご魔ま化かした！　まあ見えるけど。外からドローンで見ている〟

〝あれ、人間が変化したやつだ〟

〝非科学的だね〟

〝まったくだ。ＡＩの妹がいるようなご時世なのに、まったく世界は何やっているんだ。問題はそれと戦わないといけないんだよな〟

〝運動エネルギーや位置エネルギーが有効なのは分かっているんだから、それで戦う？〟

〝もう一度高い処ところから落ちるのは遠慮したい。多分死ぬ。跳び蹴りも身体からだの負担が大きい。となれば銃しかない。銃しかないが。[image: ]の拳銃弾が効いてない〟

〝弱点を狙うのは？〟

〝分析できるか？〟

〝生き物として普通の行動なら、関節と目かなあ〟

〝弾当てるのが大変そうだ。練習場の的なら二五ヤードでもいけると思うけど〟

〝五発撃ってくれたら、弾道補正情報出せるけど〟

〝残弾九発だ。中々の賭だな〟

〝計算リソースを今増やすから、待ってて〟

〝待てるといいが〟

　ここまで一秒というところ。モンスターはその間一歩歩いている。動きは遅い。距離はまだ四〇ｍはある。

「時間稼ぎのつもりかい？」

　首の生えた位置のせいで空を睨にらんでいる解説くんがそんなことを言った。自分の姿を考えれば悲鳴の一つもあげていいような状況だが、にやにや笑っているらしい。精神構造も変化したのか、それとも元に戻せるのか。

「それ、元に戻せるのか」

「そんなこと聞いてどうするんだい？　うらやましくなったのかい？」

「うらやましいって、それ本気で言ってるのか」

　精神構造が変化したと思うべきだな。俺は納得した。長い廊下を渡り、解説君との距離は教室の前後ドアと同じくらいの距離だ。二〇ｍかそこらだろうか。

「本気？　何を言っているんだい、田た中なかくん」

「いや、もういい。で、時間稼ぎのつもりかという質問に答えると、その通りだ」

　解説君は笑い出した。

「正直な意見だね。それに免じて殺してあげるよ。谷や城じようさんの前でさ」

「谷城になにか特別なことがあるのか？」

「ないよ。僕が気に入ってるだけさ。知ってるかい？　彼女は僕にも親切だったんだぜ」

「今更何を言っても遅いとは思うんだが、もう少しどうにかならなかったのか。普通に告白したって良かったと思うんだが」

「そうしようとしたらサッカー部の先輩にボコにされちゃってさ。花はな菱びしくんもすごんでくるし。まあ、おかげでこの力を貰もらえたんだけどね」

「へぇ。誰から貰ったんだ？」

　解説くんは天井を見ながら奇っ怪に笑った。

「強いて言えば天使さ。そうとしか言えない。それで僕は茶番に付き合ってあげたんだけど」

「ありがとう」

「いえいえ、どういたしまして。でも残念だね。あはっ。谷城さんは逃げられないよ。花はな菱びしくんがいるからね！」

「そうかい。まあ、手を教えてくれたお礼に俺も開示すると。こっちもいつまでも逃げなくていいんだ。んで、やるかい？」

　俺が言うと、解説くんは少しの間のあと、口を開いた。

「そうだね。やろうか。……君はそんなに悪くない奴やつだったけど、谷や城じようさんが僕より君を気に入ってるから仕方ない。殺す」

〝お兄にい様さま、戦闘準備が整いました〟

〝キャラが変わってるぞ！　瑞みず穂ほ〟

〝言語野も計算リソースに回しました。現在は汎用の言語エンジンを使用しています。問題ありません〟

〝問題大ありだ。脳の一部まで計算にまわすな〟

〝二発で補正してみせます。どうぞ〟

〝……了解〟

　妹はこう言い出したら、聞かない。そういうところは母さんに似ている。俺にも似ている。血だな。妹に血はないけれど。

　俺は跳躍して襲い掛かってきた解説くんだったなにかを避よけた。壁を使って三角飛びして見せる。そのまま谷城のところに走るかと思いきや、解説くんは上向きについた本来の頭で俺を見て笑顔を見せた。

　律儀に時間稼ぎに付き合ってくれるらしい。

　振り向き、自分の胸を己の右手で割って肋ろつ骨こつを露出させた。肋骨が長く伸びて触手のようにうごめいている。

「君は動きが素早いからねえ。対策させて貰もらったよ！」

「そうかい」

　俺は片目を瞑つぶってがっちり銃をホールドすると、二発撃った。新たに開いた胸のところは心臓が露出していた。二発とも命中。血が吹き出る。

「なんてことを！　俺たち友達だろ」

　俺は黙って後ろに下がった。解説くんだったものは、心臓を撃ち抜かれてもなんら変わる事なく動いている。

　まったくでたらめな存在だ。ここにきてさらに現実離れしやがった。

　血を吹きながら解説くんは走ってきた。肋骨を伸ばして廊下一杯に広げ、網のように使ってくる。自分の防御力に自信があるんだろう。なんとも雑な攻撃だ。

〝補正完了、撃ちたいところを指定してください〟

〝分かった〟

　[image: ]はかつてポケット砲兵と言われたくらい火力があった。それが心臓に命中しても平気でいる。そもそも弾丸が貫通していない。なんてこった。

　残弾は七。この状況で正確な射撃が出来たとして、それで勝てるのかというと、思わず苦笑いが出る。

　解説くんは非常識だ。解説くんなのに。

　妹と話すつもりで高速化する。俺の身体からだを重く感じた。何もかもがゆっくりに感じる。解説くんがたわんだ音を立てながら迫ってくる。言葉を喋しやべっているんだろうが、高速化しているせいで分からなかった。

　目で肋ろつ骨こつの動きを追いながら、弱点を探す。心臓以外に弱点なんてあるのか。いや、そもそも心臓撃たれて生き物が生きていられるのか。何かヒントはないのか。

　いつもより高速化の効きが悪いように感じる。血が足りてないのか。どうか。

　だからと言って殺されて妹を泣かすわけにもいかない。兄はつらいよ。

　見当をつけて跳躍する。回転つけて指先までコントロールし。解説くんの肋骨と肋骨の間を飛び抜けた。無傷で切り抜けたと言いたいが、あまり無事じゃない。腹の穴からまた出血しそう。

　解説くんがたわんだ音を立てている。すごい、すごいと言っているようだ。くっそ、意味が分かるくらいに高速化が解けかけているぞ。そうなりゃ妹とも会話できなくなる。やばい。

　弱点、弱点。

　解説くんが二つの頭で笑っている。器用なもんだ。肺はどうなっている。肺を撃ってみるか？

　頭が二つの怪物と戦う訓練なんてやったこともない。

　解説くんは肋骨をランダムに動かしながら襲ってきた。隙間を抜けることはできるかもしれないが、あと何度できるか分からない。俺は後退しながら、どう戦うかを考える。六本脚のモンスターとはどう戦ってどう勝った。あいつらは心臓一個だったか？

「きみぃぃぃもぉぉぉたぁぁぁぁいがぃぃぃばぁぁぁけぇぇぇものぉぉぉだぁぁねえぇぇぇぇ」

　頭二つで心臓撃っても死なないお前が言うなよ。

　再度位置を入れ替わる形ですれ違いざまに肺を撃つ。妹の指示に沿って狙って撃てば綺き麗れいに当たるという寸法だ。

　フルメタルジャケットとはいえ二cmかそこらの穴はあけた。解説くんは銃の衝撃で後ろにのけぞった。

「むだぁぁぁ、むだぁぁぁだょぉぉぉぉぉ」

「そうかな」

〝瑞……敵……推……重〟

〝六三kg〟

　思ったよりずっと少ない。俺は呼吸した。俺の身体からだがそろそろ限界だ。まあ、一〇分かそこらは稼いだからいいか。

「六三kg」

「何を言っているんだい？」

　ついに高速化も切れたようだ。

　俺は防弾ジャケットを脱いで捨てた。俺とあんまり変わらないというのなら、やりようもある。

「かかってこい」

　解説くんだったものは万能感に浸っているようで、何もかんがえずに襲ってきた。肋ろつ骨こつを伸ばしてくる。それを掴つかむ。全体重を乗せて引っ張る、脚で蹴って投げ飛ばす。

　窓まど硝子ガラスが派手に割れる音がする。解説くんだったものは外に投げ出された。ここは三階、少しはダメージになったんじゃないか。

　なんとか立ち上がって下を見た。解説くんだったものは脚が折れたか、妙な動きをしている。脚ではなく肋骨を使って動いているようだった。どこまで反則なんだよ。真ま似ねしたくないけど。

　解説くんだったものを目で追いかけていたら、悲鳴が上がった。谷や城じようの悲鳴だ。

　なんてこった。

　しかも久ひさ木きさんは銃の弾を持ってない。俺は一瞬空を見上げた後、窓から飛び降りることにした。キャットウォークに着地して、雨あま樋どいに掴まり、またキャットウォークに着地してを繰り返した。本調子だったら三階くらい一気に飛び降りるんだが。

「間に合え！　間に合え！」

　自分を励ましながら走った。

　クアッドコプターのドローンが一機、俺を誘導するように動いている。

　妹の存在を感じて俺は速度を上げた。谷城と、妹、二人を思えば、頑張れると思った。

　間に合った！

　久木さんが気丈にも谷城をかばっている。俺は銃を撃った。二発。残り、弾は三発。

　解説くんだったものは、本来の頭を俺に向けて笑った。

「しつこいね君も」

「そりゃ俺のセリフだ」

　しかしいよいよ打つ手がなくなってきた。妹の声は聞こえず、高速化も難しい。身体はあちこちガタがきている。

　でもやるんだ。

「徹頭徹尾やり遂げるんだ。それがやつらと俺の違いだ」

　あと撃ってない人体の弱点なんて頭くらいしかない。意外に頭を撃っても人は生き残るし、外れる。そもそも頭が二つある。

　どうするか迷うか間もなく、横からモンスターが襲ってきた。避よける間もなくモンスターは解説くんだったものに襲い掛かった。

　モンスターがモンスターと戦っている。

「野球部くん……なのか」

　俺が言うと、解説くんだったものと取っ組み合うモンスターは何か言った。意味は分からない。

　そのまま二匹のモンスターは組み合って壮絶なノーガードの殴り合いを始めた。肋ろつ骨こつに身体からだを貫かれながら野球部くんだったものが首筋に噛かみついている。噛み切った。地面に吐き出している。

「これを見越して……いたんですか」

　俺と合流した久ひさ木きさんが言った。俺は首を振る。

「いえ。残念ながら、想像もしてませんでした」

　指揮系統からどうなってんだよという展開。野球部くんだったものは何本もの肋骨に貫かれて宙に浮いた。

　野球部くんだったものは無む茶ちや苦く茶ちやに暴れて肋骨を叩たたき折った。獣のような拳で解説くんだったものの頭を殴っている。

「ひどいヤツだな！　僕がせっかく！　特別な身体にしてあげたのに！」

　解説くんだったものはそう言って折れた腕の骨を伸ばして刃物のような形状にした。

　野球部くんの面影がある首が転がってくる。転がっていった。

　解説くんが俺を見てにやりと笑った。久木さんの後ろに隠れていた谷や城じようはとうに意識を手放している。

　それでいい。俺は一歩前に出た。こういうのは、俺の仕事だ。

「まったく、君と同じくらい友達がいがないと思わないか？」

　冗談めいた口調で解説くんだったものは言った。元からついていた頭は野球部くんに殴られ続けて半壊している顎から上が残っていない。そもそも肺に穴が開いているのに喋しやべっているというのも妙な話だ。撃った心臓も肺も、動いている気配がない。

　俺は深呼吸を一回。野球部くんの冥福を祈った。

〝お兄にい様さま、特別に速度を落として会話しています。狙いたいところに指示を。サポートは続行しています〟

「悪いな」

「何が悪いんだい？」

「お前に言ったわけじゃない」

　俺は残弾三発の拳銃を持ち上げた。両手で構える。

「野球部くん、いや、花はな菱びしくんは重要な情報を教えてくれた」

「へえ？　何をだい？」

「首を落とせば死ぬってことさ」

　初めて解説くんだったものはガードする動きを見せた。新しく生えて来た方の頭を守っている。護まもりながら俺に肋ろつ骨こつを伸ばしてくる。花菱くんとの戦いのせいか前の半分ほどだ。

　俺は避よけながら妹に声を掛けた。

「もう一個心臓があるはずだ。そこに当てたい」

〝分析しました。本来の心臓の反対です。今〟

　俺は迷わず三発撃った。頭をかばっていた解説くんだったものは、防御出来ずに倒れた。

「騙だま……したな」

　俺は何も答えなかった。答えても意味がない。解説くんだったものは死んだ。もう動きもしない。

　なんとか殺さない方法を考えたかったが、俺の方が限界だった。高価な銃を落としてしまい、俺は膝をついた。

「瑞みず穂ほ、俺は気絶する」

　一応宣言できたのは我ながら偉いと思った。
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　俺は入院した。政治家が良く入院しているところだった。だからなのかは分からないが、短期間に良く回復できているそうだ。実際長いか短いかは分からない。俺もここまで怪け我がしたのは初めてだ。

　とはいえ一月ばかり病院だ。リハビリに再トレーニングに、復帰までしばらくかかりそうでぞっとする。

〝でもお給料はでているんでしょ？〟

〝どうだかな〟

　妹に言われて、俺はそう返事した。実際のところ、会社が金を出しているのかはあやしい。三みつ葉ば葵あおいの家が出しているのかもしれない。

〝まあ、私の維持費は出ているみたいだから、いいかな。お母さんも喜んでたしね〟

〝そうだな〟

　身動きできずに微妙な気分の俺と比べて、妹は実に上機嫌だ。毎日長時間俺と話せるかららしい。

　そのうち、物理的に俺を看病する二人組がやってきた。久ひさ木きさんと千せん……お嬢様だ。

　千は相変わらず、よれよれの服を着て、それでいて得意げな顔をしている。俺の病室を個室にするくらいなら服を買ってくれと思うんだが、その願いが一生聞き入れられないだろうことは、俺にも分かるようになってきた。

　自分の見た目というものに、まるで無頓着なのだ。このお嬢様は。

「早く良くなって、私のものになるのだぞ」

　枕元に座って、俺の頬ほおをつつききながら千はそんなことを言う。久木さんが花瓶の水を取り替えながらにこにこ笑っている。

「お嬢様は本当に楽しみになさっているのですよ？」

「頑張って治療とリハビリと再トレーニングしますよ」

　俺が言うと、千は実に嬉うれしそうに足をばたつかせた。幼女的かわいらしさがあると思う。

「良く言った。偉いぞ」

「そりゃどうも。ところで、モンスターの件はどうなりました？」

　俺が聞くと、千はなんとも言えない年齢不相応な表情のあと、口を開いた。

「何も分からん。男おの子この会社も調べて回っているが、何も掴つかんでいないらしい」

〝私も調べているんだけどなあ〟

〝犯罪行為はしていないだろうな、瑞みず穂ほ〟

〝お兄にいは心配しすぎ〟

〝何言ってやがる〟

　気付けば千せんが俺の顔を覗のぞき込んでいる。

「気になるか」

「まあ、あのモンスターのせいで死なないでいいやつが複数死んだのは間違いない話です。気にならないかと言えば、気になりますよ」

「そうか。そうだな。男子よ、今我々は、いや日本政府も、そなたが犯人から聞いた、〝天使としか言いようがないもの〟を調べている。それが組織なのか、それとも個人なのか、そういう生き物なのかも分かってはいないが。我が国を襲ったこと、必ず後悔させる。そういうつもりだ」

　よれよれの服でそんなことを言う。俺はベッドに寝たまま頷うなずいた。

「頼もしい話です。俺の意見を言っても？」

「聞こう」

「〝天使〟は一人。解説くんに接触したエージェントだったと思います。多分そいつもモンスターです」

「どうしてそう思う？」

「解説くんの性格というか、たとえ自分の不利になりそうな情報でもつい解説してくる性格からそう考えました」

「だとすれば、〝天使〟とやらの底も見えるな。人選は失敗としかいいようがない」

「そうかも知れません。そうじゃないかも知れません」

「どういうことだ？」

「モンスターのうち、一番正気を保っていたのは解説くんでした。次が野球部くん。俺が戦ったりしたヤツも元は人間だと思うんですけど、それはもう人語すら喋しやべってない」

「適合率とか、そういうものがあるのかもしれんのか……〝天使〟は人選的に適合率を最優先で人選した可能性があるというわけだな。ふむ」

　千は腕を組んで難しい顔になった。

「これは最初から調べ直しだな。対抗装備や戦術の研究、中でも取り急ぎ大口径銃の配備を急がないといけない」

「俺も早く現場復帰しますよ」

「心待ちにしている。まあ、大地震にも、疫病にも、我が国は勝ってきたのだ。今度もそうなろう。そうなるためにも努力をせねばな」

　ところで、と千は言った。俺が独自に調べ出したり、無む茶ちやをしたりしないようにするためか話題を変えたいらしい。

「いいのか、あの中学生に会わないでも。谷や城じようとか言ったか」

「いいんですよ。会わなくても」

　俺はそう言って笑った。最近笑っても痛まなくなってきた。いい兆きざしだ。

「彼女に迫る危険は取り除きました。俺の仕事は終わりです」

「よく見舞いにきているぞ」

　一瞬心と心臓が動いたが、俺は鼻で笑って無視することにした。俺みたいなやつに関わってはいけない。

「取りつがないでくださいよ」

「そうはいうがな……泣いておったぞ」

　やばい。胸が痛い。

「いや、でもですね」

「会ったらどうだ？　私は心の広い女だぞ？」

「それ、言葉選び間違ってますからね」

〝お兄にいの人でなし〟

〝それも間違った言葉選びだからな〟

　俺は目を彷徨さまよわせた。

〝だいたいあの女よばわりして、嫌っていたのはお前だろ〟

〝それはそれとして、お兄が女の敵なのはねー〟

〝敵じゃない。断じて敵でない〟

　千せんは俺の枕元に座ってニコニコしている。

「なんで笑っているんです？」

「いや、なんでもない。ところで谷や城じようは今日も来ていてな」

「断ってください」

　俺が言うと、千はいたずらっぽく笑った。




　ドアが、開いた。




　どんな表情をしたもんか、迷ったがそれはドアを開けた本人も同じだったらしい。

　俺と谷城は同時に壁を見て、ちらりと互いの顔を見て、同時に口を開いた。

「あの」

　千が笑いながら久ひさ木きさんの背を押して病室から出て行った。小さなドローンも一緒に外へ飛んでいった。

　二人で顔を見合わせた。二人の距離が離れているのが、変な感じだった。





（おわり）







あとがき




　皆様、お元気でしょうか。作者の芝しば村むらです。




　締切りに追われて一秒がダイヤモンドの粒のように思われているこの数時間ですが、正直やばいです。新型コロナ（covid-19）による緊急事態宣言で色んな仕事の予定がこの数日に集中して久しぶりに右手と左手で別の原稿書いてます。




　今回の『クラスに銃は似合わない。』は、少年という立場から脱却しようとあがく少年の話にしたい、ということでがんばって書きました。読者年代的には気合いや熱意でどうにかなっちゃう的話の方が受けるのですが、今回はそれに背を向けて、熱意じゃどうにもなんねえことを知って、それでもまだ戦う事を選択した主人公という造形で書き上げています。




　付き合いで、というか主人公がそういうキャラである以上、ヒロインたちも現実とどう折り合いをつけようかで必死になっている娘さんばかりだったりします。




　妹・瑞みず穂ほは実体がないという現実と戦ってますし、谷や城じようも自分の居場所つくるためにがんばってます。久ひさ木きさんは主人を立てようとがんばってますし、千せんちゃんはあれで悩めるお嬢様だったりします。




　いつか彼、彼女たちが現実に大勝利してしまう話を書こう。ということで書き上げました。




　皆様どうぞ、よろしくお願いします。




　次回、お会いできる機会があればお会いしましょう！　近況が忙しい以外を書けるように私もがんばります。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『外伝　妹におしゃれは似合わない。』





　ベッドの上で今から寝ようとしているのに、居心地が悪い。悪すぎる。

　なぜか。

　大体の兄がそうだと思うんだが、妹がおしゃれをしていると、兄としては落ち着かなくなるものだ。それは俺にしても同じだ。

　意味もなく動揺するし、からかいたくなるし、感慨深くなるし、変な男に引っかかったりしないだろうなと思うことになる。まあ、そりゃそうだろう。兄っていう生き物は、そういうもんだ。

　妹に実体がなくても、その辺は同じ。

　ある日スマホを開いたら、妹の顔が全然違っていて、化粧までしていると平静ではいられない。

　何があったと尋ねれば、

〝なんでおしゃれしたくらいでそこまで言われなきゃいけないのよ！〟

　と、返されるまでがワンセットだ。

　スマホの画面の中で妹は、大層むくれている。ああ、そうそう。これこれ。これが妹だよ。

〝私を怒らせて笑ってるなんて、お兄変態だよ!?　ホント変態〟

〝妹よ。兄は妹が別グラフィックになっていると激しく動揺するものだ〟

〝いいじゃない。実体ないんだから日替わりで変えても〟

〝ダメダメ。俺が不安になるからダメ。母さんも悲しむ。父さんも〟

〝なんで悲しむの？　だって私の顔なんてＣＧじゃん〟

〝そういうことを言うからだっての。分かれ〟

〝……分からない〟

　完全に分かっているが面白くない顔で妹がそう言っている。兄としては実にとっちめたいが、相手に実体がないのでそれができない。

　うーむ。頬とか引っ張れないから、かくもワガママになってしまったんだろうか。あるいは母さんが優しすぎたのか。

〝でも現実問題としてお兄の妹は仮想存在なんだよ？〟

〝そんなことは関係ない。お前が実体持ってようと、ある日顔が突然変わっていたら、まったく同じ事をいうはずだ〟

〝そうかな……〟

　自信なさそうな妹の声。俺はベッドの上でため息。

〝そこは自信持て。絶対だ〟

〝それって好きってこと？〟

　妹はスマホの中でそわそわした様子で言った。

〝当たり前だろ。妹を愛していない兄などいない〟

〝そう言い切るあたりが、お兄子供っぽいよね。例外なんてニュース探せばいくらでもあるんだから〟

〝ニュースは心の中まで書いてはくれないさ。読者が想像するだけだ〟

〝お兄は世界中の兄が全員、妹を大好きだって言う訳ね!?〟

〝そりゃそうだろう。というか、なんでそこに疑問を抱くのか俺には分からん〟

〝だって……そうじゃん。私がおしゃれしてもお兄喜ばないし、褒めないんだよ!?〟

〝んー。別に俺はおしゃれなんかしなくてもと思うんだが〟

〝そこは褒めて伸ばそうよ！　妹がかわいくなろうとしてるんだよ！〟

　正直面倒臭いと思ったが、まあ、妹なんてのはそういうもんだ。俺ははいはいと生返事したあと、お兄は寝るからなと宣言した。


















クラスに銃は似合わない。




【電子特典付き】
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